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1.7

1.5

1.8

7.1

7.0

7.7

10.3

11.1

8.9

16.3

17.9

14.3

17.5

15.3

21.2

14.5

15.2

14.0

31.3

31.6

31.6

1.4

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,023)

⼥性(n=613)

男性(n=392)

18〜19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

1．⼥性
59.9%

2．男性
38.3%

1、2のどちらでもない
0.6%

無回答
1.2%

(n=1,023)

Ⅱ 市民意識調査の結果 

１．回答者の属性 

（１）性別 
【図F1 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「1、2のどちらでもない」は分析に

必要なサンプル数が得られなかっ

たため、以降の性別グラフには掲載

していません。 

 

 

回答者の性別は、「１．女性」が 59.9％、「２．男性」が 38.3％、「1、2 のどちらでもない」が 0.6％となっており、

女性が６割を占めている。 

 

 

（２）年齢 
【図F2 年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、「70 歳以上」が 31.3％で最も高く、次いで「50 歳代」が 17.5％、「40 歳代」が 16.3％、「60

歳代」が 14.5％、「30 歳代」が 10.3％、「20 歳代」が 7.1％となっている。 

性別にみると、男女ともに「70 歳以上」が最も高く、女性・男性ともに 31.6％となっている。次いで、女性は

「40 歳代」が 17.9％、男性は「50 歳代」が 21.2％となっている。  
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70.7

67.7

77.8

15.2

14.4

16.3

12.4

17.3

5.1

1.7

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,023)

⼥性(n=613)

男性(n=392)

結婚している
（パートナーも含む）

結婚していない
またはパートナーがいない

結婚したが、
離婚または死別した

無回答

45.2

48.0

41.3

12.2

3.1

24.6

12.9

19.8

3.6

28.9

28.4

29.5

0.8

0.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=  723)

⼥性(n=415)

男性(n=305)

共働き
である

⾃分のみ
働いている

配偶者・パートナー
のみ働いている

どちらも
働いていない

無回答

（３）配偶関係 
【図F3 配偶関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の配偶関係は、「結婚している(パートナーも含む)」が 70.7％で最も高く、次いで「結婚していないま

たはパートナーがいない」が 15.2％、「結婚したが、離婚または死別した」が 12.4％となっている。 

性別にみると、「結婚している(パートナーも含む)」が女性で 67.7％、男性で 77.8％となっており、男性の方

が 10.1 ポイント高くなっている。「結婚していないまたはパートナーがいない」は男女ともに１割台で、「結婚し

たが、離婚または死別した」は女性で 17.3％、男性で 5.1％となっている。 

 

 

（４）就業状態 
【図F4 就業状態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の就業状態は、「共働きである」が 45.2％で最も高く、次いで「どちらも働いていない」が 28.9％、「配

偶者・パートナーのみ働いている」が 12.9％、「自分のみ働いている」が 12.2％となっている。 

性別にみると、男女ともに「共働きである」が最も高く、女性で 48.0％、男性で 41.3％となっている。次いで、

女性は「どちらも働いていない」が 28.4％、「配偶者・パートナーのみ働いている」が 19.8％となっており、男性

は「どちらも働いていない」が 29.5％、「自分のみ働いている」が 24.6％となっている。 
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29.1

19.6

44.9

15.8

23.0

5.1

4.5

4.1

5.4

5.1

3.4

7.9

13.5

22.3

0.3

2.9

2.6

3.6

13.2

14.2

11.5

13.3

8.8

20.7

0.4

0.7

0.0

2.2

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,023)

⼥性(n=613)

男性(n=392)

正規社員・正規職員 ⾮正規社員・職員（パート・アルバイト）

⾮正規社員・職員（契約・派遣社員） ⾃営業・⾃由業（家族従業者を含む）
家事専業（主婦・主夫） 学⽣

無職 定年退職者

その他 無回答

（５）職業 
【図F5 職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業は、「正規社員・正規職員」が 29.1％で最も高く、次いで「非正規社員・職員（パート・アルバ

イト）」が 15.8％、「家事専業（主婦・主夫）」が 13.5％、「定年退職者」が 13.3％、「無職」が 13.2％となってい

る。 

性別にみると、女性は、「非正規社員・職員（パート・アルバイト）」（23.0％）、「家事専業（主婦・主夫）」

（22.3％）、「正規社員・正規職員」（19.6％）がいずれも約２割となっている。男性は、「正規社員・正規職員」が

44.9％で最も高く、次いで「定年退職者」が 20.7％、「無職」が 11.5％となっている。 
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(n=1,023)

62.5

50.9

24.0

21.5

5.9

7.0

38.8

27.1

23.4

24.1

20.1

19.6

27.1

29.5

18.7

13.7

36.2

33.7

20.7

21.5

3.7

7.7

14.0

13.1

14.6

12.6

7.9

11.9

22.1

17.1

7.0

11.7

11.2

11.5

13.5

13.5

8.7

9.2

11.1

9.0

5.3

8.5

22.3

23.4

46.0

52.1

6.7

16.9

21.3

27.3

1.4

1.5

1.4

1.0

1.4

1.1

1.7

1.2

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（カ）妻が働きに出る場合は、フルタイムの仕事を
避け、パート・アルバイトなどにとどめるべきだ

（ア）結婚は個⼈の⾃由であるから、
結婚してもしなくても、どちらでもよい

（イ）結婚しても、必ずしも⼦どもをもつ
必要はない

（ウ）結婚したら、夫婦は同じ姓を名乗るべきだ

（エ）⼦どもが３歳くらいまでは、⺟親が
育児に専念したほうがよい

（オ）夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい

（キ）妻が働いていなくても、夫は家事・
育児をするほうがよい

（ク）⾃分の家族や親戚が未婚のまま⼦どもを
産むことは好ましくない

（ケ）男同⼠、⼥同⼠の結婚を認めるべきだ

（コ）⾃分の家族や親戚に同性愛者は
いてほしくない

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない 無回答

２．男女平等について 

（１）結婚や家族に関する考え⽅ 
問１ あなたは、次の(ア)～(コ)のような意見や考え方について、どう思いますか。（各項目に○は１つ） 

 

【図1-1 結婚や家族に関する考え⽅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくても、どちらでもよい 

『そう思う』（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計）が 82.6％、『そう思わない』（「そう思わない」「どち

らかといえばそう思わない」の合計）が 12.3％、「どちらともいえない」が 3.7％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 85.2％、男性で 78.8％と、女性の方がやや高くなっている。『そう思わ

ない』は、女性で 10.1％、男性で 16.1％となっている。 

 

（イ）結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない 

『そう思う』が 70.5％、『そう思わない』が 20.2％、「どちらともいえない」が 7.7％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で73.4％、男性で66.4％と、女性の方が高く、女性は「そう思う」が53.8％

と５割を超えている。『そう思わない』は、女性で 17.0％、男性で 25.5％となっている。 

 

（ウ）結婚したら、夫婦は同じ姓を名乗るべきだ 

『そう思う』が 51.1％、『そう思わない』が 33.5％、「どちらともいえない」が 14.0％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で48.4％、男性で55.7％と、男性の方が高く５割を超えている。『そう思わ
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ない』は、女性で 34.8％、男性で 31.4％となっている。 

 

（エ）子どもが３歳くらいまでは、母親が育児に専念したほうがよい 

『そう思う』が 51.0％、『そう思わない』が 34.9％、「どちらともいえない」が 13.1％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 49.0％、男性で 54.3％と、男性の方がやや高く５割を超えている。『そ

う思わない』は、女性で 37.0％、男性で 31.9％となっている。 

 

（オ）夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい 

『そう思う』が 24.6％、『そう思わない』が 59.5％、「どちらともいえない」が 14.6％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 22.7％、男性で 27.3％、『そう思わない』は、女性で 62.2％、男性で

56.2％となっており、女性は「そう思わない」が約５割を占めている。 

 

（カ）妻が働きに出る場合は、フルタイムの仕事を避け、パート・アルバイトなどにとどめるべきだ 

『そう思う』が 20.7％、『そう思わない』が 65.6％、「どちらともいえない」が 12.6％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 20.9％、男性で 20.4％、『そう思わない』は、女性で 65.6％、男性で

66.1％となっており、男女で大きな違いはみられない。 

 

（キ）妻が働いていなくても、夫は家事・育児をするほうがよい 

『そう思う』が 75.0％、『そう思わない』が 15.4％、「どちらともいえない」が 7.9％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 79.1％、男性で 69.7％と女性の方が高く、「そう思う」は女性が 12.6 ポ

イント高くなっている。『そう思わない』は、女性で 13.6％、男性で 18.4％と男性の方が高くなっている。 

 

（ク）自分の家族や親戚が未婚のまま子どもを産むことは好ましくない 

『そう思う』が 60.8％、『そう思わない』が 26.1％、「どちらともいえない」が 11.9％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 57.6％、男性で 66.1％と男性の方が高く、『そう思わない』は、女性で

28.6％、男性で 22.5％と女性の方が高くなっている。 

 

（ケ）男同士、女同士の結婚を認めるべきだ 

『そう思う』が 44.1％、『そう思わない』が 32.4％、「どちらともいえない」が 22.1％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 49.4％、男性で 35.8％と女性の方が 13.6 ポイント高く、『そう思わない』

は、女性で 24.9％、男性で 44.2％と女性の方が 19.3 ポイント低くなっている。男女ともに「どちらともいえない」

が２割前後を占めている。 

 

（コ）自分の家族や親戚に同性愛者はいてほしくない 

『そう思う』が 45.6％、『そう思わない』が 36.3％、「どちらともいえない」が 17.1％となっている。 

性別にみると、『そう思う』は、女性で 40.1％、男性で 54.0％と男性の方が 13.9 ポイント高く、『そう思わない』

は、女性で 40.4％、男性で 30.1％と女性の方が 10.3 ポイント高くなっている。 
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上段：⼥性(n=613)
下段：男性(n=392)

64.3

59.7

20.9

19.1

3.8

3.3

6.0

8.7

4.1

7.4

1.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性

男性

53.8

46.2

19.6

20.2

8.3

6.6

10.8

13.8

6.2

11.7

1.3

1.5

⼥性

男性

22.0

27.6

26.4

28.1

15.7

11.5

11.6

10.7

23.2

20.7

1.1

1.5

⼥性

男性

20.9

22.4

28.1

31.9

13.4

12.5

11.9

11.0

25.1

20.9

0.7

1.3

⼥性

男性

6.4

5.1

16.3

22.2

14.0

15.1

13.9

12.8

48.3

43.4

1.1

1.5

⼥性

男性

7.8

6.1

13.1

14.3

12.9

12.0

12.4

15.3

53.2

50.8

0.7

1.5

⼥性

男性

44.0

31.4

35.1

38.3

6.2

9.9

8.2

9.7

5.4

8.7

1.1

2.0

⼥性

男性

24.0

31.9

33.6

34.2

12.9

10.2

9.0

9.7

19.6

12.8

1.0

1.3

⼥性

男性

28.2

15.6

21.2

20.2

24.6

18.4

10.1

12.8

14.8

31.4

1.0

1.8

⼥性

男性

18.9

32.1

21.2

21.9

18.8

14.5

8.6

9.9

31.8

20.2

0.7

1.3

⼥性

男性

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない 無回答

（カ）妻が働きに出る場合は、
フルタイムの仕事を避け、
パート・アルバイトなど
にとどめるべきだ

（ア）結婚は個⼈の⾃由である
から、結婚してもしなく
ても、どちらでもよい

（イ）結婚しても、必ずしも⼦
どもをもつ必要はない

（ウ）結婚したら、夫婦は同じ
姓を名乗るべきだ

（エ）⼦どもが３歳くらいまで
は、⺟親が育児に専念し
たほうがよい

（オ）夫は外で働き、妻は家庭
を守るほうがよい

（キ）妻が働いていなくても、
夫は家事・育児をするほ
うがよい

（ク）⾃分の家族や親戚が未婚
のまま⼦どもを産むこと
は好ましくない

（ケ）男同⼠、⼥同⼠の結婚を
認めるべきだ

（コ）⾃分の家族や親戚に同性
愛者はいてほしくない

 

【図1-2 性別 結婚や家族に関する考え⽅】 
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【表1-1 年代別 （ア）結婚は個⼈の⾃由であるから、結婚してもしなくても、どちらでもよい】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  64.3% 20.9% 3.8% 6.0% 4.1% 1.0% 392  59.7% 19.1% 3.3% 8.7% 7.4% 1.8% 
10・20 歳代 116  87.9% 11.2% - - - 0.9% 67  79.1% 13.4% 4.5% 1.5% 1.5% - 
30 歳代 68  76.5% 17.6% - 2.9% 1.5% 1.5% 35  91.4% 8.6% - - - - 
40 歳代 110  69.1% 25.5% 0.9% 3.6% 0.9% - 56  58.9% 23.2% 1.8% 10.7% 5.4% - 
50 歳代 94  73.4% 19.1% - 4.3% 2.1% 1.1% 83  63.9% 24.1% 1.2% 4.8% 4.8% 1.2% 
60 歳代 93  61.3% 19.4% 4.3% 7.5% 7.5% - 55  40.0% 29.1% 7.3% 10.9% 10.9% 1.8% 
70 歳以上 194  47.4% 24.2% 9.3% 10.3% 6.7% 2.1% 124  50.0% 16.9% 4.0% 13.7% 11.3% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では『そう思う』は年代が下がるほど概ね割合が高くなる傾向で、50 歳代以下はいず

れも９割を超えている。男性では『そう思う』は 30 歳代で最も高く 100.0％となっている。 

 

 

【表1-2 年代別 （イ）結婚しても、必ずしも⼦どもをもつ必要はない】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  53.8% 19.6% 8.3% 10.8% 6.2% 1.3% 392 46.2% 20.2% 6.6% 13.8% 11.7% 1.5% 
10・20 歳代 116  82.8% 13.8% 0.9% 1.7% - 0.9% 67 77.6% 16.4% 3.0% 1.5% 1.5% - 
30 歳代 68  80.9% 14.7% - 2.9% - 1.5% 35 74.3% 20.0% - 2.9% 2.9% - 
40 歳代 110  58.2% 29.1% 3.6% 8.2% 0.9% - 56 50.0% 21.4% 5.4% 16.1% 7.1% - 
50 歳代 94  66.0% 18.1% 5.3% 8.5% 1.1% 1.1% 83 49.4% 20.5% 8.4% 13.3% 7.2% 1.2% 
60 歳代 93  47.3% 20.4% 14.0% 12.9% 5.4% - 55 36.4% 21.8% 5.5% 18.2% 16.4% 1.8% 
70 歳以上 194  30.4% 19.1% 13.9% 17.5% 16.0% 3.1% 124 29.0% 21.0% 9.7% 17.7% 19.4% 3.2% 

 

年代別にみると、男女とも年代が下がるほど『そう思う』の割合が概ね高くなる傾向にあり、30 歳代以下は

「そう思う」が女性で８割、男性で７割を超えている。 
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【表1-3 年代別 （ウ）結婚したら、夫婦は同じ姓を名乗るべきだ】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  22.0% 26.4% 15.7% 11.6% 23.2% 1.1% 392 27.6% 28.1% 11.5% 10.7% 20.7% 1.5% 
10・20 歳代 116  5.2% 25.9% 15.5% 18.1% 34.5% 0.9% 67 9.0% 25.4% 14.9% 11.9% 38.8% - 
30 歳代 68  10.3% 23.5% 14.7% 11.8% 38.2% 1.5% 35 17.1% 8.6% 22.9% 14.3% 37.1% - 
40 歳代 110  8.2% 26.4% 17.3% 20.0% 27.3% 0.9% 56 16.1% 28.6% 14.3% 16.1% 25.0% - 
50 歳代 94  10.6% 26.6% 23.4% 10.6% 27.7% 1.1% 83 26.5% 33.7% 9.6% 7.2% 21.7% 1.2% 
60 歳代 93  17.2% 30.1% 22.6% 5.4% 24.7% - 55 25.5% 36.4% 9.1% 10.9% 16.4% 1.8% 
70 歳以上 194  45.4% 26.3% 9.3% 7.2% 9.8% 2.1% 124 41.9% 28.2% 9.7% 8.9% 8.1% 3.2% 

 

年代別にみると、男女とも年代が上がるほど「そう思う」の割合が高くなる傾向にあり、70 歳以上では女性は

45.4％、男性は 41.9％となっており、『そう思う』の割合は７割を超えている。一方、男女とも 30 歳代以下では

「そう思わない」が３割を超えており、他の年齢層に比べて高くなっている。 

 

 

【表1-4 年代別 （エ）⼦どもが３歳くらいまでは、⺟親が育児に専念したほうがよい】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  20.9% 28.1% 13.4% 11.9% 25.1% 0.7% 392 22.4% 31.9% 12.5% 11.0% 20.9% 1.3% 
10・20 歳代 116  6.9% 24.1% 12.9% 17.2% 37.9% 0.9% 67 11.9% 23.9% 7.5% 19.4% 37.3% - 
30 歳代 68  10.3% 14.7% 14.7% 17.6% 41.2% 1.5% 35 - 22.9% 22.9% 5.7% 48.6% - 
40 歳代 110  9.1% 23.6% 13.6% 11.8% 41.8% - 56 12.5% 46.4% 14.3% 7.1% 19.6% - 
50 歳代 94  14.9% 34.0% 13.8% 16.0% 20.2% 1.1% 83 18.1% 28.9% 19.3% 13.3% 19.3% 1.2% 
60 歳代 93  21.5% 29.0% 15.1% 8.6% 25.8% - 55 23.6% 36.4% 9.1% 12.7% 18.2% - 
70 歳以上 194  37.6% 33.5% 10.3% 8.2% 9.3% 1.0% 124 37.9% 32.3% 8.9% 9.7% 8.1% 3.2% 

 

年代別にみると、『そう思う』は、男女とも 70 歳以上で女性が 71.1％、男性が 70.2％と高くなっている。また、

男性の 40 歳代では『そう思う』が 58.9％で、同年代の女性と比べ 26.2 ポイント高くなっている。 
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0.0

6.0

2.8

4.9

1.7

15.7

19.3

22.0

10.0

13.9

17.0

14.6

14.2

13.9

14.8

17.1

74.2

50.0

45.5

39.0

0.0

0.6

0.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規社員・
職員(n=120)

⾮正規社員
・職員(n=166)

正規社員・
職員(n=176)

⾮正規社員・
職員(n= 41)

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない 無回答

【表1-5 年代別 （オ）夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  6.4% 16.3% 14.0% 13.9% 48.3% 1.1% 392 5.1% 22.2% 15.1% 12.8% 43.4% 1.5% 
10・20 歳代 116  0.9% 3.4% 9.5% 12.1% 73.3% 0.9% 67 1.5% 10.4% 14.9% 14.9% 58.2% - 
30 歳代 68  2.9% 10.3% 10.3% 16.2% 58.8% 1.5% 35 - 8.6% 14.3% 5.7% 71.4% - 
40 歳代 110  4.5% 11.8% 10.0% 12.7% 60.9% - 56 1.8% 25.0% 21.4% 10.7% 41.1% - 
50 歳代 94  3.2% 14.9% 16.0% 16.0% 48.9% 1.1% 83 3.6% 22.9% 20.5% 18.1% 33.7% 1.2% 
60 歳代 93  5.4% 14.0% 17.2% 15.1% 48.4% - 55 3.6% 21.8% 14.5% 14.5% 45.5% - 
70 歳以上 194  12.4% 27.3% 16.0% 13.9% 27.8% 2.6% 124 9.7% 27.4% 12.9% 12.1% 33.9% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では年代が下がるほど『そう思わない』が高くなっており、10・20 歳代で 85.4％となっ

ている。男性では 30 歳代で『そう思わない』が 77.1％と高くなっている。 

 

 

【図1-3 職業別 （オ）夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別にみると、女性では、『そう思わない』の回答割合が、正規社員・職員（88.4％）と非正規社員・職員

（63.9％）とでは、その差が 24.5 ポイントと大きいが、男性では、正規社員・職員、非正規社員・職員による差

はほとんどみられない。 
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令和3年度(n=613)

平成22年度(n=549)

令和3年度(n=392)

平成22年度(n=390)

※１

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない 無回答

 

【図1-4 経年⽐較 （オ）夫は外で働き、妻は家庭を守るほうがよい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査の選択肢は、「賛成である」「どちらかといえば賛成である」「どちらともいえない」「どちらかと

いえば反対である」「反対である」 

 

 

経年比較をみると、男女ともに「そう思わない」が大幅に高くなり、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」は低

くなっている。『そう思わない』は女性で 38.0 ポイント、男性で 40.0 ポイント増加し、『そう思う』は女性で 18.3 ポ

イント、男性で 25.8 ポイント減少している。 
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【表1-6 年代別 （カ）妻が働きに出る場合は、フルタイムの仕事を避け、パート・アルバイトなどにとどめるべきだ】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  7.8% 13.1% 12.9% 12.4% 53.2% 0.7% 392 6.1% 14.3% 12.0% 15.3% 50.8% 1.5% 
10・20 歳代 116  1.7% 2.6% 9.5% 12.1% 73.3% 0.9% 67 4.5% 16.4% 13.4% 14.9% 50.7% - 
30 歳代 68  1.5% 11.8% 5.9% 5.9% 73.5% 1.5% 35 2.9% 2.9% 14.3% 11.4% 68.6% - 
40 歳代 110  3.6% 7.3% 10.9% 16.4% 61.8% - 56 - 12.5% 17.9% 17.9% 51.8% - 
50 歳代 94  2.1% 7.4% 18.1% 13.8% 57.4% 1.1% 83 4.8% 18.1% 13.3% 20.5% 42.2% 1.2% 
60 歳代 93  7.5% 11.8% 15.1% 10.8% 54.8% - 55 5.5% 10.9% 7.3% 14.5% 61.8% - 
70 歳以上 194  17.0% 23.2% 13.9% 12.4% 32.5% 1.0% 124 10.5% 17.7% 11.3% 13.7% 42.7% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では年代が下がるほど「そう思わない」が高くなる傾向にあり、30 歳代以下で７割を超

えている。一方、70 歳以上では『そう思う』が 40.2％と高くなっており、男女の年齢層の中で最も高くなってい

る。 

 

 

【表1-7 年代別 （キ）妻が働いていなくても、夫は家事・育児をするほうがよい】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  44.0% 35.1% 6.2% 8.2% 5.4% 1.1% 392 31.4% 38.3% 9.9% 9.7% 8.7% 2.0% 
10・20 歳代 116  61.2% 24.1% 5.2% 5.2% 3.4% 0.9% 67 59.7% 26.9% 3.0% 4.5% 6.0% - 
30 歳代 68  58.8% 29.4% 2.9% 5.9% 1.5% 1.5% 35 51.4% 25.7% 8.6% 8.6% 5.7% - 
40 歳代 110  50.9% 36.4% 5.5% 3.6% 3.6% - 56 25.0% 50.0% 10.7% 3.6% 10.7% - 
50 歳代 94  44.7% 39.4% 5.3% 7.4% 2.1% 1.1% 83 27.7% 42.2% 14.5% 7.2% 7.2% 1.2% 
60 歳代 93  45.2% 37.6% 4.3% 6.5% 6.5% - 55 23.6% 45.5% 7.3% 9.1% 12.7% 1.8% 
70 歳以上 194  26.8% 37.6% 10.3% 13.4% 9.3% 2.6% 124 23.4% 35.5% 10.5% 16.9% 8.9% 4.8% 

 

年代別にみると、女性では『そう思う』は 60 歳代以下で８割以上と高くなっている。男性では年代が下がる

ほど『そう思う』は高くなっており、10・20 歳代で 86.6％と高くなっている。  
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【表1-8 年代別 （ク）⾃分の家族や親戚が未婚のまま⼦どもを産むことは好ましくない】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  24.0% 33.6% 12.9% 9.0% 19.6% 1.0% 392 31.9% 34.2% 10.2% 9.7% 12.8% 1.3% 
10・20 歳代 116  6.9% 35.3% 11.2% 13.8% 31.9% 0.9% 67 23.9% 17.9% 14.9% 14.9% 26.9% 1.5% 
30 歳代 68  5.9% 39.7% 10.3% 7.4% 35.3% 1.5% 35 11.4% 34.3% 11.4% 20.0% 22.9% - 
40 歳代 110  10.9% 33.6% 18.2% 12.7% 24.5% - 56 26.8% 39.3% 16.1% 10.7% 7.1% - 
50 歳代 94  18.1% 34.0% 12.8% 13.8% 20.2% 1.1% 83 28.9% 41.0% 14.5% 4.8% 9.6% 1.2% 
60 歳代 93  36.6% 25.8% 16.1% 3.2% 18.3% - 55 34.5% 32.7% 5.5% 10.9% 16.4% - 
70 歳以上 194  39.2% 33.0% 10.8% 7.7% 7.2% 2.1% 124 42.7% 32.3% 7.3% 8.9% 5.6% 3.2% 

 

年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど『そう思う』が高くなる傾向にあり、70 歳以上は女性で 72.2％、

男性で 75.0％と高くなっている。一方、男女ともに 30 歳代以下では『そう思う』と『そう思わない』の割合はいず

れも４割台と拮抗している。男性の 40 歳代、50 歳代では同年代の女性と比べ『そう思う』の割合が高く、40 歳

代で 21.6 ポイント、50 歳代で 17.8 ポイント高くなっている。 

 

 

【表1-9 年代別 （ケ）男同⼠、⼥同⼠の結婚を認めるべきだ】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  28.2% 21.2% 24.6% 10.1% 14.8% 1.0% 392 15.6% 20.2% 18.4% 12.8% 31.4% 1.8% 
10・20 歳代 116  57.8% 24.1% 14.7% 2.6% - 0.9% 67 40.3% 34.3% 19.4% 1.5% 4.5% - 
30 歳代 68  48.5% 25.0% 17.6% 2.9% 4.4% 1.5% 35 37.1% 20.0% 22.9% 2.9% 17.1% - 
40 歳代 110  33.6% 28.2% 26.4% 7.3% 4.5% - 56 17.9% 26.8% 28.6% 5.4% 21.4% - 
50 歳代 94  34.0% 34.0% 16.0% 7.4% 7.4% 1.1% 83 9.6% 20.5% 24.1% 16.9% 27.7% 1.2% 
60 歳代 93  31.2% 15.1% 31.2% 9.7% 12.9% - 55 12.7% 16.4% 18.2% 14.5% 36.4% 1.8% 
70 歳以上 194  6.2% 12.4% 28.4% 18.0% 33.0% 2.1% 124 6.5% 12.9% 11.3% 18.5% 46.8% 4.0% 

 

年代別にみると、男女ともに 30 歳代以下で「そう思う」が高く、女性の 10・20 歳代で 57.8％と特に高くなって

いる。女性の 70 歳以上、男性の 60 歳代以上では『そう思わない』が５割以上となっており、男性の 70 歳以上

で 65.3％と高くなっている。 
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【表1-10 年代別 （コ）⾃分の家族や親戚に同性愛者はいてほしくない】 
  ⼥性 男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 613  18.9% 21.2% 18.8% 8.6% 31.8% 0.7% 392 32.1% 21.9% 14.5% 9.9% 20.2% 1.3% 
10・20 歳代 116  0.9% 10.3% 12.9% 13.8% 61.2% 0.9% 67 6.0% 6.0% 16.4% 16.4% 55.2% - 
30 歳代 68  4.4% 13.2% 17.6% 11.8% 51.5% 1.5% 35 17.1% 14.3% 14.3% 14.3% 40.0% - 
40 歳代 110  4.5% 19.1% 23.6% 11.8% 40.9% - 56 19.6% 33.9% 14.3% 5.4% 26.8% - 
50 歳代 94  9.6% 17.0% 18.1% 6.4% 47.9% 1.1% 83 30.1% 22.9% 24.1% 9.6% 12.0% 1.2% 
60 歳代 93  21.5% 18.3% 25.8% 7.5% 26.9% - 55 29.1% 25.5% 18.2% 12.7% 14.5% - 
70 歳以上 194  39.7% 32.0% 14.4% 7.2% 5.7% 1.0% 124 50.8% 21.8% 9.7% 8.1% 6.5% 3.2% 

 

年代別にみると、男女ともに年代が上がるほど『そう思う』は概ね高くなる傾向で、70 歳以上で７割以上を占

め、男性の 50.8％が「そう思う」と回答している。一方、男女ともに 10・20 歳代で『そう思わない』の割合は７割

以上となっている。女性の 40 歳代、60 歳代と男性の 50 歳代では、２割以上が「どちらともいえない」と回答し

ている。 
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(n=1,023)

（キ）政治の場では

（ク）経済界では

（ケ）社会全体として

（ア）学校教育の場では

（イ）家庭⽣活の場では

（ウ）職場では

（エ）地域活動の場では

（オ）社会通念や慣習の⾯では

（カ）法律や制度の上では

4.0

10.9

17.6

7.2

20.1

13.2

39.0

37.1

22.9

16.1

39.0

42.0

26.0

46.0

33.0

38.2

42.5

52.5

54.4

27.5

20.0

33.9

15.0

31.6

12.1

8.8

10.5

2.8

4.8

3.7

4.4

2.6

3.1

0.3

0.6

1.3

0.9

2.0

1.3

1.6

0.9

1.6

0.7

0.3

0.9

20.2

14.5

13.7

24.4

13.4

15.3

8.2

9.2

10.8

1.5

1.5

1.7

2.4

2.0

2.2

1.5

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が優遇
されている

どちらかといえば
男性が優遇
されている

平等である どちらかといえば
⼥性が優遇
されている

⼥性が優遇
されている

どちらとも
いえない

無回答

（２）男⼥の地位の平等感 
問２ あなたは、次の（ア）～（ケ）の分野で、男女の地位がどの程度平等になっていると思いますか。

（各項目に○は１つ） 

 

【図2-1 男⼥の地位の平等感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の地位の平等感について、「（ウ）職場では」「（オ）社会通念や慣習の面では」「（キ）政治の場では」

「（ク）経済界では」「（ケ）社会全体として」の分野で『男性優遇』（「男性が優遇されている」「どちらかといえば

男性が優遇されている」の合計）の割合が５割を超えており、「（ク）経済界では」で 79.6％、「（キ）政治の場で

は」で 77.2％、「（ケ）社会全体として」で 75.4％と高くなっている。 
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（ク）経済界では

（ケ）社会全体として

（キ）政治の場では

上段：⼥性(n=613)
下段：男性(n=392)

（エ）地域活動の場では

（オ）社会通念や慣習の⾯では

（カ）法律や制度の上では

（ア）学校教育の場では

（イ）家庭⽣活の場では

（ウ）職場では

5.1

2.6

17.5

13.8

50.6

61.5

2.1

3.8

0.5

1.5

23.2

15.1

1.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性

男性

14.4

5.4

42.3

33.9

22.7

35.7

4.1

5.9

1.1

3.1

14.0

14.8

1.5

1.3

⼥性

男性

21.9

11.0

40.5

45.2

17.5

24.2

3.1

4.8

0.7

2.3

15.0

11.0

1.5

1.5

⼥性

男性

9.8

3.6

27.9

23.7

28.5

42.3

3.4

5.4

1.0

2.6

27.1

20.2

2.3

2.3

⼥性

男性

24.5

13.5

44.2

49.7

12.4

19.1

1.5

3.8

0.5

1.5

15.0

10.7

2.0

1.5

⼥性

男性

17.3

6.6

34.1

31.6

24.3

43.4

2.3

3.8

1.3

2.0

18.4

10.7

2.3

1.8

⼥性

男性

44.0

31.1

38.0

38.5

7.8

19.1

0.0

0.8

0.5

1.0

8.5

7.7

1.1

1.8

⼥性

男性

43.1

27.8

40.3

46.4

5.7

13.8

0.2

1.3

0.3

0.3

9.3

8.9

1.1

1.5

⼥性

男性

27.6

16.1

52.5

52.6

7.0

15.8

0.7

2.3

0.5

1.5

10.8

10.2

1.0

1.5

⼥性

男性

男性が優遇
されている

どちらかといえば
男性が優遇
されている

平等である どちらかといえば
⼥性が優遇
されている

⼥性が優遇
されている

どちらとも
いえない

無回答

【図2-2 性別 男⼥の地位の平等感】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、すべての分野で『男性優遇』の割合は女性の方が高くなっている。特に、「（ク）経済界では」

で 83.4％、「（キ）政治の場では」で 82.0％、「（ケ）社会全体として」で 80.1％と、と女性は８割を超えている。

「（イ）家庭生活の場では」は『男性優遇』が女性で56.7％、男性で39.3％と女性が17.4ポイント高くなっている。

一方、すべての分野で「平等である」の割合は男性の方が高くなっており、「（カ）法律や制度の上では」は男

性で 43.4％、女性で 24.3％と男性が 19.1 ポイント高くなっている。  
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【表2-1 年代別 男⼥の地位の平等感 − （ア）学校教育の場では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  4.0% 16.1% 54.4% 2.8% 0.9% 20.2% 1.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  0.9% 10.3% 62.1% 5.2% - 20.7% 0.9% 
30 歳代 68  - 7.4% 63.2% - - 26.5% 2.9% 
40 歳代 110  3.6% 13.6% 53.6% 2.7% 0.9% 24.5% 0.9% 
50 歳代 94  8.5% 22.3% 47.9% 2.1% 1.1% 17.0% 1.1% 
60 歳代 93  4.3% 17.2% 48.4% 1.1% - 29.0% - 
70 歳以上 194  7.2% 21.6% 45.4% 2.1% 0.5% 21.6% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 13.4% 62.7% 6.0% 6.0% 10.4% 1.5% 
30 歳代 35  5.7% 14.3% 65.7% - - 14.3% - 
40 歳代 56  1.8% 10.7% 60.7% 3.6% 1.8% 21.4% - 
50 歳代 83  1.2% 12.0% 60.2% 7.2% - 18.1% 1.2% 
60 歳代 55  3.6% 14.5% 63.6% 3.6% 3.6% 10.9% - 
70 歳以上 124  3.2% 16.1% 60.5% 2.4% 0.8% 12.9% 4.0% 

 

年代別にみると、女性の 30 歳代以下と男性のすべての年齢層で「平等である」がいずれも６割台と高く、女

性の 50 歳代と 70 歳以上で『男性優遇』が約３割と他の年齢層に比べて高くなっている。 

 

 

【表2-2 年代別 男⼥の地位の平等感 − （イ）家庭⽣活の場では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  10.9% 39.0% 27.5% 4.8% 2.0% 14.5% 1.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  6.0% 37.1% 36.2% 4.3% 1.7% 13.8% 0.9% 
30 歳代 68  17.6% 33.8% 19.1% 5.9% 2.9% 19.1% 1.5% 
40 歳代 110  16.4% 40.9% 21.8% 3.6% - 17.3% - 
50 歳代 94  19.1% 43.6% 19.1% 4.3% - 11.7% 2.1% 
60 歳代 93  10.8% 43.0% 21.5% 3.2% 1.1% 20.4% - 
70 歳以上 194  13.9% 45.9% 24.2% 3.1% 1.5% 8.2% 3.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  3.0% 23.9% 34.3% 14.9% 4.5% 19.4% - 
30 歳代 35  5.7% 25.7% 37.1% 2.9% 5.7% 22.9% - 
40 歳代 56  3.6% 23.2% 41.1% 10.7% 1.8% 19.6% - 
50 歳代 83  3.6% 32.5% 36.1% 4.8% 3.6% 18.1% 1.2% 
60 歳代 55  5.5% 36.4% 40.0% 1.8% 5.5% 10.9% - 
70 歳以上 124  6.5% 40.3% 33.9% 4.0% 1.6% 10.5% 3.2% 

 

年代別にみると、女性では 10・20 歳代で「平等である」が 36.2％と比較的高くなっているが、30 歳代以上は

いずれも『男性優遇』が５割以上を占めており、50 歳代で 62.7％と高くなっている。男性の 10・20 歳代では、

『女性優遇』が 19.4％で、他の年代に比べて高い。 
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【表2-3 年代別 男⼥の地位の平等感 − （ウ）職場では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  17.6% 42.0% 20.0% 3.7% 1.3% 13.7% 1.7% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  17.2% 32.8% 26.7% 6.0% 0.9% 15.5% 0.9% 
30 歳代 68  16.2% 39.7% 22.1% 2.9% - 17.6% 1.5% 
40 歳代 110  17.3% 41.8% 17.3% 6.4% 1.8% 15.5% - 
50 歳代 94  25.5% 36.2% 22.3% 1.1% - 12.8% 2.1% 
60 歳代 93  26.9% 46.2% 12.9% 1.1% 1.1% 11.8% - 
70 歳以上 194  23.7% 38.7% 14.9% 2.6% 0.5% 16.5% 3.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  9.0% 43.3% 29.9% - 1.5% 16.4% - 
30 歳代 35  25.7% 40.0% 11.4% 5.7% - 17.1% - 
40 歳代 56  8.9% 33.9% 30.4% 8.9% 5.4% 12.5% - 
50 歳代 83  7.2% 42.2% 22.9% 9.6% 2.4% 14.5% 1.2% 
60 歳代 55  5.5% 43.6% 32.7% 3.6% 5.5% 9.1% - 
70 歳以上 124  12.9% 53.2% 21.8% 1.6% - 6.5% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 60 歳代で『男性優遇』が 73.1％と高く、男性では 30 歳代と 70 歳以上で『男性

優遇』がそれぞれ 65.7％、66.1％と高くなっている。 

 

 

【表2-4 年代別 男⼥の地位の平等感 − （エ）地域活動の場では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  7.2% 26.0% 33.9% 4.4% 1.6% 24.4% 2.4% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  6.9% 14.7% 35.3% 5.2% - 36.2% 1.7% 
30 歳代 68  7.4% 16.2% 35.3% 2.9% - 36.8% 1.5% 
40 歳代 110  11.8% 29.1% 25.5% 3.6% - 30.0% - 
50 歳代 94  13.8% 34.0% 23.4% 3.2% 1.1% 22.3% 2.1% 
60 歳代 93  11.8% 30.1% 23.7% 4.3% 2.2% 28.0% - 
70 歳以上 194  7.7% 30.4% 30.4% 3.1% 1.5% 21.6% 5.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 16.4% 49.3% 6.0% 1.5% 25.4% 1.5% 
30 歳代 35  8.6% 20.0% 34.3% 2.9% 5.7% 28.6% - 
40 歳代 56  1.8% 19.6% 33.9% 12.5% 1.8% 28.6% 1.8% 
50 歳代 83  2.4% 24.1% 38.6% 4.8% 2.4% 25.3% 2.4% 
60 歳代 55  5.5% 25.5% 47.3% 1.8% 7.3% 12.7% - 
70 歳以上 124  4.0% 26.6% 49.2% 4.8% - 11.3% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 30 歳代以下で「どちらともいえない」と「平等である」の割合がほぼ同率で高くな

っている。男性では 10・20 歳代と 60 歳代以上で「平等である」が５割近くとなっている。 
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【表2-5 年代別 男⼥の地位の平等感 − （オ）社会通念や慣習の⾯では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  20.1% 46.0% 15.0% 2.6% 0.9% 13.4% 2.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  21.6% 37.1% 16.4% 3.4% - 20.7% 0.9% 
30 歳代 68  22.1% 32.4% 19.1% 2.9% - 22.1% 1.5% 
40 歳代 110  21.8% 46.4% 7.3% - 0.9% 23.6% - 
50 歳代 94  33.0% 45.7% 6.4% 4.3% - 9.6% 1.1% 
60 歳代 93  33.3% 43.0% 10.8% - 1.1% 9.7% 2.2% 
70 歳以上 194  19.1% 45.9% 16.5% 1.0% 0.5% 12.9% 4.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  13.4% 35.8% 26.9% 7.5% 1.5% 14.9% - 
30 歳代 35  20.0% 51.4% 11.4% 2.9% - 14.3% - 
40 歳代 56  8.9% 50.0% 12.5% 12.5% 3.6% 12.5% - 
50 歳代 83  12.0% 54.2% 16.9% 3.6% 1.2% 10.8% 1.2% 
60 歳代 55  14.5% 45.5% 23.6% 5.5% 3.6% 7.3% - 
70 歳以上 124  14.5% 50.0% 22.6% - - 8.9% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 50 歳代と 60 歳代で「男性が優遇されている」が３割以上と高くなっている。30 歳

代では『男性優遇』が女性で 54.5％、男性で 71.4％と男性の方が高く意識の違いがみられる。 

 

 

【表2-6 年代別 男⼥の地位の平等感 − （カ）法律や制度の上では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  13.2% 33.0% 31.6% 3.1% 1.6% 15.3% 2.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  8.6% 30.2% 24.1% 6.9% 0.9% 26.7% 2.6% 
30 歳代 68  11.8% 29.4% 23.5% 2.9% 2.9% 27.9% 1.5% 
40 歳代 110  16.4% 33.6% 18.2% 2.7% - 29.1% - 
50 歳代 94  21.3% 42.6% 12.8% 2.1% - 20.2% 1.1% 
60 歳代 93  24.7% 31.2% 26.9% 2.2% 3.2% 11.8% - 
70 歳以上 194  14.9% 34.5% 31.4% 1.0% 1.0% 11.3% 5.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  3.0% 23.9% 37.3% 10.4% 1.5% 23.9% - 
30 歳代 35  8.6% 28.6% 34.3% 8.6% 5.7% 14.3% - 
40 歳代 56  3.6% 32.1% 46.4% 3.6% 3.6% 8.9% 1.8% 
50 歳代 83  2.4% 36.1% 43.4% 2.4% - 14.5% 1.2% 
60 歳代 55  7.3% 40.0% 43.6% 3.6% 3.6% 1.8% - 
70 歳以上 124  10.5% 27.4% 47.6% 0.8% 0.8% 8.9% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 50 歳代で『男性優遇』が高く６割を超えており、同年代の男性より 25.4 ポイント

高くなっている。 
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【表2-7 年代別 男⼥の地位の平等感 − （キ）政治の場では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  39.0% 38.2% 12.1% 0.3% 0.7% 8.2% 1.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  44.8% 36.2% 6.9% 0.9% - 10.3% 0.9% 
30 歳代 68  48.5% 27.9% 10.3% - - 11.8% 1.5% 
40 歳代 110  43.6% 40.9% 3.6% - - 11.8% - 
50 歳代 94  47.9% 42.6% 1.1% - - 7.4% 1.1% 
60 歳代 93  61.3% 28.0% 5.4% - 1.1% 4.3% - 
70 歳以上 194  32.0% 42.3% 13.9% - 1.0% 8.2% 2.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  34.3% 37.3% 17.9% 3.0% - 7.5% - 
30 歳代 35  45.7% 37.1% 8.6% 2.9% - 5.7% - 
40 歳代 56  30.4% 39.3% 17.9% 1.8% - 10.7% - 
50 歳代 83  34.9% 36.1% 15.7% - 1.2% 10.8% 1.2% 
60 歳代 55  23.6% 40.0% 30.9% - 3.6% 1.8% - 
70 歳以上 124  25.8% 39.5% 21.0% - 0.8% 8.1% 4.8% 

 

年代別にみると、女性の 60 歳代で「男性が優遇されている」が高く６割を超えている。一方、男性の 60 歳代

では「平等である」が約３割で他の年齢層に比べて高くなっている。 

 

 

【表2-8 年代別 男⼥の地位の平等感 − （ク）経済界では】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  37.1% 42.5% 8.8% 0.6% 0.3% 9.2% 1.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  33.6% 39.7% 6.9% 0.9% - 17.2% 1.7% 
30 歳代 68  47.1% 29.4% 10.3% - - 11.8% 1.5% 
40 歳代 110  46.4% 40.9% 3.6% - - 9.1% - 
50 歳代 94  45.7% 44.7% - - - 8.5% 1.1% 
60 歳代 93  57.0% 31.2% 4.3% - 1.1% 6.5% - 
70 歳以上 194  34.0% 46.4% 8.2% 0.5% 0.5% 8.2% 2.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  19.4% 47.8% 19.4% 1.5% - 11.9% - 
30 歳代 35  37.1% 28.6% 11.4% 2.9% - 20.0% - 
40 歳代 56  26.8% 46.4% 14.3% 1.8% - 10.7% - 
50 歳代 83  30.1% 44.6% 13.3% 1.2% - 9.6% 1.2% 
60 歳代 55  14.5% 56.4% 18.2% 1.8% 1.8% 7.3% - 
70 歳以上 124  32.3% 44.4% 12.9% - - 6.5% 4.0% 

 

年代別にみると、女性の 60 歳代で「男性が優遇されている」が高く５割を超えている。男性では『男性優遇』

の割合は年代による大きな違いはみられない。 
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【表2-9 年代別 男⼥の地位の平等感 − （ケ）社会全体として】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

⼥
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い 無
回
答 

全体 1,023  22.9% 52.5% 10.5% 1.3% 0.9% 10.8% 1.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  20.7% 46.6% 8.6% 0.9% - 21.6% 1.7% 
30 歳代 68  26.5% 54.4% 5.9% 1.5% - 10.3% 1.5% 
40 歳代 110  29.1% 54.5% 3.6% - - 12.7% - 
50 歳代 94  38.3% 46.8% 4.3% 1.1% - 8.5% 1.1% 
60 歳代 93  40.9% 41.9% 8.6% 1.1% 1.1% 6.5% - 
70 歳以上 194  18.0% 59.3% 9.3% 0.5% 1.0% 10.3% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  10.4% 43.3% 23.9% 7.5% - 14.9% - 
30 歳代 35  20.0% 54.3% 11.4% 2.9% 2.9% 8.6% - 
40 歳代 56  14.3% 42.9% 21.4% 7.1% 5.4% 8.9% - 
50 歳代 83  13.3% 57.8% 9.6% 1.2% 1.2% 15.7% 1.2% 
60 歳代 55  10.9% 65.5% 16.4% 1.8% 1.8% 3.6% - 
70 歳以上 124  21.0% 50.0% 15.3% - - 9.7% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 30～60 歳代で『男性優遇』はいずれも８割台となっている。10・20 歳代では「ど

ちらともいえない」が 21.6％と他の年齢層と比べて高くなっている。男性の 10・20 歳代と 40 歳代で「平等であ

る」が２割台と高くなっている。 

  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

25 

（カ）掃除

（キ）⽼親や病⾝者の
   介護や看護

（ク）⼦どもの教育としつけ

（ケ）育児（乳幼児の世話）

（コ）⾃治会、町内会など
   地域活動への参加

（オ）洗濯

(n=1,023)

（ア）⽣活費をかせぐ

（イ）⽇々の家計の管理をする

（ウ）⽇常の買い物

（エ）⾷事のしたく、後⽚づけ
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0.0
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0.3

0.2

0.2

0.3

0.2
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28.3
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16.8

45.6

11.3

0.0

10.2
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10.8

5.7

3.8

9.4

4.3
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1.7

1.7

1.7

1.9
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2.1

2.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも男性 主に男性で
⼥性が補助

男⼥が同じ程度 主に⼥性で
男性が補助

いつも⼥性 無回答

（３）家庭における性別による役割分担の意識 
問３ 男女の夫婦・カップルの家庭における様々な役割について、お聞きします。あなたはそれぞれの

役割について男女のどちらが担うのがよいと思いますか。（各項目に○は１つ） 

 

【図3-1 家庭における性別による役割分担の意識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭における性別による役割分担の意識について、「男女が同じ程度」の割合は、「（ア）生活費をかせぐ」

と「（ケ）育児（乳幼児の世話）」以外の項目で最も高くなっており、「（キ）老親や病身者の介護や看護」と「（ク）

子どもの教育としつけ」で７割台と高くなっている。『いつも男性』（「いつも男性」「主に男性で女性が補助」の

合計）の割合は、「（ア）生活費をかせぐ」（60.7％）と「（コ）自治会、町内会など地域活動への参加」（17.1％）

以外はいずれも５％以下である。『いつも女性』（「いつも女性」「主に女性で男性が補助」の合計）の割合が高

いのは、「（ウ）日常の買い物」と「（ケ）育児（乳幼児の世話）」でいずれも５割を超えている。 

 

性別にみると、「（イ）日々の家計の管理をする」「（ク）子どもの教育としつけ」「（ケ）育児（乳幼児の世話）」

「（コ）自治会、町内会など地域活動への参加」では、「男女が同じ程度」が 5 ポイント以上、女性の方が高くな

っている。「（ウ）日常の買い物」は『いつも女性』が女性で 56.9％、男性で 46.4％と女性が 10.5 ポイント高くな

っている。 
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【表3-1 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （ア）⽣活費をかせぐ】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  5.0% 55.7% 37.4% - - 1.9% 
性
別 

⼥性 613  4.6% 56.8% 37.2% - - 1.5% 
男性 392  5.4% 54.8% 37.5% - - 2.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 43.1% 56.0% - - 0.9% 
30 歳代 68  5.9% 57.4% 35.3% - - 1.5% 
40 歳代 110  0.9% 44.5% 53.6% - - 0.9% 
50 歳代 94  3.2% 46.8% 46.8% - - 3.2% 
60 歳代 93  3.2% 53.8% 41.9% - - 1.1% 
70 歳以上 194  8.8% 73.2% 16.5% - - 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  1.5% 43.3% 55.2% - - - 
30 歳代 35  5.7% 28.6% 65.7% - - - 
40 歳代 56  - 55.4% 44.6% - - - 
50 歳代 83  2.4% 63.9% 31.3% - - 2.4% 
60 歳代 55  7.3% 47.3% 41.8% - - 3.6% 
70 歳以上 124  9.7% 63.7% 22.6% - - 4.0% 

 

年代別にみると、男女ともに 70 歳以上で『いつも男性』が７割以上と高くなっている。女性の 30 歳代では

「男女が同じ程度」が 35.3％と同年代の男性より 30.4 ポイント低くなっている。 

 

 

【表3-2 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （イ）⽇々の家計の管理をする】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.3% 4.0% 50.5% 32.7% 10.2% 2.2% 
性
別 

⼥性 613  0.3% 3.6% 52.7% 32.0% 9.5% 2.0% 
男性 392  0.3% 4.3% 47.7% 34.7% 10.7% 2.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 1.7% 61.2% 30.2% 6.0% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% 1.5% 58.8% 32.4% 4.4% 1.5% 
40 歳代 110  - 3.6% 61.8% 29.1% 4.5% 0.9% 
50 歳代 94  1.1% 1.1% 62.8% 26.6% 5.3% 3.2% 
60 歳代 93  - 3.2% 51.6% 38.7% 6.5% - 
70 歳以上 194  - 5.7% 37.1% 35.1% 18.6% 3.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 73.1% 25.4% 1.5% - 
30 歳代 35  - 5.7% 54.3% 34.3% 5.7% - 
40 歳代 56  - 3.6% 62.5% 30.4% 3.6% - 
50 歳代 83  - 3.6% 49.4% 37.3% 7.2% 2.4% 
60 歳代 55  - 5.5% 50.9% 29.1% 10.9% 3.6% 
70 歳以上 124  0.8% 5.6% 29.0% 41.9% 18.5% 4.0% 

 

年代別にみると、男性の 10・20 歳代で「男女が同じ程度」が 73.1％と高くなっている。一方、男女ともに 70

歳以上では「男女が同じ程度」が低く、『いつも女性』が女性で 53.7％、男性で 60.4％と高くなっている。 
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【表3-3 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （ウ）⽇常の買い物】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  - 0.9% 44.7% 42.6% 10.2% 1.7% 
性
別 

⼥性 613  - 0.5% 41.4% 44.7% 12.2% 1.1% 
男性 392  - 1.5% 49.7% 39.8% 6.6% 2.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 2.6% 65.5% 28.4% 2.6% 0.9% 
30 歳代 68  - 1.5% 55.9% 35.3% 5.9% 1.5% 
40 歳代 110  - - 53.6% 40.9% 4.5% 0.9% 
50 歳代 94  - - 51.1% 41.5% 5.3% 2.1% 
60 歳代 93  - - 40.9% 52.7% 6.5% - 
70 歳以上 194  - 0.5% 19.6% 51.0% 27.3% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 73.1% 22.4% 4.5% - 
30 歳代 35  - 5.7% 65.7% 22.9% 5.7% - 
40 歳代 56  - - 67.9% 28.6% 3.6% - 
50 歳代 83  - 1.2% 42.2% 49.4% 4.8% 2.4% 
60 歳代 55  - 1.8% 61.8% 25.5% 7.3% 3.6% 
70 歳以上 124  - 1.6% 29.8% 54.0% 10.5% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では年代が下がるほど「男女が同じ程度」が高くなり、10・20 歳代で６割台となってい

る。男性では 50 歳代と 70 歳以上で『いつも女性』がそれぞれ 54.2％、64.5％と高くなっている。 

 

【表3-4 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （エ）⾷事のしたく、後⽚づけ】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.1% 1.0% 50.1% 36.5% 10.7% 1.7% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 0.5% 50.4% 35.6% 12.2% 1.1% 
男性 392  - 1.3% 50.0% 38.5% 7.9% 2.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 0.9% 75.9% 20.7% 1.7% 0.9% 
30 歳代 68  - 1.5% 61.8% 30.9% 4.4% 1.5% 
40 歳代 110  - - 67.3% 28.2% 3.6% 0.9% 
50 歳代 94  - - 62.8% 30.9% 4.3% 2.1% 
60 歳代 93  - - 50.5% 39.8% 9.7% - 
70 歳以上 194  0.5% 0.5% 23.7% 45.9% 27.8% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 1.5% 76.1% 19.4% 3.0% - 
30 歳代 35  - - 71.4% 22.9% 5.7% - 
40 歳代 56  - 1.8% 62.5% 30.4% 5.4% - 
50 歳代 83  - - 45.8% 42.2% 9.6% 2.4% 
60 歳代 55  - 1.8% 52.7% 34.5% 7.3% 3.6% 
70 歳以上 124  - 1.6% 29.8% 54.0% 10.5% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では『いつも女性』が 70 歳代で 73.7％と高くなっている。女性の 10・20 歳代と男性の

30 歳代以下では「男女が同じ程度」が７割以上と高くなっている。 
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【表3-5 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （オ）洗濯】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.3% 1.0% 49.8% 32.5% 14.9% 1.7% 
性
別 

⼥性 613  0.3% 1.0% 49.6% 31.5% 16.5% 1.1% 
男性 392  0.3% 0.8% 50.5% 34.4% 11.7% 2.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 1.7% 75.9% 16.4% 5.2% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% - 73.5% 20.6% 2.9% 1.5% 
40 歳代 110  - 1.8% 64.5% 28.2% 4.5% 0.9% 
50 歳代 94  - - 57.4% 33.0% 7.4% 2.1% 
60 歳代 93  - 1.1% 52.7% 30.1% 16.1% - 
70 歳以上 194  0.5% 1.0% 20.1% 41.8% 35.1% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 82.1% 14.9% 3.0% - 
30 歳代 35  - 5.7% 74.3% 17.1% 2.9% - 
40 歳代 56  - - 66.1% 26.8% 7.1% - 
50 歳代 83  - - 48.2% 39.8% 9.6% 2.4% 
60 歳代 55  - 1.8% 47.3% 38.2% 9.1% 3.6% 
70 歳以上 124  0.8% - 29.0% 45.2% 21.0% 4.0% 

 

年代別にみると、男女ともに年代が下がるほど「男女が同じ程度」が高くなり、男性の 10・20 歳代で 82.1％と

なっている。一方、男女ともに 70 歳以上は『いつも女性』が女性で 76.9％、男性で 66.2％となっており、女性

は「いつも女性」が 35.1％と高くなっている。 

 

【表3-6 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （カ）掃除】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 1.8% 57.2% 28.3% 10.8% 1.9% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 1.3% 58.1% 27.1% 12.2% 1.1% 
男性 392  0.3% 1.8% 56.6% 30.1% 8.4% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 2.6% 80.2% 12.1% 4.3% 0.9% 
30 歳代 68  - - 77.9% 16.2% 4.4% 1.5% 
40 歳代 110  - 0.9% 71.8% 21.8% 4.5% 0.9% 
50 歳代 94  - - 68.1% 24.5% 5.3% 2.1% 
60 歳代 93  - 1.1% 60.2% 31.2% 7.5% - 
70 歳以上 194  0.5% 1.5% 32.5% 37.6% 26.3% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 1.5% 86.6% 10.4% 1.5% - 
30 歳代 35  - 5.7% 77.1% 14.3% 2.9% - 
40 歳代 56  - 3.6% 73.2% 17.9% 5.4% - 
50 歳代 83  - 1.2% 60.2% 26.5% 9.6% 2.4% 
60 歳代 55  - 1.8% 54.5% 32.7% 5.5% 5.5% 
70 歳以上 124  0.8% 0.8% 32.3% 47.6% 13.7% 4.8% 

 

年代別にみると、男女ともに年代が下がるほど「男女が同じ程度」が高くなり、男女の 10・20 歳代は８割を超

えている。一方、男女ともに 70 歳以上は『いつも女性』が女性で 63.9％、男性で 61.3％と高くなっている。 
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【表3-7 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （キ）⽼親や病⾝者の介護や看護】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 1.9% 71.4% 18.3% 5.7% 2.6% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 1.3% 72.6% 16.8% 6.9% 2.3% 
男性 392  0.3% 2.3% 69.9% 20.9% 3.8% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 1.7% 84.5% 11.2% 1.7% 0.9% 
30 歳代 68  - - 86.8% 8.8% 2.9% 1.5% 
40 歳代 110  - 0.9% 85.5% 10.9% 1.8% 0.9% 
50 歳代 94  - 1.1% 83.0% 11.7% 2.1% 2.1% 
60 歳代 93  - 3.2% 76.3% 12.9% 5.4% 2.2% 
70 歳以上 194  0.5% 1.0% 51.0% 27.8% 15.5% 4.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 3.0% 86.6% 4.5% 6.0% - 
30 歳代 35  - 5.7% 74.3% 17.1% 2.9% - 
40 歳代 56  - 1.8% 83.9% 12.5% - 1.8% 
50 歳代 83  - 3.6% 63.9% 24.1% 4.8% 3.6% 
60 歳代 55  - 1.8% 69.1% 21.8% 3.6% 3.6% 
70 歳以上 124  0.8% 1.6% 58.9% 29.0% 5.6% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 60 歳代以下は「男女が同じ程度」が 75％以上となっているが、70 歳以上では

「男女が同じ程度」が５割程度で、『いつも女性』が 43.3％となっている。男性では 40 歳代以下は「男女が同じ

程度」が７～８割台となっているが、50 歳代以上は５～６割台で、50 歳代は同年代の女性と比べ 19.1 ポイント

低くなっている。 

 

【表3-8 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （ク）⼦どもの教育としつけ】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.3% 1.6% 75.5% 16.8% 3.8% 2.1% 
性
別 

⼥性 613  0.5% 1.0% 78.3% 13.9% 4.7% 1.6% 
男性 392  - 2.0% 71.7% 21.4% 2.3% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 0.9% 82.8% 12.9% 2.6% 0.9% 
30 歳代 68  - 1.5% 82.4% 11.8% 1.5% 2.9% 
40 歳代 110  - - 89.1% 8.2% 0.9% 1.8% 
50 歳代 94  - - 86.2% 9.6% 2.1% 2.1% 
60 歳代 93  - 1.1% 80.6% 12.9% 5.4% - 
70 歳以上 194  1.5% 1.5% 64.9% 20.1% 9.8% 2.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 88.1% 11.9% - - 
30 歳代 35  - 2.9% 77.1% 20.0% - - 
40 歳代 56  - 1.8% 73.2% 25.0% - - 
50 歳代 83  - - 67.5% 24.1% 4.8% 3.6% 
60 歳代 55  - 1.8% 80.0% 14.5% - 3.6% 
70 歳以上 124  - 4.0% 62.1% 25.8% 4.0% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では 60 歳代以下は「男女が同じ程度」が８割を超えている。男性では 10・20 歳代と

60歳代で「男女が同じ程度」が高く８割を超えている。男性の50歳代では「男女が同じ程度」は同年代の女性

と比べ 18.7 ポイント低くなっている。  
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【表3-9 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （ケ）育児（乳幼児の世話）】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 0.7% 41.9% 45.6% 9.4% 2.2% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 0.7% 44.9% 41.9% 10.8% 1.6% 
男性 392  0.3% 0.3% 37.8% 51.5% 7.1% 3.1% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 1.7% 65.5% 27.6% 4.3% 0.9% 
30 歳代 68  - - 57.4% 38.2% 2.9% 1.5% 
40 歳代 110  - - 57.3% 38.2% 3.6% 0.9% 
50 歳代 94  - 1.1% 48.9% 43.6% 4.3% 2.1% 
60 歳代 93  - - 45.2% 45.2% 9.7% - 
70 歳以上 194  0.5% 0.5% 26.3% 46.4% 23.2% 3.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 67.2% 29.9% 3.0% - 
30 歳代 35  - - 54.3% 40.0% 2.9% 2.9% 
40 歳代 56  - - 42.9% 51.8% 5.4% - 
50 歳代 83  - - 37.3% 53.0% 4.8% 4.8% 
60 歳代 55  - 1.8% 38.2% 50.9% 5.5% 3.6% 
70 歳以上 124  0.8% - 21.8% 61.3% 12.1% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では「男女が同じ程度」は年代が下がるほど高くなっており、10・20 歳代で 65.5％と

なっている。男性でも 30 歳代以下では「男女が同じ程度」が５割を超えているが、40 歳代以上では『いつも女

性』が５割以上を占めており、中でも 40 歳代と 50 歳代は同年代の女性と比べて差が大きい。 

 

 

【表3-10 性別、年代別 家庭における性別による役割分担の意識 − （コ）⾃治会、町内会など地域活動への参加】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

い
つ
も
男
性 

主
に
男
性
で 

⼥
性
が
補
助 

男
⼥
が
同
じ
程
度 

主
に
⼥
性
で 

男
性
が
補
助 

い
つ
も
⼥
性 

無
回
答 

全体 1,023  1.7% 15.4% 65.5% 11.3% 4.3% 1.8% 
性
別 

⼥性 613  1.1% 14.4% 68.2% 9.8% 5.4% 1.1% 
男性 392  2.6% 17.1% 62.0% 13.0% 2.8% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 6.9% 79.3% 11.2% 1.7% 0.9% 
30 歳代 68  - 10.3% 77.9% 7.4% 2.9% 1.5% 
40 歳代 110  1.8% 10.9% 76.4% 7.3% 2.7% 0.9% 
50 歳代 94  - 13.8% 76.6% 6.4% 2.1% 1.1% 
60 歳代 93  - 16.1% 66.7% 8.6% 7.5% 1.1% 
70 歳以上 194  2.6% 19.1% 52.6% 14.4% 9.8% 1.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 11.9% 80.6% 6.0% 1.5% - 
30 歳代 35  2.9% 20.0% 68.6% 2.9% 2.9% 2.9% 
40 歳代 56  3.6% 16.1% 67.9% 12.5% - - 
50 歳代 83  1.2% 15.7% 54.2% 22.9% 3.6% 2.4% 
60 歳代 55  1.8% 12.7% 72.7% 7.3% 1.8% 3.6% 
70 歳以上 124  4.0% 21.0% 51.6% 14.5% 4.8% 4.0% 

 

年代別にみると、女性では年代が上がるほど『いつも男性』が高くなっているが、『いつも男性』と『いつも女

性』の割合はいずれの年齢層も差は小さくなっている。男性では 50 歳代で『いつも女性』が高く 26.5％となっ

ている。 
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5.5

12.5

33.3

37.5

56.8

46.2

0.3

0.3

1.6

2.8

2.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性(n=613)

男性(n=392)

⼥の⼦は⼥らしく、男の⼦は男らしく育てたほうがよい
ある程度は⼥の⼦は⼥らしく、男の⼦は男らしく育てたほうがよい
⼥の⼦も男の⼦も、こだわりなく育てたほうがよい
その他
わからない
無回答

⼥の⼦は⼥らしく、
男の⼦は男らしく
育てたほうがよい

8.1%

ある程度は
⼥の⼦は⼥らしく、
男の⼦は男らしく
育てたほうがよい

34.5%

⼥の⼦も男の⼦も、
こだわりなく

育てたほうがよい
52.9%

その他
0.3%

わからない
2.2%

無回答
2.0%

(n=1,023)

３．子育てや教育について 

（１）希望する⼦どもの育て⽅ 
問４ あなたは、子どもをどのように育てたほうがよいと思いますか。子どもがいない方も、仮にいた

と想定してお答えください。（○は１つ） 

 

【図4-1 希望する⼦どもの育て⽅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図4-2 性別 希望する⼦どもの育て⽅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する子どもの育て方は、「女の子も男の子も、こだわりなく育てたほうがよい」が 52.9％で最も高く、次い

で「ある程度は女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」が 34.5％、「女の子は女らしく、男の子

は男らしく育てたほうがよい」が 8.1％となっている。 

性別にみると、女性では「女の子も男の子も、こだわりなく育てたほうがよい」が 56.8％と半数を超えており、

男性より 10.6 ポイント高くなっている。「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」と「ある程度は

女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」を合わせると、女性で 38.8％、男性で 50.0％と、男性

の方が「ある程度は」も含め、女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよいという回答が高くなってい

る。  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

32 

5.5

14.0 

12.5

29.2 

33.3

49.9 

37.5

45.6 

56.8

33.5 

46.2

21.8 

0.3

1.8 

0.3

1.0 

1.6

0.0 

2.8

1.3 

2.4

0.7 

0.8

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度(n=613)

平成22年度(n=549)

令和3年度(n=392)

平成22年度(n=390)

⼥の⼦は⼥らしく、男の⼦は男らしく育てたほうがよい
ある程度は⼥の⼦は⼥らしく、男の⼦は男らしく育てたほうがよい
⼥の⼦も男の⼦も、こだわりなく育てたほうがよい
その他
わからない
無回答

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

【表4-1 年代別 希望する⼦どもの育て⽅】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⼥
の
⼦
は
⼥
ら
し
く
︑男
の

⼦
は
男
ら
し
く
育
て
た
ほ

う
が
よ
い 

あ
る
程
度
は
⼥
の
⼦
は
⼥

ら
し
く
︑男
の
⼦
は
男
ら
し

く
育
て
た
ほ
う
が
よ
い 

⼥
の
⼦
も
男
の
⼦
も
︑こ
だ

わ
り
な
く
育
て
た
ほ
う
が

よ
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  8.1% 34.5% 52.9% 0.3% 2.2% 2.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  0.9% 27.6% 67.2% 1.7% 2.6% - 
30 歳代 68  1.5% 41.2% 57.4% - - - 
40 歳代 110  0.9% 32.7% 60.9% - 3.6% 1.8% 
50 歳代 94  4.3% 26.6% 64.9% 1.1% - 3.2% 
60 歳代 93  8.6% 24.7% 62.4% - 2.2% 2.2% 
70 歳以上 194  10.3% 39.2% 45.4% - 1.0% 4.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  6.0% 28.4% 62.7% - 3.0% - 
30 歳代 35  8.6% 37.1% 48.6% 2.9% 2.9% - 
40 歳代 56  7.1% 50.0% 39.3% - 3.6% - 
50 歳代 83  20.5% 37.3% 37.3% - 4.8% - 
60 歳代 55  9.1% 36.4% 49.1% - - 5.5% 
70 歳以上 124  13.7% 34.7% 49.2% - 2.4% - 

 
年代別にみると、女性では 60 歳代以下は「女の子も男の子も、こだわりなく育てたほうがよい」が過半数を

占めている。男性では 40 歳代と 50 歳代で「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」と「ある程

度は女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」を合わせた割合が高く５割を超えており、同年代

の女性と比べて違いが目立つ。 

 
【図4-3 経年⽐較 希望する⼦どもの育て⽅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年比較をみると、男女ともに「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」と「ある程度は女の

子は女らしく、男の子は男らしく育てたほうがよい」を合わせた割合は低くなっており、女性で 25.1 ポイント、男

性で 24.8 ポイントの減少となっている。「女の子も男の子も、こだわりなく育てたほうがよい」は、女性で 23.3 ポ

イント、男性で 24.4 ポイントの増加となっている。  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

33 

75.3

17.7

7.7

0.5

23.4

20.0

20.0

9.6

7.7

7.5

0.4

2.5

0.6

2.0

42.3

13.8

18.3

1.6

15.2

29.1

9.6

16.1

7.6

22.2

1.7

16.5

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

思いやりのある⼈

素直な⼈

責任感の強い⼈

社会的地位のある⼈

⾝の回りのことは⾃分でできる⼈

家庭を⼤切にする⼈

協調性のある⼈

⾃分の思ったことをやり遂げる⼈

社会に貢献する⼈

判断⼒のある⼈

指導⼒のある⼈

経済⼒のある⼈

その他

無回答

⼥の⼦(n=1,023、
回答総数=1,974(193.0%))

男の⼦(n=1,023、
回答総数=1,990(194.5%))

（２）⼦どもの将来像 
問５ あなたは、子どもが将来どのような人に育ってほしいと思いますか。下記の項目から女の子、男

の子それぞれの場合について、特にあてはまる選択肢番号を２つ以内で記入してください。子

どもがいない方も、仮にいたと想定してお答えください。 

 

【図5-1 ⼦どもの将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの将来像について、女の子は、「思いやりのある人」が 75.3％で最も高く、次いで「身の回りのことは

自分でできる人」が 23.4％、「家庭を大切にする人」と「協調性のある人」がともに 20.0％、「素直な人」が

17.7％となっている。男の子は、「思いやりのある人」が 42.3％で最も高く、次いで「家庭を大切にする人」が

29.1％、「判断力のある人」が 22.2％、「責任感の強い人」が 18.3％、「経済力のある人」が 16.5％、「自分の思

ったことをやり遂げる人」が 16.1％、「身の回りのことは自分でできる人」が 15.2％、「素直な人」が 13.8％となっ

ている。女の子に対しては「思いやりのある人」が突出して高いが、男の子に対する希望は分散している。 
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77.8

15.7

9.3

0.5

26.3

15.2

19.6

9.8

7.3

8.3

0.3

2.9

0.5

2.0

71.9

21.2

5.4

0.3

17.9

28.1

20.9

9.7

8.2

6.4

0.5

1.8

0.5

1.8

0%20%40%60%80%100%

⼥性(n=  613、
回答総数=1,186(193.5%))

男性(n=  392、
回答総数=  755(192.6%))

思いやりのある⼈

素直な⼈

責任感の強い⼈

社会的地位のある⼈

⾝の回りのことは⾃分でできる⼈

家庭を⼤切にする⼈

協調性のある⼈

⾃分の思ったことをやり遂げる⼈

社会に貢献する⼈

判断⼒のある⼈

指導⼒のある⼈

経済⼒のある⼈

その他

無回答

《⼥の⼦》

43.7

11.3

16.8

1.1

18.3

30.3

8.5

17.1

5.2

23.2

1.3

17.5

0.5

1.5

41.1

17.6

20.9

2.3

9.7

27.6

11.2

14.5

11.2

20.9

2.0

15.1

0.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性(n=  613、
回答総数=1,194(194.8%))

男性(n=  392、
回答総数=  763(194.6%))

《男の⼦》

 

【図5-2 性別 ⼦どもの将来像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、女の子は、男女ともに「思いやりのある人」が最も高く、女性で 77.8％、男性で 71.9％となっ

ている。次いで、女性は「身の回りのことは自分でできる人」が 26.3％、男性は「家庭を大切にする人」が

28.1％となっており、「家庭を大切にする人」は男性の方が 12.9 ポイント高くなっている。男の子も、男女ともに

「思いやりのある人」が最も高く、女性で 43.7％、男性 41.1％となっている。次いで、「家庭を大切にする人」が

女性で 30.3％、男性で 27.6％となっている。 
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【表5-1 年代別 ⼦どもの将来像（⼥性）】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

思
い
や
り
の
あ
る
⼈ 

素
直
な
⼈ 

責
任
感
の
強
い
⼈ 

社
会
的
地
位
の
あ
る

⼈ ⾝
の
回
り
の
こ
と
は

⾃
分
で
で
き
る
⼈ 

家
庭
を
⼤
切
に
す
る

⼈ 協
調
性
の
あ
る
⼈ 

⾃
分
の
思
ỵ
た
こ
と

を
や
り
遂
げ
る
⼈ 

社
会
に
貢
献
す
る
⼈ 

判
断
⼒
の
あ
る
⼈ 

指
導
⼒
の
あ
る
⼈ 

経
済
⼒
の
あ
る
⼈ 

そ
の
他 

無
回
答 

⼥
の
⼦ 

総数 613  77.8% 15.7% 9.3% 0.5% 26.3% 15.2% 19.6% 9.8% 7.3% 8.3% 0.3% 2.9% 0.5% 2.0% 
10・20 歳代 116  70.7% 23.3% 5.2% - 28.4% 17.2% 19.8% 22.4% 1.7% 4.3% - 3.4% 2.6% - 
30 歳代 68  75.0% 14.7% 1.5% - 30.9% 19.1% 17.6% 16.2% 4.4% 10.3% - 1.5% 2.9% - 
40 歳代 110  73.6% 15.5% 4.5% 0.9% 35.5% 13.6% 14.5% 10.9% 6.4% 11.8% - 5.5% - 2.7% 
50 歳代 94  79.8% 22.3% 7.4% 1.1% 24.5% 9.6% 21.3% 9.6% 6.4% 7.4% - 4.3% - 2.1% 
60 歳代 93  81.7% 10.8% 12.9% 1.1% 19.4% 19.4% 17.2% 9.7% 9.7% 11.8% 1.1% 2.2% - - 
70 歳以上 194  77.3% 14.9% 16.0% - 23.2% 13.4% 24.7% 5.2% 9.3% 4.6% 0.5% 1.0% - 3.6% 

男
の
⼦ 

総数 613  43.7% 11.3% 16.8% 1.1% 18.3% 30.3% 8.5% 17.1% 5.2% 23.2% 1.3% 17.5% 0.5% 1.5% 
10・20 歳代 116  52.6% 17.2% 12.1% 0.9% 26.7% 33.6% 8.6% 24.1% 1.7% 12.9% 0.9% 5.2% 2.6% - 
30 歳代 68  60.3% 10.3% 10.3% - 25.0% 26.5% 7.4% 20.6% 2.9% 17.6% - 11.8% 2.9% - 
40 歳代 110  44.5% 9.1% 18.2% 0.9% 25.5% 29.1% 8.2% 10.9% 5.5% 18.2% - 26.4% - 0.9% 
50 歳代 94  57.4% 14.9% 17.0% - 18.1% 22.3% 16.0% 13.8% 6.4% 13.8% - 13.8% - 2.1% 
60 歳代 93  48.4% 8.6% 16.1% 2.2% 18.3% 25.8% 9.7% 17.2% 6.5% 26.9% 3.2% 15.1% - - 
70 歳以上 194  25.3% 11.9% 20.1% 1.5% 10.3% 37.1% 5.2% 20.1% 5.2% 31.4% 2.6% 20.6% - 3.1% 

 

【表5-2 年代別 ⼦どもの将来像（男性）】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

思
い
や
り
の
あ
る
⼈ 

素
直
な
⼈ 

責
任
感
の
強
い
⼈ 

社
会
的
地
位
の
あ
る

⼈ ⾝
の
回
り
の
こ
と
は

⾃
分
で
で
き
る
⼈ 

家
庭
を
⼤
切
に
す
る

⼈ 協
調
性
の
あ
る
⼈ 

⾃
分
の
思
ỵ
た
こ
と

を
や
り
遂
げ
る
⼈ 

社
会
に
貢
献
す
る
⼈ 

判
断
⼒
の
あ
る
⼈ 

指
導
⼒
の
あ
る
⼈ 

経
済
⼒
の
あ
る
⼈ 

そ
の
他 

無
回
答 

⼥
の
⼦ 

総数 392  71.9% 21.2% 5.4% 0.3% 17.9% 28.1% 20.9% 9.7% 8.2% 6.4% 0.5% 1.8% 0.5% 1.8% 
10・20 歳代 67  73.1% 20.9% 4.5% - 16.4% 25.4% 19.4% 20.9% 6.0% 6.0% - 1.5% 1.5% 1.5% 
30 歳代 35  65.7% 31.4% 5.7% - 20.0% 22.9% 14.3% 22.9% 2.9% 8.6% - 5.7% - - 
40 歳代 56  64.3% 19.6% 3.6% - 17.9% 26.8% 17.9% 10.7% 12.5% 14.3% - 1.8% 1.8% 3.6% 
50 歳代 83  77.1% 22.9% 2.4% - 9.6% 37.3% 18.1% 10.8% 9.6% 4.8% - 3.6% - - 
60 歳代 55  72.7% 14.5% 12.7% - 20.0% 30.9% 16.4% 5.5% 12.7% - 1.8% - - 1.8% 
70 歳以上 124  73.4% 19.4% 5.6% 0.8% 22.6% 23.4% 28.2% 4.0% 5.6% 5.6% 0.8% 0.8% 0.8% 2.4% 

男
の
⼦ 

総数 392  41.1% 17.6% 20.9% 2.3% 9.7% 27.6% 11.2% 14.5% 11.2% 20.9% 2.0% 15.1% 0.5% 0.8% 
10・20 歳代 67  58.2% 26.9% 10.4% - 10.4% 17.9% 14.9% 28.4% 7.5% 14.9% 1.5% 6.0% 1.5% - 
30 歳代 35  51.4% 20.0% 5.7% 5.7% 17.1% 31.4% 8.6% 17.1% 8.6% 14.3% - 20.0% - - 
40 歳代 56  41.1% 17.9% 23.2% 3.6% 12.5% 17.9% 12.5% 12.5% 14.3% 23.2% 1.8% 12.5% 1.8% 1.8% 
50 歳代 83  50.6% 14.5% 16.9% - 10.8% 25.3% 9.6% 15.7% 13.3% 18.1% 2.4% 19.3% - - 
60 歳代 55  43.6% 16.4% 23.6% - 9.1% 30.9% 16.4% 10.9% 14.5% 12.7% - 9.1% - 1.8% 
70 歳以上 124  25.0% 13.7% 30.6% 4.0% 6.5% 33.9% 8.9% 13.7% 9.7% 27.4% 3.2% 16.9% 0.8% 0.8% 

 

年代別にみると、女の子では、「思いやりのある人」は女性の 50 歳代と 60 歳代で高くなっている。また、女

性では 40 歳代以下で「身の回りのことは自分でできる人」が高く、男性では 30 歳代で「素直な人」、50 歳代と

60 歳代で「家庭を大切にする人」、70 歳以上で「協調性のある人」が他の年代よりも高くなっている。 

男の子では、女性では 40 歳代以下で「身の回りのことは自分でできる人」が高くなっており、60 歳代以上で

「判断力のある人」が高くなっている。男性では年代が下がるほど「素直な人」が高くなる傾向であり、10・20 歳

代で「自分の思ったことをやり遂げる人」が高くなっている。 
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17.1

1.8

14.5

2.8

62.9

76.1

62.2

77.5

64.5

74.5

4.9

9.6

4.2

8.8

5.6

10.2

2.7

2.7

3.9

3.9

1.0

1.0

1.8

1.2

2.1

1.5

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥の⼦の場合
(n=1,023)

男の⼦の場合
(n=1,023)

⼥の⼦の場合
(n=613)

男の⼦の場合
(n=613)

⼥の⼦の場合
(n=392)

男の⼦の場合
(n=392)

中学校
卒業程度

⾼等学校
卒業程度

専修学校
（専⾨学校）
卒業程度

短⼤・⾼専
卒業程度

四年制⼤学
卒業程度

⼤学院
修了程度

その他 無回答

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

︽
全
体
︾

（３）⼦どもに受けさせたい教育の程度 
問６ あなたが、子どもに受けさせたい（受けさせたかった）教育はどの程度までですか。子どもがい

ない方も仮にいたと仮定してお答えください。（それぞれ○は１つ） 

 

【図6-1 性別 ⼦どもに受けさせたい教育の程度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもに受けさせたい教育の程度は、女の子の場合は、「四年制大学卒業程度」が 62.9％で最も高く、次

いで「短大・高専卒業程度」が 16.2％、「高等学校卒業程度」が 6.0％、「専修学校（専門学校）卒業程度」が

5.2％となっている。男の子の場合は、「四年制大学卒業程度」が76.1％で最も高く、次いで「大学院修了程度」

が 9.6％、「高等学校卒業程度」が 4.8％となっている。 

『四年制大学卒業以上』（「四年制大学卒業程度」と「大学院修了程度」の合計）と回答した割合をみると、全

体では男の子の場合85.7％、女の子の場合67.8％と、男の子の方が女の子を大きく上回っており、両者の差

は17.9ポイントとなっている。 

性別にみると、女の子の場合は、「四年制大学卒業程度」は男性の方がやや高く、「短大・高専卒業程度」

は女性の方がやや高くなっている。男の子の場合は、「四年制大学卒業程度」は女性の方がやや高く、「高等

学校卒業程度」「大学院修了程度」は男性の方がやや高くなっている。 

『四年制大学卒業以上』の教育を受けさせたいという回答割合は、女性で女の子 66.4％、男の子 86.3％、

男性で女の子 70.1％、男の子 84.7％と、いずれも男の子の場合の方が高く、女の子との間の差（女の子よりも

男の子の方により高い学歴をつけさせたいという希望）は、女性 19.9 ポイント、男性 14.6 ポイントと、女性の方

が大きい。 
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【表6-1 年代別 ⼦どもに受けさせたい教育の程度（⼥性）】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

中
学
校
卒
業
程
度 

⾼
等
学
校
卒
業
程
度 

専
修
学
校
︵
専
⾨
学

校
︶
卒
業
程
度 

短
⼤
・
⾼
専
卒
業
程
度

四
年
制
⼤
学
卒
業
程

度 ⼤
学
院
修
了
程
度 

そ
の
他 

無
回
答 

⼥
の
⼦ 

10・20 歳代 116  0.9% 6.0% 3.4% 12.9% 70.7% 0.9% 5.2% - 
30 歳代 68  - 8.8% 7.4% 11.8% 66.2% 2.9% 2.9% - 
40 歳代 110  - 3.6% 7.3% 15.5% 64.5% 3.6% 3.6% 1.8% 
50 歳代 94  - 8.5% 4.3% 6.4% 67.0% 4.3% 6.4% 3.2% 
60 歳代 93  - 2.2% 3.2% 10.8% 67.7% 8.6% 6.5% 1.1% 
70 歳以上 194  0.5% 5.7% 4.1% 30.4% 51.0% 3.6% 1.0% 3.6% 

男
の
⼦ 

10・20 歳代 116  0.9% 5.2% 2.6% 4.3% 79.3% 2.6% 5.2% - 
30 歳代 68  - 7.4% 4.4% 1.5% 79.4% 4.4% 2.9% - 
40 歳代 110  - 2.7% 4.5% 1.8% 81.8% 5.5% 3.6% - 
50 歳代 94  - 5.3% 4.3% 1.1% 72.3% 7.4% 6.4% 3.2% 
60 歳代 93  - 2.2% 1.1% 1.1% 74.2% 14.0% 6.5% 1.1% 
70 歳以上 194  - 2.1% 2.1% 2.1% 77.8% 12.4% 1.0% 2.6% 

 

【表6-2 年代別 ⼦どもに受けさせたい教育の程度（男性）】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

中
学
校
卒
業
程
度 

⾼
等
学
校
卒
業
程
度 

専
修
学
校
︵
専
⾨
学

校
︶
卒
業
程
度 

短
⼤
・
⾼
専
卒
業
程
度

四
年
制
⼤
学
卒
業
程

度 ⼤
学
院
修
了
程
度 

そ
の
他 

無
回
答 

⼥
の
⼦ 

10・20 歳代 67  - 6.0% 3.0% 10.4% 65.7% 9.0% 6.0% - 
30 歳代 35  2.9% 5.7% - 11.4% 77.1% 2.9% - - 
40 歳代 56  - 8.9% 5.4% 12.5% 60.7% 8.9% 3.6% - 
50 歳代 83  - 7.2% 7.2% 14.5% 66.3% 4.8% - - 
60 歳代 55  - 5.5% 5.5% 16.4% 63.6% 5.5% 1.8% 1.8% 
70 歳以上 124  0.8% 4.8% 7.3% 17.7% 62.9% 4.0% - 2.4% 

男
の
⼦ 

10・20 歳代 67  - 9.0% 4.5% 4.5% 67.2% 9.0% 6.0% - 
30 歳代 35  2.9% 5.7% - 2.9% 77.1% 11.4% - - 
40 歳代 56  - 8.9% 5.4% 3.6% 67.9% 10.7% 3.6% - 
50 歳代 83  - 8.4% 3.6% 2.4% 79.5% 6.0% - - 
60 歳代 55  - 7.3% 3.6% 3.6% 74.5% 7.3% 1.8% 1.8% 
70 歳以上 124  0.8% 3.2% 2.4% 2.4% 76.6% 13.7% - 0.8% 

 

年代別にみると、女の子に対しては、女性の 10・20 歳代と男性の 30 歳代で「四年制大学卒業程度」が高く

７割台となっている。「短大・高専卒業程度」は女性の 70 歳以上で 30.4％と高くなっており、男性は年代が上

がるほど高くなっている。 

男の子に対しては、女性の40 歳代で「四年制大学卒業程度」が高く８割台となっている。「大学院修了程度」

は女性の 60 歳代と男性の 70 歳以上でやや高くなっている。 

『四年制大学卒業以上』の教育を受けさせたいという回答割合は、男女ともすべての年代で男の子の場合

の方が高くなっている。女の子との間の差（女の子よりも男の子の方により高い学歴をつけさせたいという希望）

は、70 歳以上が最も大きく、男性の 70 歳以上で女の子 66.9％、男の子 90.3％と、両者の差は 23.4 ポイント、

女性の 70 歳以上では、女の子 54.6％、男の子 90.2％と、その差は 35.6 ポイントにもなっている。 
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【表6-3 就労の形態・雇⽤の形態別 ⼦どもに受けさせたい教育について『四年制⼤学卒業以上』と回答した割合】 
  回

答
者
数︵
ｎ
︶

男の⼦ 
の場合 
（ａ） 

⼥の⼦ 
の場合 
（ｂ） 

ａ−ｂ 

⼥
性 

共働き 199  85.9% 73.3% 12.6  
⽚働き（配偶者のみ） 82  90.2% 69.5% 20.7  

男
性 

共働き 126  87.3% 78.6% 8.7  
⽚働き（⾃分のみ） 75  90.7% 76.0% 14.7  

⼥
性 

正規社員・職員 120  86.7% 78.3% 8.4  
⾮正規社員・職員 166  83.7% 65.7% 18.0  

男
性 

正規社員・職員 176  88.1% 79.0% 9.1  
⾮正規社員・職員 41  80.5% 58.5% 22.0  

 

就労の形態と雇用の形態別に子どもに『四年制大学卒業以上』の教育を受けさせたいという回答割合をみ

ると、いずれも男の子の方が女の子を上回っており、その差は、就労の形態では男女とも共働きの方が小さく、

雇用形態別では男女とも正規社員・職員の方が小さくなっている。 
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仕事に就かずに結婚し、家庭で配偶者・
パートナーや⼦どものことに専念する

0.6%
結婚までは仕事に就き、

結婚後は家庭のことに専念する
4.4%

⼦どもができるまで仕事に就き、
⼦どもができたら家事や⼦育てに専念する

10.9%

⼦育ての時期だけ⼀時やめ、
その後はフルタイムで仕事を続ける

21.2%

⼦育ての時期だけ⼀時やめ、
その後はパートタイムで仕事を続ける

28.3%

結婚、出産に関わらず、
仕事を続ける

23.9%

その他
5.2%

わからない
3.7%

無回答
1.8%

(n=1,023)

４．仕事について 

（１）⼥性が仕事に就くことについての考え 
問７ 女性の就労と結婚、出産、子育てとの関わりについて、あなたの考えに最も近いものを選んでく

ださい。（○は１つ） 

 

【図7-1 ⼥性が仕事に就くことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が仕事に就くことについての考えは、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続

ける」が 28.3％で最も高く、次いで「結婚、出産に関わらず、仕事を続ける」が 23.9％、「子育ての時期だけ一

時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」が 21.2％となっており、何らかのかたちで仕事を続けるのがよい

という考えは 73.4％である。 
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【表7-1 性別、年代別 ⼥性が仕事に就くことについての考え】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

仕
事
に
就
か
ず
に
結
婚
し
︑
家

庭
で
配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ
や

⼦
ど
も
の
こ
と
に
専
念
す
る 

結
婚
ま
で
は
仕
事
に
就
き
︑
結

婚
後
は
家
庭
の
こ
と
に
専
念
す

る ⼦
ど
も
が
で
き
る
ま
で
仕
事
に

就
き
︑
⼦
ど
も
が
で
き
た
ら
家

事
や
⼦
育
て
に
専
念
す
る 

⼦
育
て
の
時
期
だ
け
⼀
時
や

め
︑
そ
の
後
は
フ
ル
タ
イ
ム
で

仕
事
を
続
け
る 

⼦
育
て
の
時
期
だ
け
⼀
時
や

め
︑
そ
の
後
は
パ
ổ
ト
タ
イ
ム

で
仕
事
を
続
け
る 

結
婚
︑
出
産
に
関
わ
ら
ず
︑
仕

事
を
続
け
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.6% 4.4% 10.9% 21.2% 28.3% 23.9% 5.2% 3.7% 1.8% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 3.3% 10.3% 20.2% 31.5% 25.4% 4.1% 2.6% 2.4% 
男性 392  1.0% 5.9% 12.0% 22.7% 23.7% 21.4% 7.1% 5.4% 0.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  -  1.7% 6.0% 25.9% 36.2% 22.4% 6.9% 0.9% -  
30 歳代 68  -  2.9% 5.9% 17.6% 33.8% 36.8% 2.9% -  -  
40 歳代 110  -  5.5% 5.5% 17.3% 30.0% 30.9% 5.5% 2.7% 2.7% 
50 歳代 94  -  2.1% 6.4% 25.5% 29.8% 26.6% 3.2% 4.3% 2.1% 
60 歳代 93  -  3.2% 4.3% 15.1% 36.6% 30.1% 6.5% 3.2% 1.1% 
70 歳以上 194  0.5% 3.1% 21.1% 21.1% 29.9% 14.9% 1.5% 3.1% 4.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  -  4.5% 9.0% 23.9% 22.4% 22.4% 10.4% 7.5% -  
30 歳代 35  -  2.9% 8.6% 31.4% 14.3% 25.7% 11.4% 5.7% -  
40 歳代 56  -  3.6% 5.4% 17.9% 32.1% 17.9% 14.3% 8.9% -  
50 歳代 83  2.4% 4.8% 7.2% 27.7% 27.7% 18.1% 6.0% 6.0% -  
60 歳代 55  1.8% 5.5% 9.1% 29.1% 20.0% 27.3% 3.6% 1.8% 1.8% 
70 歳以上 124  0.8% 8.9% 21.0% 14.5% 23.4% 22.6% 2.4% 4.8% 1.6% 

 

性別にみると、男女ともに「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が高く、

「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」「結婚、出産に関わらず、仕事を続ける」

を合わせると、女性で 77.1％、男性で 67.8％と女性が仕事を続けることに賛成する割合は女性の方が 9.3 ポ

イント高くなっている。 

年代別にみると、女性では 30 歳代で「結婚、出産に関わらず、仕事を続ける」が高くなっている。男性では

30 歳代で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」が高く、40 歳代で「子育ての時

期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が高くなっている。 
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仕事に就かずに結婚し、家庭で配偶者・パートナーや⼦どものことに専念する
結婚までは仕事に就き、結婚後は家庭のことに専念する
⼦どもができるまで仕事に就き、⼦どもができたら家事や⼦育てに専念する
⼦育ての時期だけ⼀時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける
⼦育ての時期だけ⼀時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける
結婚、出産に関わらず、仕事を続ける
その他
わからない
無回答

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

1.8

4.0

2.4

1.7

4.2

8.0

19.5

25.0

17.5

23.9

14.6

13.3

44.0

25.0

31.7

55.0

21.1

21.6

19.5

3.3

4.2

10.2

4.9

0.8

3.6

6.3

7.3

0.8

3.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規社員・
職員(n=120)

⾮正規社員
・職員(n=166)

正規社員・
職員(n=176)

⾮正規社員・
職員(n= 41)

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

【図7-2 職業別 ⼥性が仕事に就くことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別にみると、女性では、正規社員・職員で「結婚、出産に関わらず、仕事を続ける」が 55.0％で最も高

いが、非正規社員・職員では「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が 44.0％

で最も高くなっている。 

男性では、正規社員・職員、非正規社員・職員ともに「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイム

で仕事を続ける」が最も高く、女性に比べて差が小さい。 
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0.6

1.1 

0.2

1.1 

1.0

1.3 

4.4

9.2 

3.3

7.1 

5.9

12.1 

10.9

20.1 

10.3

18.0 

12.0

22.3 

21.2

13.7 

20.2

14.9 

22.7

12.3 

28.3

28.6 

31.5

30.6 

23.7

25.9 

23.9

15.9 

25.4

18.9 

21.4

12.1 

5.2

6.7 

4.1

5.8 

7.1

7.9 

3.7

3.7 

2.6

2.9 

5.4

4.6 

1.8

1.0 

2.4

0.5 

0.8

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度(n=1,023)

平成22年度(n=  957)

令和3年度(n=613)

平成22年度(n=549)

令和3年度(n=392)

平成22年度(n=390)

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

︽
全
体
︾

仕事に就かずに結婚し、家庭で配偶者・パートナーや⼦どものことに専念する
結婚までは仕事に就き、結婚後は家庭のことに専念する
⼦どもができるまで仕事に就き、⼦どもができたら家事や⼦育てに専念する
⼦育ての時期だけ⼀時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける
⼦育ての時期だけ⼀時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける
結婚、出産に関わらず、仕事を続ける
その他
わからない
無回答

【図7-3 経年⽐較 ⼥性が仕事に就くことについての考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年比較をみると、男女ともに「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」と「結婚、

出産に関わらず、仕事を続ける」は大幅に高くなっている。一方、「結婚までは仕事に就き、結婚後は家庭の

ことに専念する」「子どもができるまで仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念する」といった結婚・

出産後は家庭や子育てに専念するという人は、前回調査より、女性で 11.5 ポイント、男性で 16.5 ポイントの減

少となっており、男性で「子どもができるまで仕事に就き、子どもができたら家事や子育てに専念する」が大幅

に低くなっている。 
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65.7

53.3

52.0

47.2

45.6

37.9

37.5

36.2

32.9

26.9

22.9

0.9

1.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

保育所、学童保育室の不⾜

配偶者・パートナーが
家事・育児に消極的

家事

⽼親や病⾝者の介護・看護

育児、⼦どもの教育

育児休業や育児時間の
制度が利⽤しにくい

配偶者・パートナーの転勤

仕事に対する配偶者・
パートナーの理解不⾜

賃⾦や昇進など、職場に
おける不平等な制度や扱い

⼥性本⼈の転勤

⼥性はすぐやめる、
労働能⼒が劣るという考え

その他

わからない

無回答 全体(n=1,023、
回答総数=4,712(460.6%))

67.0

61.5

55.6

51.5

44.7

39.6

36.1

40.9

34.9

25.3

25.3

0.8

1.1

1.6

63.5

40.8

47.2

40.8

46.4

35.2

39.8

28.8

30.4

28.8

19.1

1.0

2.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

⼥性(n=  613、
回答総数=2,970(484.5%))

男性(n=  392、
回答総数=1,664(424.5%))

《性別》

（２）⼥性が働き続ける上で困難だと思うこと 
問８ 女性が働き続ける場合、どんな困難があると思いますか。（○はいくつでも） 

 

【図8-1 性別 ⼥性が働き続ける上で困難だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性が働き続ける上で困難だと思うことは、「保育所、学童保育室の不足」が 65.7％で最も高く、次いで「配

偶者・パートナーが家事・育児に消極的」が 53.3％、「家事」が 52.0％となっている。 

性別にみると、女性では「保育所、学童保育室の不足」が 67.0％と最も高く、次いで「配偶者・パートナーが

家事・育児に消極的」が 61.5％、「家事」が 55.6％となっている。男性においても「保育所、学童保育室の不足」

が63.5％と最も高く、次いで「家事」が47.2％、「育児、子どもの教育」が46.4％、「配偶者・パートナーが家事・

育児に消極的」と「老親や病身者の介護・看護」がともに 40.8％となっている。「配偶者・パートナーが家事・育

児に消極的」は女性が男性より 20.7 ポイント高くなっている。 
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【表8-1 年代別 ⼥性が働き続ける上で困難だと思うこと】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

保
育
所
︑
学
童
保
育
室

の
不
⾜ 

配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ

が
家
事
・
育
児
に
消
極

的 家
事 

⽼
親
や
病
⾝
者
の
介

護
・
看
護 

育
児
︑
⼦
ど
も
の
教
育

育
児
休
業
や
育
児
時

間
の
制
度
が
利
⽤
し

に
く
い 

配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ

の
転
勤 

仕
事
に
対
す
る
配
偶

者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ
の
理

解
不
⾜ 

賃
⾦
や
昇
進
な
ど
︑
職

場
に
お
け
る
不
平
等

な
制
度
や
扱
い 

⼥
性
本
⼈
の
転
勤 

全体 1,023  65.7% 53.3% 52.0% 47.2% 45.6% 37.9% 37.5% 36.2% 32.9% 26.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  68.1% 63.8% 61.2% 41.4% 56.9% 50.0% 30.2% 37.9% 40.5% 15.5% 
30 歳代 68  86.8% 67.6% 64.7% 41.2% 47.1% 51.5% 35.3% 39.7% 38.2% 20.6% 
40 歳代 110  69.1% 66.4% 62.7% 53.6% 51.8% 37.3% 40.0% 43.6% 30.9% 20.9% 
50 歳代 94  76.6% 69.1% 62.8% 57.4% 47.9% 43.6% 41.5% 51.1% 41.5% 34.0% 
60 歳代 93  71.0% 71.0% 54.8% 60.2% 37.6% 51.6% 43.0% 41.9% 40.9% 34.4% 
70 歳以上 194  52.1% 45.9% 43.8% 49.0% 35.1% 26.3% 30.4% 32.5% 27.8% 22.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  50.7% 49.3% 52.2% 25.4% 61.2% 49.3% 35.8% 38.8% 38.8% 32.8% 
30 歳代 35  77.1% 45.7% 54.3% 31.4% 57.1% 37.1% 42.9% 28.6% 28.6% 40.0% 
40 歳代 56  67.9% 39.3% 28.6% 42.9% 46.4% 39.3% 32.1% 28.6% 26.8% 19.6% 
50 歳代 83  65.1% 39.8% 54.2% 32.5% 42.2% 30.1% 43.4% 31.3% 25.3% 31.3% 
60 歳代 55  69.1% 47.3% 50.9% 45.5% 43.6% 30.9% 40.0% 30.9% 25.5% 27.3% 
70 歳以上 124  59.7% 33.9% 44.4% 50.8% 41.9% 33.9% 36.3% 21.8% 35.5% 24.2% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⼥
性
は
す
ぐ
や
め
る
︑

労
働
能
⼒
が
劣
る
と

い
う
考
え 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  22.9% 0.9% 1.7% 1.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  37.1% -  0.9% 0.9% 
30 歳代 68  32.4% 1.5% -  -  
40 歳代 110  25.5% 0.9% -  -  
50 歳代 94  30.9% 1.1% 1.1% 2.1% 
60 歳代 93  25.8% 1.1% 3.2% -  
70 歳以上 194  13.4% 0.5% 1.0% 3.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  31.3% 4.5% 6.0% -  
30 歳代 35  22.9% -  -  -  
40 歳代 56  28.6% -  3.6% -  
50 歳代 83  16.9% 1.2% 2.4% -  
60 歳代 55  14.5% -  -  1.8% 
70 歳以上 124  12.9% 0.8% 4.0% -  

 

年代別にみると、「保育所、学童保育室の不足」は男女ともに 30 歳代で高くなっている。「仕事に対する配

偶者・パートナーの理解不足」は女性の 50 歳代と男性の 10・20 歳代で高く、「育児、子どもの教育」と「女性は

すぐやめる、労働能力が劣るという考え」は年代が下がるほど高くなる傾向となっている。 
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63.5

40.8

47.2

40.8

46.4

35.2

39.8

28.8

30.4

28.8

19.1

1.0

2.6

0.3

61.8 

32.3 

45.6 

41.8 

51.8 

39.0 

25.9 

33.3 

15.1 

2.3 

1.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

令和3年度(n=  392、
回答総数=1,664(424.5%))

平成22年度(n=  390、
回答総数=1,367(350.5%))

《男性》

67.0

61.5

55.6

51.5

44.7

39.6

36.1

40.9

34.9

25.3

25.3

0.8

1.1

1.6

73.0 

49.4 

51.5 

54.8 

45.5 

47.9 

23.7 

33.0 

25.5 

2.9 

0.5 

0.9 

0%20%40%60%80%

令和3年度(n=  613、
回答総数=2,970(484.5%))

平成22年度(n=  549、
回答総数=2,239(407.8%))

保育所、学童保育室の不⾜

配偶者・パートナーが
家事・育児に消極的

家事

⽼親や病⾝者の介護・看護

育児、⼦どもの教育

育児休業や育児時間の
制度が利⽤しにくい

配偶者・パートナーの転勤

仕事に対する配偶者・
パートナーの理解不⾜

賃⾦や昇進など、職場に
おける不平等な制度や扱い

⼥性本⼈の転勤

⼥性はすぐやめる、
労働能⼒が劣るという考え

その他

わからない

無回答

《⼥性》

※１

※３

※４

※２

 

【図8-2 経年⽐較 ⼥性が働き続ける上で困難だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「夫の家事・育児への不参加」 

※２ 平成 22 年度調査では「夫の転勤」 

※３、４ 令和 3年度調査のみの項目 

 

経年比較をみると、「配偶者・パートナーが家事・育児に消極的」は女性で 12.1 ポイント、男性で 8.5 ポイン

ト、「配偶者・パートナーの転勤」は女性で 12.4 ポイント、男性で 13.9 ポイント増加している。 
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15.1

14.7

13.3

11.8

9.7

9.1

5.4

4.1

3.6

2.9

1.8

1.1

48.2

9.9

3.9

0% 20% 40% 60%

⼥性の昇進・昇格が遅い、
あるいは望めない

⼥性は男性の補助
業務や雑⽤が多い

⼥性にはつけない
ポスト・職種がある

同期に同年齢で⼊社した
男性との賃⾦・昇給の差がある

家族⼿当が⼥性にはつかない

募集⼈数や採⽤条件で、
⼥性は男性より不利である

⼈事異動は、男性より不利である

男性より研修・教育訓練を
受ける機会が少ない

中⾼年の⼥性に対して退職を
促すような雰囲気や圧⼒がある

出産退職制、あるいは
そのような慣⾏がある

結婚退職制、職場結婚退職制、
あるいはそのような慣⾏がある

定年の年齢に男⼥差がある

特にない

わからない

無回答 全体(n=  558、
回答総数=  840(150.5%))

15.6

14.7

12.4

11.4

15.6

6.5

4.9

3.9

5.5

3.9

1.6

0.7

45.6

10.4

4.6

14.5

14.9

14.5

12.5

2.4

12.1

6.0

4.4

1.2

1.6

2.0

1.6

51.2

9.3

3.2

0% 20% 40% 60%

⼥性(n=  307、
回答総数=  469(152.8%))

男性(n=  248、
回答総数=  368(148.4%))

《性別》

（３）職場における男⼥格差の有無 
《現在働いておられる方におたずねします。》 

問９ あなたの職場では、女性の就労に対して次にあげるようなことがありますか。（○はいくつでも） 

 

【図9-1 性別 職場における男⼥格差の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場における男女格差の有無については、「特にない」が 48.2％で最も高く、次いで「女性の昇進･昇格が

遅い、あるいは望めない」が 15.1％、「女性は男性の補助業務や雑用が多い」が 14.7％、「女性にはつけない

ポスト・職種がある」が 13.3％となっている。 

性別にみると、「特にない」が女性は 45.6％、男性は 51.2％で男性の方がやや高い。男女格差の内容は、

女性は「家族手当が女性にはつかない」が15.6％で男性より13.2ポイント高く、男性は「募集人数や採用条件

で、女性は男性より不利である」が 12.1％で女性より 5.6 ポイント高くなっている。  
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【表9-1 年代別 職場における男⼥格差の有無】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⼥
性
の
昇
進
・
昇
格
が
遅

い
︑
あ
る
い
は
望
め
な
い 

⼥
性
は
男
性
の
補
助
業
務

や
雑
⽤
が
多
い 

⼥
性
に
は
つ
け
な
い
ポ
ス

ト
・
職
種
が
あ
る 

同
期
に
同
年
齢
で
⼊
社
し

た
男
性
と
の
賃
⾦・
昇
給
の

差
が
あ
る 

家
族
⼿
当
が
⼥
性
に
は
つ

か
な
い 

募
集
⼈
数
や
採
⽤
条
件
で
︑

⼥
性
は
男
性
よ
り
不
利
で

あ
る 

⼈
事
異
動
は
︑男
性
よ
り
不

利
で
あ
る 

男
性
よ
り
研
修・教
育
訓
練

を
受
け
る
機
会
が
少
な
い 

中
⾼
年
の
⼥
性
に
対
し
て

退
職
を
促
す
よ
う
な
雰
囲

気
や
圧
⼒
が
あ
る 

出
産
退
職
制
︑あ
る
い
は
そ

の
よ
う
な
慣
⾏
が
あ
る 

全体 558  15.1% 14.7% 13.3% 11.8% 9.7% 9.1% 5.4% 4.1% 3.6% 2.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 73  23.3% 11.0% 6.8% 11.0% 4.1% 5.5% 2.7% 2.7% 1.4% 1.4% 
30 歳代 46  10.9% 8.7% 2.2% 6.5% 19.6% 2.2% 8.7% 2.2% -  2.2% 
40 歳代 91  19.8% 17.6% 18.7% 14.3% 17.6% 7.7% 4.4% 2.2% 4.4% 2.2% 
50 歳代 75  17.3% 17.3% 16.0% 16.0% 18.7% 6.7% 6.7% 5.3% 9.3% 8.0% 
60 歳代 43  9.3% 4.7% 7.0% 9.3% 7.0% 4.7% 2.3% 7.0% 11.6% 4.7% 
70 歳以上 20  5.0% 25.0% 10.0% 5.0% 20.0% 5.0% -  5.0% -  -  

男
性 

10・20 歳代 34  17.6% 23.5% 26.5% 8.8% 2.9% 23.5% 5.9% 2.9% 2.9% 2.9% 
30 歳代 31  9.7% 16.1% 12.9% 9.7% 3.2% 16.1% 6.5% -  -  3.2% 
40 歳代 52  11.5% 9.6% 15.4% 7.7% 1.9% 5.8% 5.8% 5.8% 1.9% -  
50 歳代 80  13.8% 10.0% 8.8% 8.8% 2.5% 7.5% 3.8% 2.5% 1.3% 1.3% 
60 歳代 35  11.4% 17.1% 17.1% 14.3% -  14.3% -  8.6% -  2.9% 
70 歳以上 28  32.1% 32.1% 21.4% 35.7% 7.1% 21.4% 25.0% 10.7% 3.6% 3.6% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

結
婚
退
職
制
︑
職
場
結
婚
退

職
制
︑
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

な
慣
⾏
が
あ
る 

定
年
の
年
齢
に
男
⼥
差
が
あ

る 特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 558  1.8% 1.1% 48.2% 9.9% 3.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 73  2.7% -  43.8% 15.1% 5.5% 
30 歳代 46  2.2% -  56.5% 8.7% -  
40 歳代 91  -  -  40.7% 12.1% 2.2% 
50 歳代 75  1.3% 1.3% 41.3% 8.0% 1.3% 
60 歳代 43  2.3% -  51.2% 18.6% 11.6% 
70 歳以上 20  5.0% 5.0% 35.0% -  20.0% 

男
性 

10・20 歳代 34  5.9% 2.9% 32.4% 8.8% 8.8% 
30 歳代 31  3.2% -  51.6% 9.7% -  
40 歳代 52  -  3.8% 59.6% 9.6% -  
50 歳代 80  2.5% -  56.3% 11.3% 2.5% 
60 歳代 35  2.9% -  54.3% 5.7% 2.9% 
70 歳以上 28  3.6% 7.1% 25.0% 10.7% 7.1% 

 

年代別にみると、男性では 70 歳以上で高い項目が多くなっており、特に「女性の昇進･昇格が遅い、あるい

は望めない」「女性は男性の補助業務や雑用が多い」「同期に同年齢で入社した男性との賃金・昇給の差が

ある」は３割台、「人事異動は、男性より不利である」は２割台と、他の年齢層に比べて高くなっている。女性で

は 70 歳以上で「女性は男性の補助業務や雑用が多い」が高くなっている。 
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16.7

13.3

14.2

15.0

22.5

5.0

5.8

4.2

5.0

3.3

0.8

0.0

46.7

4.2

1.7

16.9

16.9

12.7

9.6

12.7

8.4

4.8

4.2

6.6

4.2

2.4

1.2

44.0

15.1

4.2

0%20%40%60%

正規社員・職員(n=  120、
回答総数=  188(156.7%))

⾮正規社員・職員(n=  166、
回答総数=  265(159.6%))

⼥性の昇進・昇格が遅い、
あるいは望めない

⼥性は男性の補助
業務や雑⽤が多い

⼥性にはつけない
ポスト・職種がある

同期に同年齢で⼊社した
男性との賃⾦・昇給の差がある

家族⼿当が⼥性にはつかない

募集⼈数や採⽤条件で、
⼥性は男性より不利である

⼈事異動は、男性より不利である

男性より研修・教育訓練を
受ける機会が少ない

中⾼年の⼥性に対して退職を
促すような雰囲気や圧⼒がある

出産退職制、あるいは
そのような慣⾏がある

結婚退職制、職場結婚退職制、
あるいはそのような慣⾏がある

定年の年齢に男⼥差がある

特にない

わからない

無回答

《⼥性》

15.9

15.3

16.5

13.1

1.7

11.9

6.3

4.0

1.1

1.7

2.3

1.7

51.1

6.8

2.3

12.2

17.1

12.2

9.8

7.3

12.2

9.8

7.3

2.4

0.0

0.0

0.0

41.5

17.1

7.3

0% 20% 40% 60%

正規社員・職員(n=  176、
回答総数=  263(149.4%))

⾮正規社員・職員(n=   41、
回答総数=   61(148.8%))

《男性》

 

【図9-2 職業別 職場における男⼥格差の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別にみると、「女性は男性の補助業務や雑用が多い」は男女ともに非正規社員・職員の方が正規社

員・職員に比べて高くなっている。「家族手当が女性にはつかない」は女性の正規社員・職員で 22.5％と、非

正規社員・職員と比べて高くなっている。男性では「女性の昇進・昇格が遅い、あるいは望めない」「女性には

つけないポスト・職種がある」は正規社員・職員が非正規社員・職員に比べてやや高い。 
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14.5

14.9

14.5

12.5

2.4

12.1

6.0

4.4

1.2

1.6

2.0

1.6

51.2

9.3

3.2

21.7 

22.5 

32.1 

20.5 

8.4 

17.3 

9.6 

6.8 

3.6 

2.4 

1.6 

2.0 

33.3 

6.0 

9.6 

0% 20% 40% 60%

令和3年度(n=  248、
回答総数=  368(148.4%))

平成22年度(n=  249、
回答総数=  468(188.0%))

《男性》

15.6

14.7

12.4

11.4

15.6

6.5

4.9

3.9

5.5

3.9

1.6

0.7

45.6

10.4

4.6

24.5 

24.5 

13.7 

20.1 

17.3 

12.4 

6.0 

9.6 

9.6 

5.6 

3.2 

2.0 

32.1 

9.6 

7.2 

0%20%40%60%

令和3年度(n=  307、
回答総数=  469(152.8%))

平成22年度(n=  249、
回答総数=  474(190.4%))

⼥性の昇進・昇格が遅い、
あるいは望めない

⼥性は男性の補助
業務や雑⽤が多い

⼥性にはつけない
ポスト・職種がある

同期に同年齢で⼊社した
男性との賃⾦・昇給の差がある

家族⼿当が⼥性にはつかない

募集⼈数や採⽤条件で、
⼥性は男性より不利である

⼈事異動は、男性より不利である

男性より研修・教育訓練を
受ける機会が少ない

中⾼年の⼥性に対して退職を
促すような雰囲気や圧⼒がある

出産退職制、あるいは
そのような慣⾏がある

結婚退職制、職場結婚退職制、
あるいはそのような慣⾏がある

定年の年齢に男⼥差がある

特にない

わからない

無回答

《⼥性》

※１

【図9-3 経年⽐較 職場における男⼥格差の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「転職など人事異動で、男性より不利である」 

 

 

経年比較をみると、女性ではすべての項目で低くなっており、「女性は男性の補助業務や雑用が多い」は

9.8 ポイントの減少となっている。男性もほとんどの項目で低くなっており、「女性にはつけないポスト・職種があ

る」は 17.6 ポイントの減少となっている。一方、男女ともに「特にない」は女性で 13.5 ポイント、男性で 17.9 ポイ

ントの増加となっている。 
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⼦どもが保育施設に⼊所できなかったから 1.0%
⼦どもが⼩さいから 4.4%

家族に介護を必要とする⼈がいるから 4.4%
経済的に必要がないから 3.7%
家族の同意が得られないから 0.2%

仕事以外にしたいことがあるから 1.5%
健康に⾃信がないから 5.4%

⾼齢だから 36.7%

定年で退職したから 16.6%

適当な仕事が⾒つからないから 2.2%
勤務条件のよい職場がないから 1.5%
能⼒を⽣かせる職場がないから 0.5%

リストラにあったため 0.5%
会社が倒産したため 0.2%

その他 1.2%

無回答 20.0%

(n=409)

（４）現在仕事をしていない最⼤の理由 
《学生以外で、現在働いておられない方におたずねします。》 

問 10 あなたが現在仕事をしていない最大の理由は何ですか。（○は１つ） 

 

【図10-1 現在仕事をしていない最⼤の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在仕事をしていない最大の理由は、「高齢だから」が 36.7％で最も高く、次いで「定年で退職したから」が

16.6％となっている。 
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【表10-1 性別、年代別 現在仕事をしていない最⼤の理由】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⼦
ど
も
が
保
育
施
設

に
⼊
所
で
き
な
か
ỵ

た
か
ら 

⼦
ど
も
が
⼩
さ
い
か

ら 家
族
に
介
護
を
必
要

と
す
る
⼈
が
い
る
か

ら 経
済
的
に
必
要
が
な

い
か
ら 

家
族
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
か
ら 

仕
事
以
外
に
し
た
い

こ
と
が
あ
る
か
ら 

健
康
に
⾃
信
が
な
い

か
ら 

⾼
齢
だ
か
ら 

定
年
で
退
職
し
た
か

ら 適
当
な
仕
事
が
⾒
つ

か
ら
な
い
か
ら 

全体 409  1.0% 4.4% 4.4% 3.7% 0.2% 1.5% 5.4% 36.7% 16.6% 2.2% 
性
別 

⼥性 278  1.1% 6.5% 5.8% 5.4% 0.4% 1.8% 4.7% 40.6% 9.7% 1.4% 
男性 127  0.8% -  1.6% -  -  0.8% 6.3% 29.1% 31.5% 3.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 9  -  22.2% -  -  11.1% 11.1% 22.2% -  -  11.1% 
30 歳代 21  9.5% 61.9% -  -  -  4.8% 4.8% -  -  -  
40 歳代 18  -  22.2% 5.6% 27.8% 5.6% -  5.6% -  -  -  
50 歳代 18  -  -  44.4% 11.1% -  11.1% 11.1% -  -  5.6% 
60 歳代 49  -  -  10.2% 8.2% -  4.1% 6.1% 18.4% 20.4% 4.1% 
70 歳以上 168  0.6% -  1.2% 2.4% -  -  3.0% 61.9% 10.1% 0.6% 

男
性 

10・20 歳代 3  -  -  -  -  -  -  33.3% -  -  -  
30 歳代 4  -  -  -  -  -  25.0% 75.0% -  -  -  
40 歳代 4  -  -  -  -  -  -  -  -  -  50.0% 
50 歳代 3  -  -  -  -  -  -  33.3% -  33.3% 33.3% 
60 歳代 20  -  -  5.0% -  -  -  -  15.0% 45.0% 5.0% 
70 歳以上 95  1.1% -  1.1% -  -  -  4.2% 35.8% 31.6% 1.1% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

勤
務
条
件
の
よ
い
職

場
が
な
い
か
ら 

能
⼒
を
⽣
か
せ
る
職

場
が
な
い
か
ら 

リ
ス
ト
ラ
に
あ
ỵ
た

た
め 

会
社
が
倒
産
し
た
た

め そ
の
他 

無
回
答 

全体 409  1.5% 0.5% 0.5% 0.2% 1.2% 20.0% 
性
別 

⼥性 278  1.4% 0.4% -  0.4% 0.7% 19.8% 
男性 127  1.6% 0.8% 0.8% -  2.4% 20.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 9  -  -  -  -  -  22.2% 
30 歳代 21  -  -  -  -  -  19.0% 
40 歳代 18  11.1% -  -  -  5.6% 16.7% 
50 歳代 18  11.1% -  -  -  -  5.6% 
60 歳代 49  -  2.0% -  2.0% -  24.5% 
70 歳以上 168  -  -  -  -  0.6% 19.6% 

男
性 

10・20 歳代 3  33.3% -  -  -  33.3% -  
30 歳代 4  -  -  -  -  -  -  
40 歳代 4  -  -  -  -  50.0% -  
50 歳代 3  -  -  -  -  -  -  
60 歳代 20  -  -  5.0% -  5.0% 20.0% 
70 歳以上 95  1.1% 1.1% -  -  -  23.2% 

 

性別にみると、女性では「高齢だから」が 40.6％と最も高く、次いで「定年で退職したから」が 9.7％となって

いる。男性では「定年で退職したから」が 31.5％と最も高く、女性より 21.8 ポイント高くなっており、次いで「高

齢だから」が 29.1％と高くなっている。 

年代別にみると、女性の 30 歳代では「子どもが小さいから」、50 歳代では「家族に介護を必要とする人がい

るから」の回答割合が高い。 

現在仕事をしていない男性のほとんどが 60 歳代以上であり、60 歳代以上では「高齢だから」「定年で退職

したから」が高くなっている。50 歳代以下では、「適当な仕事が見つからないから」「健康に自信がないから」が

高くなっている。 
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2.6

4.1

18.2

6.5

16.7

14.4

31.1

0.2

3.5

2.7

21.0

9.7

16.7

8.8

13.3

9.9

10.9

0.8

6.1

2.9

0% 20% 40%

「仕事」を優先

「家庭や地域活動」を優先

「個⼈の⽣活」を優先

「仕事」と「家庭や地域活動」
をともに優先

「仕事」と「個⼈の⽣活」
をともに優先

「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」
をともに優先

「仕事」と「家庭や地域活動」と
「個⼈の⽣活」の3つとも⼤切

その他

わからない

無回答
希望(n=1,023)
現実(n=1,023)

５．ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）について 

（１）⽣活の中で優先したいこと、優先していること 
問 11 あなたは生活の中で、「仕事」、「家庭や地域活動」、「個人の生活」で何を優先しますか。あなた

の希望と現実（現状）に最も近いものをそれぞれについてお答えください。（それぞれ○は１つ） 

 

【図11-1 ⽣活の中で優先したいこと・優先していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の中で優先したいことは、「『仕事』と『家庭や地域活動』と『個人の生活』の 3 つとも大切にしたい」が

31.1％で最も高く、次いで「『個人の生活』を優先したい」が 18.2％、「『仕事』と『個人の生活』をともに優先した

い」が 16.7％、「『家庭や地域活動』と『個人の生活』をともに優先したい」が 14.4％となっている。 

生活の中で優先していることは、「『仕事』を優先している」が 21.0％で最も高く、次いで「『個人の生活』を優

先している」が 16.7％、「『仕事』と『個人の生活』をともに優先している」が 13.3％、「『仕事』と『家庭や地域活

動』と『個人の生活』の 3 つとも大切にしている」が 10.9％となっている。 
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1.0

4.9

16.6

6.0

16.2

15.7

32.1

0.2

3.8

3.6

14.0

13.1

15.7

9.3

11.9

12.6

11.9

0.8

7.2

3.6

0%20%40%

希望(n=613)
現実(n=613)

「仕事」を優先

「家庭や地域活動」を優先

「個⼈の⽣活」を優先

「仕事」と「家庭や地域活動」
をともに優先

「仕事」と「個⼈の⽣活」
をともに優先

「家庭や地域活動」と
「個⼈の⽣活」をともに優先

「仕事」と「家庭や地域活動」と
「個⼈の⽣活」の3つとも⼤切

その他

わからない

無回答

《⼥性》

5.1

2.6

20.2

7.4

17.6

12.5

30.1

0.3

3.3

1.0

32.7

4.1

17.9

7.9

15.3

5.9

9.4

0.8

4.6

1.5

0% 20% 40%

希望(n=392)

現実(n=392)

《男性》

 

【図11-2 性別 ⽣活の中で優先したいこと・優先していること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の中で優先したいことの希望を、性別にみると、「『仕事』を優先したい」は男性が 4.1 ポイント高く、

「『家庭や地域活動』と『個人の生活』をともに優先したい」は女性が 3.2 ポイント高くなっている。 

生活の中で優先している現実を、性別にみると、女性では「『個人の生活』を優先している」が 15.7％、僅差

で「『仕事』を優先している」が 14.0％となっている。男性では「『仕事』を優先している」が 32.7％と最も高く、次

いで「『個人の生活』を優先している」が 17.9％となっている。 
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【表11-1 年代別 ⽣活の中で優先したいこと】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

﹁
仕
事
﹂
を
優
先
し
た
い 

﹁
家
庭
や
地
域
活
動
﹂
を
優

先
し
た
い 

﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂
を
優
先
し

た
い 

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
家
庭
や
地
域

活
動
﹂
を
と
も
に
優
先
し
た

い ﹁
仕
事
﹂
と
﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂

を
と
も
に
優
先
し
た
い 

﹁
家
庭
や
地
域
活
動
﹂と﹁
個

⼈
の
⽣
活
﹂
を
と
も
に
優
先

し
た
い 

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
家
庭
や
地
域

活
動
﹂
と
﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂

の
３
つ
と
も
⼤
切
に
し
た
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  2.6% 4.1% 18.2% 6.5% 16.7% 14.4% 31.1% 0.2% 3.5% 2.7% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  -  4.3% 17.2% 6.0% 21.6% 17.2% 31.9% -  0.9% 0.9% 
30 歳代 68  2.9% 2.9% 7.4% 17.6% 11.8% 14.7% 41.2% -  1.5% -  
40 歳代 110  0.9% 8.2% 10.9% 7.3% 21.8% 10.0% 36.4% -  3.6% 0.9% 
50 歳代 94  -  4.3% 13.8% 6.4% 14.9% 14.9% 43.6% -  2.1% -  
60 歳代 93  1.1% 5.4% 24.7% 3.2% 20.4% 16.1% 24.7% -  3.2% 1.1% 
70 歳以上 194  1.0% 4.1% 19.6% 2.6% 11.9% 21.6% 21.6% 0.5% 6.7% 10.3% 

男
性 

10・20 歳代 67  -  4.5% 25.4% 3.0% 10.4% 14.9% 38.8% 1.5% -  1.5% 
30 歳代 35  5.7% 2.9% 8.6% 5.7% 22.9% 17.1% 34.3% -  2.9% -  
40 歳代 56  1.8% -  17.9% 10.7% 16.1% 17.9% 33.9% -  1.8% -  
50 歳代 83  7.2% 3.6% 15.7% 4.8% 27.7% 6.0% 32.5% -  1.2% 1.2% 
60 歳代 55  5.5% -  16.4% 9.1% 21.8% 10.9% 30.9% -  5.5% -  
70 歳以上 124  5.6% 4.0% 28.2% 8.1% 9.7% 13.7% 23.4% -  5.6% 1.6% 

 

【表11-2 年代別 ⽣活の中で優先していること】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

﹁
仕
事
﹂
を
優
先
し
て
い
る 

﹁
家
庭
や
地
域
活
動
﹂を
優
先

し
て
い
る 

﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂を
優
先
し
て

い
る 

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
家
庭
や
地
域
活

動
﹂を
と
も
に
優
先
し
て
い
る

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂

を
と
も
に
優
先
し
て
い
る 

﹁
家
庭
や
地
域
活
動
﹂
と
﹁
個

⼈
の
⽣
活
﹂を
と
も
に
優
先
し

て
い
る 

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
家
庭
や
地
域
活

動
﹂
と
﹁
個
⼈
の
⽣
活
﹂
の
３

つ
と
も
⼤
切
に
し
て
い
る 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  21.0% 9.7% 16.7% 8.8% 13.3% 9.9% 10.9% 0.8% 6.1% 2.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  24.1% 5.2% 19.0% 8.6% 15.5% 6.0% 12.1% -  7.8% 1.7% 
30 歳代 68  23.5% 26.5% 2.9% 17.6% 10.3% 7.4% 7.4% -  4.4% -  
40 歳代 110  20.0% 18.2% 3.6% 18.2% 15.5% 6.4% 13.6% -  3.6% 0.9% 
50 歳代 94  21.3% 11.7% 8.5% 11.7% 10.6% 7.4% 22.3% 1.1% 4.3% 1.1% 
60 歳代 93  10.8% 10.8% 17.2% 4.3% 19.4% 17.2% 10.8% 2.2% 6.5% 1.1% 
70 歳以上 194  4.1% 8.2% 29.9% 3.1% 6.7% 19.6% 6.2% 1.0% 12.4% 8.8% 

男
性 

10・20 歳代 67  31.3% -  25.4% 3.0% 13.4% 10.4% 7.5% 1.5% 6.0% 1.5% 
30 歳代 35  57.1% 5.7% 5.7% 5.7% 11.4% 5.7% 5.7% 2.9% -  -  
40 歳代 56  41.1% 3.6% 1.8% 12.5% 23.2% 1.8% 10.7% -  5.4% -  
50 歳代 83  48.2% 2.4% 4.8% 9.6% 20.5% 1.2% 10.8% -  1.2% 1.2% 
60 歳代 55  27.3% 7.3% 12.7% 9.1% 20.0% 5.5% 9.1% 1.8% 5.5% 1.8% 
70 歳以上 124  17.7% 4.8% 35.5% 5.6% 7.3% 10.5% 9.7% -  6.5% 2.4% 

 

年代別にみると、生活の中で優先したいことは、女性は 30 歳代と 50 歳代で「『仕事』と『家庭や地域活動』

と『個人の生活』の 3 つとも大切にしたい」が高く４割台、男性は 60 歳代以下で「『仕事』と『家庭や地域活動』

と『個人の生活』の 3 つとも大切にしたい」が３割台で高くなっている。 

年代別にみると、生活の中で優先していることは、女性は 30 歳代で「『家庭や地域活動』を優先している」

が 26.5％と高く、70 歳以上で「『個人の生活』を優先している」が 29.9％と高くなっている。男性は 30～50 歳代

で「『仕事』を優先している」が高く 30 歳代は 57.1％となっている。70 歳以上では「『個人の生活』を優先してい

る」が 35.5％と高くなっている。  
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「仕事」を優先
「家庭や地域活動」を優先
「個⼈の⽣活」を優先
「仕事」と「家庭や地域活動」をともに優先
「仕事」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「仕事」と「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」の3つとも⼤切
その他
わからない
無回答
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【図11-3 職業別 ⽣活の中で優先したいこと・優先していること】 
《⼥性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別にみると、生活の中で優先したいことは、男女とも正規社員・職員、非正規社員・職員ともに「『仕事』

と『家庭や地域活動』と『個人の生活』の３つとも大切にしたい」が最も高いことは共通している。男性の非正規

社員・職員は、正規社員・職員に比べて「『仕事』と『個人の生活』をともに優先したい」が 12.4 ポイント高くなっ

ている。 

生活の中で優先していることは、女性の正規社員・職員は非正規社員・職員に比べて「『仕事』を優先して

いる」が 17.5 ポイント高くなっている。男性では、正規社員・職員、非正規社員・職員ともに「『仕事』を優先して

いる」が４割台で最も高いのは同じであるが、非正規社員・職員は、正規社員・職員に比べて「『仕事』と『個人

の生活』をともに優先している」が 11.7 ポイント高くなっている。 
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︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾
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4.6
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3.6

6.2 

1.5

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度(n=613)

平成22年度(n=549)

令和3年度(n=392)

平成22年度(n=390)

︽
⼥
性
︾

︽
男
性
︾

「仕事」を優先
「家庭や地域活動」を優先
「個⼈の⽣活」を優先
「仕事」と「家庭や地域活動」をともに優先
「仕事」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「仕事」と「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」の3つとも⼤切
その他
わからない
無回答

【図11-4 経年⽐較 ⽣活の中で優先したいこと・優先していること】 
＜希望＞ 
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経年比較をみると、生活の中で優先したいことは、女性では「『仕事』と『個人の生活』をともに優先したい」

が前回調査と比べて 3.1 ポイント増加している以外は今回調査と前回調査で大きな変化はみられない。男性

では「『個人の生活』を優先したい」が前回調査と比べて 6.4 ポイント増加し、「『家庭や地域活動』を優先した

い」が 4.3 ポイント、「『仕事』を優先したい」と「『仕事』と『家庭や地域活動』をともに優先したい」がともに 3.6 ポ

イント減少している。 

生活の中で優先していることは、女性では「『家庭や地域活動』を優先している」が前回調査と比べて 7.8 ポ

イント減少し、「『仕事』と『家庭や地域活動』と『個人の生活』の 3 つとも大切にしている」が 5.0 ポイント増加し

ている。男性では「『仕事』を優先している」が前回調査と比べて 3.7 ポイント減少し、「『仕事』と『個人の生活』

をともに優先している」が 4.8 ポイント増加している。  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

57 

「仕事」を優先
「家庭や地域活動」を優先
「個⼈の⽣活」を優先
「仕事」と「家庭や地域活動」をともに優先
「仕事」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」をともに優先
「仕事」と「家庭や地域活動」と「個⼈の⽣活」の3つとも⼤切
その他
わからない
無回答
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【図11-5 ⼤阪府調査との⽐較 ⽣活の中で優先したいこと・優先していること】 
＜希望＞ 
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大阪府調査との比較をみると、生活の中で優先したいことでは、男女とも「『仕事』と『家庭や地域活動』と

『個人の生活』の 3 つとも大切にしたい」が、大阪府調査に比べて 10 ポイント前後高くなっている。 

生活の中で優先していることでは、男女とも「『仕事』を優先している」が大阪府調査に比べて大幅に低くな

っている。女性では「『仕事』と『個人の生活』をともに優先している」も 15.6 ポイント低い。 
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⾏政や外部のサービスには
頼らず、⾃宅で家族等で
介護したい（している）

3.0%

ホームヘルパーやデイサービス等
を利⽤しながら主に⾃宅で
介護したい（している）

45.7%特別養護⽼⼈ホーム、
有料⽼⼈ホーム等の施設に

⼊所させたい（⼊所させている）
33.1%

その他
0.3%

わからない
12.0%

無回答
5.8%

(n=1,023)

６．介護について 

（１）希望する家族の介護形態 
問 12 あなたは、自分の家族の中に介護を要する人がいる場合、または、もし家族が介護を要する状

態となった場合、どのようにしたいとお考えですか。（○は１つ） 

 

【図12-1 希望する家族の介護形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する家族の介護形態は、「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護したい

（している）」が 45.7％で最も高く、次いで「特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等の施設に入所させたい

（入所させている）」が 33.1％、「わからない」が 12.0％となっている。 
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【表12-1 性別、年代別 希望する家族の介護形態】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾏
政
や
外
部
の
サ
ổ
ビ
ス
に
は
頼

ら
ず
︑⾃
宅
で
家
族
等
で
介
護
し
た

い
︵
し
て
い
る
︶ 

ホ
ổ
ム
ヘ
ル
パ
ổ
や
デ
イ
サ
ổ
ビ

ス
等
を
利
⽤
し
な
が
ら
主
に
⾃
宅

で
介
護
し
た
い
︵
し
て
い
る
︶ 

特
別
養
護
⽼
⼈
ホ
ổ
ム
︑有
料
⽼
⼈

ホ
ổ
ム
等
の
施
設
に
⼊
所
さ
せ
た

い
︵
⼊
所
さ
せ
て
い
る
︶ 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  3.0% 45.7% 33.1% 0.3% 12.0% 5.8% 
性
別 

⼥性 613  2.1% 51.2% 29.5% - 11.4% 5.7% 
男性 392  4.6% 38.0% 38.8% 0.8% 13.0% 4.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  1.7% 55.2% 30.2% - 12.1% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% 50.0% 33.8% - 8.8% 5.9% 
40 歳代 110  0.9% 49.1% 31.8% - 16.4% 1.8% 
50 歳代 94  2.1% 48.9% 38.3% - 9.6% 1.1% 
60 歳代 93  3.2% 46.2% 31.2% - 10.8% 8.6% 
70 歳以上 194  3.1% 54.1% 22.2% - 10.3% 10.3% 

男
性 

10・20 歳代 67  4.5% 32.8% 46.3% - 14.9% 1.5% 
30 歳代 35  2.9% 34.3% 42.9% 2.9% 14.3% 2.9% 
40 歳代 56  5.4% 48.2% 26.8% 1.8% 16.1% 1.8% 
50 歳代 83  1.2% 38.6% 39.8% 1.2% 14.5% 4.8% 
60 歳代 55  3.6% 34.5% 45.5% - 10.9% 5.5% 
70 歳以上 124  6.5% 38.7% 36.3% - 10.5% 8.1% 

 

性別にみると、女性では「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護したい（してい

る）」が５割を超えており、男性より 13.2 ポイント高くなっている。男性では「ホームヘルパーやデイサービス等

を利用しながら主に自宅で介護したい（している）」と「特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等の施設に入

所させたい（入所させている）」がそれぞれ 38.0％、38.8％とほぼ同率となっている。 

年代別にみると、女性ではすべての年代で「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で

介護したい（している）」が最も高くなっている。男性では40歳代と70歳以上で「ホームヘルパーやデイサービ

ス等を利用しながら主に自宅で介護したい（している）」が最も高いが、その他の年代では「特別養護老人ホ

ーム、有料老人ホーム等の施設に入所させたい（入所させている）」が最も高くなっている。 
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ホームヘルパーやデイサービス等を利⽤
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特別養護⽼⼈ホーム、有料⽼⼈ホーム
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その他

わからない

無回答

《⼥性》

※１

 

【図12-2 経年⽐較 希望する家族の介護形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 平成 22 年度調査では「特別養護老人ホーム等の施設に入所させたい（入所させている）」 

 

経年比較をみると、男女とも「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護したい（し

ている）」と「行政や外部のサービスには頼らず、自宅で家族等で介護したい（している）」の自宅介護の回答

が低くなり、「特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等の施設に入所させたい（入所させている）」が高くなっ

ている。 
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主に、⾃分が
介護すると思う（している）

58.5%

主に、配偶者・パートナーが
介護すると思う（している）

21.8%

主に、その他の家族（⼥性）が
介護すると思う（している）

8.6%

主に、その他の家族（男性）が
介護すると思う（している）

0.8%

その他
2.2%

わからない
6.8% 無回答

1.2%

(n=499)

（２）⾃宅で介護をする場合の主担当者 
《問 12 で「１」または「２」と答えられた方におたずねします。》 

問 12-1 自宅で介護する場合、主に誰が介護することになると思いますか。（○は１つ） 

 

【図12-3 ⾃宅で介護をする場合の主担当者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅で介護をする場合の主担当者は、「主に、自分が介護すると思う（している）」が 58.5％で最も高く、次

いで「主に、配偶者・パートナーが介護すると思う（している）」が 21.8％、「主に、その他の家族（女性）が介護

すると思う（している）」が 8.6％、「わからない」が 6.8％となっている。 
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【表12-2 性別、年代別 ⾃宅で介護をする場合の主担当者】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

主
に
︑
⾃
分
が
介
護
す

る
と
思
う
︵
し
て
い

る
︶ 

主
に
︑
配
偶
者
・
パ
ổ

ト
ナ
ổ
が
介
護
す
る

と
思
う
︵
し
て
い
る
︶

主
に
︑
そ
の
他
の
家
族

︵
⼥
性
︶
が
介
護
す
る

と
思
う
︵
し
て
い
る
︶

主
に
︑
そ
の
他
の
家
族

︵
男
性
︶
が
介
護
す
る

と
思
う
︵
し
て
い
る
︶

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 499  58.5% 21.8% 8.6% 0.8% 2.2% 6.8% 1.2% 
性
別 

⼥性 327  67.6% 14.7% 8.9% 0.6% 1.5% 5.5% 1.2% 
男性 167  40.1% 36.5% 8.4% 1.2% 3.6% 9.0% 1.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 66  54.5% 4.5% 18.2% -  4.5% 18.2% -  
30 歳代 35  77.1% 8.6% 8.6% -  -  5.7% -  
40 歳代 55  74.5% 9.1% 9.1% -  1.8% 3.6% 1.8% 
50 歳代 48  83.3% 10.4% 4.2% 2.1% -  -  -  
60 歳代 46  69.6% 10.9% 4.3% 2.2% 2.2% 8.7% 2.2% 
70 歳以上 111  59.5% 25.2% 9.9% -  0.9% 2.7% 1.8% 

男
性 

10・20 歳代 25  44.0% 20.0% 12.0% 4.0% 12.0% 8.0% -  
30 歳代 13  53.8% 23.1% 7.7% -  -  15.4% -  
40 歳代 30  46.7% 13.3% 6.7% -  10.0% 20.0% 3.3% 
50 歳代 33  33.3% 45.5% -  3.0% 3.0% 12.1% 3.0% 
60 歳代 21  42.9% 42.9% 14.3% -  -  -  -  
70 歳以上 56  35.7% 51.8% 10.7% -  -  1.8% -  

 

性別にみると、女性では「主に、自分が介護すると思う（している）」が 67.6％と高く、男性より 27.5 ポイント高

くなっている。「主に、配偶者・パートナーが介護すると思う（している）」は男性で 36.5％、女性で 14.7％となっ

ている。 

年代別にみると、女性では「主に、自分が介護すると思う（している）」が 30～40 歳代で７割台、50 歳代で８

割台と高くなっている。男性では「主に、配偶者・パートナーが介護すると思う（している）」が 50 歳代以上で高

く 70 歳以上は５割台となっている。 
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40.1

36.5

8.4

1.2

3.6

9.0

1.2

22.6 

51.7 

8.4 

1.5 

2.3 

5.4 

7.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

令和3年度(n=167)
平成22年度(n=261)

《男性》

67.6

14.7

8.9

0.6

1.5

5.5

1.2

70.0 

15.6 

6.2 

0.6 

0.8 

2.3 

2.8 

1.7 

0%20%40%60%80%

令和3年度(n=327)
平成22年度(n=353)

主に、⾃分が介護すると
思う（している）

主に、配偶者・パートナーが
介護すると思う（している）

主に、その他の家族（⼥性）が
介護すると思う（している）

主に、その他の家族（男性）が
介護すると思う（している）

家族以外の⼈

その他

わからない

無回答

《⼥性》

※１

※２

 

【図12-4 経年⽐較 ⾃宅で介護をする場合の主担当者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「主に、配偶者が介護すると思う（している）」 

※２ 平成 22 年度調査のみの項目 

 

経年比較をみると、女性の回答に大きな変化はみられていないが、男性は「主に、配偶者・パートナーが介

護すると思う（している）」が低くなる一方で「主に、自分が介護すると思う（している）」が高くなっており、顕著な

変化がみられている。 
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⾏政や外部のサービスには
頼らず、⾃宅で家族等から

介護してもらいたい
2.9%

ホームヘルパーやデイサービス等
を利⽤しながら主に⾃宅で

介護してもらいたい
32.9%

特別養護⽼⼈ホーム、
有料⽼⼈ホーム等の
施設に⼊所したい

48.4%

その他
0.7%

わからない
12.0%

無回答
3.0%

(n=1,023)

（３）希望する⾃⾝の介護形態 
問 13 もし、あなた自身が介護を要する状態になった場合、どのようにしてほしいと思いますか。（○

は１つ） 

 

【図13-1 希望する⾃⾝の介護形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する自身の介護形態については、「特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等の施設に入所したい」が

48.4％で最も高く、次いで「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介護してもらいたい」

が 32.9％、「わからない」が 12.0％となっている。 
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4.8

33.7

43.9

1.5

13.5

2.6

9.5 

45.4 

28.7 

2.3 

11.5 

2.6 

0% 20% 40% 60%

令和3年度(n=392)
平成22年度(n=390)

《男性》

1.5

33.0

51.1

0.2

11.4

2.9

3.3 

44.6 

38.3 

2.0 

7.3 

4.6 

0%20%40%60%

令和3年度(n=613)
平成22年度(n=549)

⾏政や外部のサービスには頼らず、
⾃宅で家族等から介護してもらいたい

ホームヘルパーやデイサービス等を利⽤
しながら主に⾃宅で介護してもらいたい

特別養護⽼⼈ホーム、有料⽼⼈ホーム等の
施設に⼊所したい

その他

わからない

無回答

《⼥性》

※１

 

【表13-1 性別、年代別 希望する⾃⾝の介護形態】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾏
政
や
外
部
の
サ
ổ
ビ
ス
に
は

頼
ら
ず
︑
⾃
宅
で
家
族
等
か
ら
介

護
し
て
も
ら
い
た
い 

ホ
ổ
ム
ヘ
ル
パ
ổ
や
デ
イ
サ
ổ

ビ
ス
等
を
利
⽤
し
な
が
ら
主
に

⾃
宅
で
介
護
し
て
も
ら
い
た
い 

特
別
養
護
⽼
⼈
ホ
ổ
ム
︑
有
料
⽼

⼈
ホ
ổ
ム
等
の
施
設
に
⼊
所
し

た
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  2.9% 32.9% 48.4% 0.7% 12.0% 3.0% 
性
別 

⼥性 613  1.5% 33.0% 51.1% 0.2% 11.4% 2.9% 
男性 392  4.8% 33.7% 43.9% 1.5% 13.5% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  1.7% 37.1% 48.3% 1.7% 10.3% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% 30.9% 54.4% 1.5% 7.4% 4.4% 
40 歳代 110  -  28.2% 57.3% -  13.6% 0.9% 
50 歳代 94  -  19.1% 63.8% -  16.0% 1.1% 
60 歳代 93  1.1% 32.3% 49.5% -  11.8% 5.4% 
70 歳以上 194  3.1% 42.3% 42.3% -  8.8% 3.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  3.0% 23.9% 47.8% -  25.4% -  
30 歳代 35  5.7% 20.0% 57.1% -  17.1% -  
40 歳代 56  5.4% 33.9% 39.3% 7.1% 12.5% 1.8% 
50 歳代 83  2.4% 25.3% 48.2% 1.2% 19.3% 3.6% 
60 歳代 55  9.1% 36.4% 45.5% -  7.3% 1.8% 
70 歳以上 124  4.8% 46.0% 35.5% 0.8% 8.9% 4.0% 

 
性別にみると、男女ともに「特別養護老人ホーム、有料老人ホーム等の施設に入所したい」が最も高く、女

性の方が 7.2 ポイント高くなっている。男性では「わからない」が 13.5％で女性よりやや高くなっている。 

年代別にみると、男女ともに 70 歳以上で「ホームヘルパーやデイサービス等を利用しながら主に自宅で介

護してもらいたい」が高く男女とも４割台となっている。女性の 40～50 歳代では「特別養護老人ホーム、有料

老人ホーム等の施設に入所したい」が同年代の男性と比べて高く、40 歳代で 18.0 ポイント、50 歳代で 15.6

ポイントの差となっている。男性の 10・20 歳代では「わからない」が 25.4％と高くなっている。 

 
【図13-2 経年⽐較 希望する⾃⾝の介護形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 平成 22 年度調査では「特別養護老人ホーム等の施設に入所したい」 
 

経年比較をみると、男女ともに自宅介護の希望が低くなっている一方で「特別養護老人ホーム、有料老人

ホーム等の施設に入所したい」が高くなっている。  
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配偶者・パートナー
55.6%

息⼦
2.5%

娘
18.0%

息⼦の配偶者・パートナー 1.9%
娘の配偶者・パートナー 0.5%

その他の家族（⼥性） 1.4%
その他の家族（男性） 0.0%

その他 4.1%

わからない
13.9%

無回答
2.2%

(n=367)

（４）希望する⾃⾝の介護者 
《問 13 で「１」または「２」と答えられた方におたずねします。》 

問 13-1 自宅で介護される場合、主に誰に介護してもらいたいと思いますか。（○は１つ） 

 

【図13-3 希望する⾃⾝の介護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する自身の介護者については、「配偶者・パートナー」が 55.6％で最も高く、次いで「娘」が 18.0％、

「わからない」が 13.9％となっている。 

 

  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

67 

【表13-2 性別、年代別 希望する⾃⾝の介護者】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ 

息
⼦ 

娘 息
⼦
の
配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ 

娘
の
配
偶
者
・
パ
ổ
ト
ナ
ổ 

そ
の
他
の
家
族
︵
⼥
性
︶ 

そ
の
他
の
家
族
︵
男
性
︶ 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 367  55.6% 2.5% 18.0% 1.9% 0.5% 1.4% -  4.1% 13.9% 2.2% 
性
別 

⼥性 211  44.5％ 2.8％ 25.1％ 2.4％ 0.9％ 0.9％ - 4.3％ 17.1％ 1.9％ 
男性 151  71.5％ 2.0％ 7.9％ 1.3％ - 2.0％ - 4.0％ 9.3％ 2.0％ 

⼥
性 

10・20 歳代 45  37.8% -  15.6% -  -  6.7% -  2.2% 37.8% -  
30 歳代 22  36.4% 4.5% 18.2% -  -  4.5% -  9.1% 22.7% 4.5% 
40 歳代 31  51.6% 3.2% 12.9% -  -  -  -  3.2% 29.0% -  
50 歳代 18  50.0% -  11.1% -  -  -  -  5.6% 27.8% 5.6% 
60 歳代 31  48.4% 6.5% 12.9% -  6.5% -  -  9.7% 16.1% -  
70 歳以上 88  44.3% 2.3% 40.9% 5.7% -  -  -  2.3% 2.3% 2.3% 

男
性 

10・20 歳代 18  38.9% -  -  -  -  11.1% -  5.6% 44.4% -  
30 歳代 9  77.8% -  -  -  -  -  -  22.2% -  -  
40 歳代 22  68.2% -  4.5% -  -  4.5% -  4.5% 9.1% 9.1% 
50 歳代 23  69.6% 4.3% 8.7% -  -  -  -  -  17.4% -  
60 歳代 25  72.0% -  4.0% 4.0% -  4.0% -  4.0% 12.0% -  
70 歳以上 63  74.6% 3.2% 11.1% 1.6% -  -  -  3.2% 4.8% 1.6% 

 

性別にみると、男女ともに「配偶者・パートナー」が高く、女性で 44.5％、男性で 71.5％と男性の方が 27.0

ポイント高くなっている。次いで、女性では「娘」が 25.1％となっている。 

年代別にみると、女性では 40～60 歳代で「配偶者・パートナー」が高く、70 歳以上は「配偶者・パートナー」

が 44.3％、「娘」が 40.9％と拮抗している。男性では 30 歳代以上はいずれの年代も「配偶者・パートナー」が

高く７割前後を占めている。男女ともに 10・20 歳代は「わからない」が４割前後となっている。 
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71.5

2.0

7.9

1.3

0.0

2.0

0.0

4.0

9.3

2.0

81.3 

3.7 

5.6 

0.0 

0.0 

0.9 

0.5 

3.3 

0.9 

3.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度(n=151)
平成22年度(n=214)

《男性》

44.5

2.8

25.1

2.4

0.9

0.9

0.0

4.3

17.1

1.9

51.7 

3.4 

25.1 

1.1 

0.0 

1.9 

0.0 

4.2 

1.1 

9.5 

1.9 

0%20%40%60%80%100%

令和3年度(n=211)
平成22年度(n=263)

《⼥性》

※１

※２

配偶者・パートナー

息⼦

娘

息⼦の配偶者・パートナー

娘の配偶者・パートナー

その他の家族（⼥性）

その他の家族（男性）

家族以外の⼈

その他

わからない

無回答

※３

※４

 

【図13-4 経年⽐較 希望する⾃⾝の介護者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「配偶者」 

※２ 平成 22 年度調査では「息子の妻」 

※３ 平成 22 年度調査では「娘の夫」 

※４ 平成 22 年度調査のみの項目 

 

経年比較をみると、男女ともに「配偶者・パートナー」が低くなり、「わからない」が高くなっている。 
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７．男女の人権について 

（１）配偶者やパートナーからの暴⼒の認識 
問 14 あなたは、次の（ア）～（サ）のようなことが、配偶者・パートナーに対して行われた場合、

それを暴力だと思いますか。（各項目に○は１つ） 

 

【表14-1 配偶者やパートナーからの暴⼒の認識】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も
暴

⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は
暴

⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は
思
わ
な

い 無
回
答 

（ア）命に関わるくらいの、殴る、蹴るなどの⾏為を受ける 1,023  95.8% 1.0% -  3.2% 

（イ）命に関わるほどではないが、殴る、蹴るなどの⾏為を
受ける 1,023  90.2% 6.2% 0.4% 3.2% 

（ウ）お⾦を取り上げる、⽣活費を渡さない、無理やり借⾦
させるなど、経済的に苦しめられる 1,023  89.4% 6.5% 0.6% 3.5% 

（エ）嫌がっているのに性的な⾏為を強要されたり、避妊に
協⼒しない 1,023  86.3% 9.5% 0.7% 3.5% 

（オ）⾒たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を⾒せら
れる 1,023  76.1% 18.7% 1.8% 3.4% 

（カ）親や親戚の家に⾏かせない、友⼈と会わせないなど、
⾏動を制限される 1,023  70.2% 23.8% 2.2% 3.8% 

（キ）交友関係や電話を細かく監視される 1,023  65.1% 28.1% 3.2% 3.6% 

（ク）何を⾔っても無視される 1,023  64.4% 28.3% 3.0% 4.2% 

（ケ）「誰のおかげで⽣活できるんだ」「甲斐性なし」「お前は
⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な⼈間だ」などと⾔われる 1,023  80.2% 15.2% 1.0% 3.6% 

（コ）⼤声でどなられたり、脅されたりする 1,023  81.4% 14.2% 0.9% 3.5% 

（サ）⼦どもの⽬の前で、殴る、⼤声でどなるなどの⾏為を
受ける 1,023  90.0% 6.2% 0.5% 3.3% 

 

配偶者やパートナーからの暴力の認識をみると、「どんな場合でも暴力だと思う」は、「（キ）交友関係や電話

を細かく監視される」「（ク）何を言っても無視される」は６割台、「（オ）見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑

誌を見せられる」「（カ）親や親戚の家に行かせない、友人と会わせないなど、行動を制限される」は７割台とな

っており、これらの項目は「場合によっては暴力だと思う」が 18.7％～28.3％を占めている。その他の項目はい

ずれも「どんな場合でも暴力だと思う」が８割以上となっている。 
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【表14-2 性別、年代別 配偶者やパートナーからの暴⼒の認識】 
  

 
(ア)命に関わるくらいの、殴る、

蹴るなどの⾏為を受ける 
(イ)命に関わるほどではない

が、殴る、蹴るなどの⾏為
を受ける 

(ウ)お⾦を取り上げる、⽣活費
を渡さない、無理やり借⾦
させるなど、経済的に苦し
められる 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  95.8% 1.0% - 3.2% 90.2% 6.2% 0.4% 3.2% 89.4% 6.5% 0.6% 3.5% 
性
別 

⼥性 613  95.8% 0.7% - 3.6% 90.4% 5.7% 0.2% 3.8% 90.7% 4.9% 0.5% 3.9% 
男性 392  96.7% 1.0% - 2.3% 90.8% 6.4% 0.8% 2.0% 88.3% 8.4% 0.8% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  100.0% - - - 92.2% 7.8% - - 94.8% 5.2% - - 
30 歳代 68  95.6% - - 4.4% 88.2% 7.4% - 4.4% 88.2% 5.9% 1.5% 4.4% 
40 歳代 110  99.1% 0.9% - - 96.4% 3.6% - - 100.0% - - - 
50 歳代 94  100.0% - - - 96.8% 3.2% - - 96.8% 3.2% - - 
60 歳代 93  94.6% - - 5.4% 90.3% 4.3% - 5.4% 89.2% 5.4% - 5.4% 
70 歳以上 194  91.2% 1.5% - 7.2% 83.0% 8.8% 0.5% 7.7% 82.5% 8.2% 1.0% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  100.0% - - - 85.1% 13.4% 1.5% - 89.6% 9.0% 1.5% - 
30 歳代 35  100.0% - - - 88.6% 11.4% - - 100.0% - - - 
40 歳代 56  98.2% - - 1.8% 94.6% 3.6% - 1.8% 89.3% 8.9% - 1.8% 
50 歳代 83  96.4% 1.2% - 2.4% 95.2% 1.2% 1.2% 2.4% 88.0% 8.4% - 3.6% 
60 歳代 55  96.4% - - 3.6% 94.5% 3.6% - 1.8% 96.4% 1.8% - 1.8% 
70 歳以上 124  94.4% 2.4% - 3.2% 84.7% 10.5% 1.6% 3.2% 80.6% 13.7% 1.6% 4.0% 

 
  

 
(エ)嫌がっているのに性的な⾏

為を強要されたり、避妊に
協⼒しない 

(オ)⾒たくないのに、ポルノビ
デオやポルノ雑誌を⾒せら
れる 

(カ)親や親戚の家に⾏かせな
い、友⼈と会わせないなど、
⾏動を制限される 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  86.3% 9.5% 0.7% 3.5% 76.1% 18.7% 1.8% 3.4% 70.2% 23.8% 2.2% 3.8% 
性
別 

⼥性 613  87.1% 8.3% 0.8% 3.8% 77.5% 17.3% 1.5% 3.8% 72.9% 21.2% 1.8% 4.1% 
男性 392  86.2% 10.5% 0.5% 2.8% 74.7% 20.4% 2.3% 2.6% 66.1% 28.3% 2.8% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  98.3% 1.7% - - 92.2% 6.9% 0.9% - 81.9% 18.1% - - 
30 歳代 68  86.8% 7.4% 1.5% 4.4% 70.6% 20.6% 4.4% 4.4% 60.3% 30.9% 2.9% 5.9% 
40 歳代 110  94.5% 4.5% - 0.9% 81.8% 17.3% 0.9% - 80.9% 18.2% 0.9% - 
50 歳代 94  95.7% 4.3% - - 89.4% 10.6% - - 89.4% 9.6% 1.1% - 
60 歳代 93  84.9% 9.7% - 5.4% 78.5% 15.1% 1.1% 5.4% 73.1% 21.5% - 5.4% 
70 歳以上 194  76.8% 13.9% 2.1% 7.2% 65.5% 24.7% 2.1% 7.7% 61.3% 26.8% 3.6% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  95.5% 4.5% - - 86.6% 10.4% 3.0% - 62.7% 35.8% 1.5% - 
30 歳代 35  97.1% 2.9% - - 82.9% 17.1% - - 71.4% 28.6% - - 
40 歳代 56  92.9% 5.4% - 1.8% 76.8% 19.6% 1.8% 1.8% 66.1% 30.4% 1.8% 1.8% 
50 歳代 83  89.2% 8.4% - 2.4% 74.7% 22.9% - 2.4% 61.4% 34.9% 1.2% 2.4% 
60 歳代 55  87.3% 9.1% - 3.6% 78.2% 20.0% - 1.8% 70.9% 25.5% - 3.6% 
70 歳以上 124  73.4% 20.2% 1.6% 4.8% 66.1% 24.2% 4.8% 4.8% 66.1% 23.4% 5.6% 4.8% 
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(キ)交友関係や電話を細かく監

視される 
(ク)何を⾔っても無視される (ケ)「誰のおかげで⽣活できる

んだ」「甲斐性なし」「お前
は⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な
⼈間だ」などと⾔われる 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  65.1% 28.1% 3.2% 3.6% 64.4% 28.3% 3.0% 4.2% 80.2% 15.2% 1.0% 3.6% 
性
別 

⼥性 613  68.7% 24.6% 2.9% 3.8% 66.6% 26.8% 2.3% 4.4% 82.5% 12.9% 0.8% 3.8% 
男性 392  59.4% 34.4% 3.3% 2.8% 61.7% 31.4% 3.8% 3.1% 76.5% 19.4% 1.0% 3.1% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  73.3% 25.0% 1.7% - 75.9% 23.3% 0.9% - 92.2% 6.9% 0.9% - 
30 歳代 68  55.9% 29.4% 10.3% 4.4% 57.4% 35.3% 2.9% 4.4% 77.9% 14.7% 1.5% 5.9% 
40 歳代 110  80.9% 18.2% 0.9% - 73.6% 23.6% 1.8% 0.9% 90.0% 10.0% - - 
50 歳代 94  79.8% 18.1% 2.1% - 85.1% 13.8% 1.1% - 92.6% 7.4% - - 
60 歳代 93  65.6% 29.0% - 5.4% 66.7% 26.9% 1.1% 5.4% 80.6% 14.0% - 5.4% 
70 歳以上 194  59.8% 28.4% 4.1% 7.7% 53.1% 33.5% 4.1% 9.3% 73.7% 17.5% 1.5% 7.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  55.2% 35.8% 9.0% - 71.6% 22.4% 6.0% - 85.1% 11.9% 3.0% - 
30 歳代 35  62.9% 37.1% - - 74.3% 25.7% - - 82.9% 17.1% - - 
40 歳代 56  60.7% 35.7% 1.8% 1.8% 69.6% 26.8% 1.8% 1.8% 75.0% 19.6% 3.6% 1.8% 
50 歳代 83  51.8% 42.2% 3.6% 2.4% 60.2% 31.3% 6.0% 2.4% 74.7% 21.7% 1.2% 2.4% 
60 歳代 55  69.1% 25.5% 1.8% 3.6% 60.0% 32.7% 3.6% 3.6% 76.4% 20.0% - 3.6% 
70 歳以上 124  59.7% 31.5% 4.0% 4.8% 56.5% 34.7% 3.2% 5.6% 73.4% 20.2% 0.8% 5.6% 

 
  

 
(コ)⼤声でどなられたり、脅さ

れたりする 
(サ)⼦どもの⽬の前で、殴る、

⼤声でどなるなどの⾏為を
受ける 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  81.4% 14.2% 0.9% 3.5% 90.0% 6.2% 0.5% 3.3% 
性
別 

⼥性 613  84.8% 10.9% 0.7% 3.6% 91.4% 4.7% 0.3% 3.6% 
男性 392  76.8% 19.1% 1.0% 3.1% 89.0% 7.9% 0.5% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  91.4% 8.6% - - 98.3% 1.7% - - 
30 歳代 68  82.4% 11.8% 1.5% 4.4% 88.2% 5.9% 1.5% 4.4% 
40 歳代 110  90.9% 9.1% - - 98.2% 1.8% - - 
50 歳代 94  95.7% 4.3% - - 96.8% 3.2% - - 
60 歳代 93  87.1% 7.5% - 5.4% 90.3% 4.3% - 5.4% 
70 歳以上 194  73.2% 18.0% 1.5% 7.2% 84.5% 7.7% 0.5% 7.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  85.1% 11.9% 3.0% - 91.0% 7.5% 1.5% - 
30 歳代 35  91.4% 8.6% - - 94.3% 5.7% - - 
40 歳代 56  75.0% 19.6% 3.6% 1.8% 89.3% 8.9% - 1.8% 
50 歳代 83  77.1% 20.5% - 2.4% 92.8% 4.8% - 2.4% 
60 歳代 55  76.4% 20.0% - 3.6% 89.1% 7.3% - 3.6% 
70 歳以上 124  71.0% 22.6% 0.8% 5.6% 84.7% 10.5% 0.8% 4.0% 

 

性別にみると、「（キ）交友関係や電話を細かく監視される」では「どんな場合でも暴力だと思う」は女性で

68.7％、男性で 59.4％となっており、男性が 9.3 ポイント低くなっている。ほとんどの項目で、「どんな場合でも

暴力だと思う」の割合は女性の方が高くなっている。 

年代別にみると、男女とも 70 歳以上は、いずれの項目も 60 歳代以下に比べて「どんな場合でも暴力だと思

う」の割合が低い傾向がみられる。  
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（ア）命に関わるくらいのひどい暴⼒を受ける

（イ）命に関わるほどではないが、殴る、蹴る
   などの暴⼒を受ける

（ウ）お⾦を取り上げる、⽣活費を渡さない、
   無理やり借⾦させるなど、経済的に苦しめられる

（エ）嫌がっているのに性的な⾏為を強要されたり、
   避妊に協⼒しない

（オ）⾒たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を
   ⾒せられる

（カ）親や親戚の家に⾏かせない、友⼈と会わせない
   など、⾏動を制限される

（キ）交友関係や電話を細かく監視される

（ク）何を⾔っても無視される

（ケ）「誰のおかげで⽣活できるんだ」「甲斐性なし」
   「お前は⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な⼈間だ」など
   と⾔われる

（コ）⼤声でどなられたり、脅されたりする

（サ）⼦どもの⽬の前で、暴⼒をふるわれる

0% 5% 10% 15%
《性別》

1.0

0.0
1.2

0.3

2.7

0.3

2.3

0.0
0.2

0.0
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0.8

0.0
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0.9

7.7
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3.3

0.3

6.9

0.9

1.9

0.6
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8.1
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4.3

8.8
6.8

3.1

0.6

2.2
0.9

8.9
5.2

6.0
0.6

9.2
0.9

2.1
0.6

4.8
4.0

4.6
4.6

10.6
12.0

10.6
5.5

13.2
8.6

3.9
0.6

上段：⼥性(n=521)
下段：男性(n=325)

0.6

0.8

1.8

1.4

0.1

1.1

0.8

2.4

2.2

3.4

0.5

1.1

6.6

2.1

4.6

1.4

3.4

3.8

8.8

6.5

8.2

2.1

1.7

7.4

3.9

6.0

1.5

4.5

4.6

11.2

8.7

11.6

2.6

0% 5% 10% 15%

何度もあった 1，2度あった 合計

全体(n=850)

（２）配偶者やパートナーからの暴⼒の有無 
《配偶者・パートナー（事実婚・別居中を含む）がいる方（いた方）におたずねします。》 

問 15 あなたは、これまでに、配偶者・パートナーから、次の（ア）～（サ）の行為をされたことが

ありますか。（各項目に○は１つ） 

 

【図15-1 性別 配偶者やパートナーからの暴⼒の有無 − 暴⼒があった割合】 
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【表15-1 性別 配偶者やパートナーからの暴⼒の有無】 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐２
度
あ
ỵ
た

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

（ア）命に関わるくらいのひどい暴⼒を受ける 
全体 850  0.6% 1.1% 92.8% 5.5% 
⼥性 521  1.0% 1.2% 92.5% 5.4% 
男性 325  - 0.9% 93.5% 5.5% 

（イ）命に関わるほどではないが、殴る、蹴るなど
の⾏為を受ける 

全体 850  0.8% 6.6% 86.9% 5.6% 
⼥性 521  1.2% 7.7% 85.6% 5.6% 
男性 325  0.3% 4.9% 89.2% 5.5% 

（ウ）お⾦を取り上げる、⽣活費を渡さない、無理
やり借⾦させるなど、経済的に苦しめられる 

全体 850  1.8% 2.1% 90.6% 5.5% 
⼥性 521  2.7% 3.3% 88.7% 5.4% 
男性 325  0.3% 0.3% 93.8% 5.5% 

（エ）嫌がっているのに性的な⾏為を強要されたり、
避妊に協⼒しない 

全体 850  1.4% 4.6% 88.6% 5.4% 
⼥性 521  2.3% 6.9% 85.8% 5.0% 
男性 325  - 0.9% 93.2% 5.8% 

（オ）⾒たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌
を⾒せられる 

全体 850  0.1% 1.4% 92.7% 5.8% 
⼥性 521  0.2% 1.9% 92.5% 5.4% 
男性 325  - 0.6% 93.2% 6.2% 

（カ）親や親戚の家に⾏かせない、友⼈と会わせな
いなど、⾏動を制限される 

全体 850  1.1% 3.4% 90.0% 5.5% 
⼥性 521  1.2% 3.6% 89.8% 5.4% 
男性 325  0.9% 3.1% 90.5% 5.5% 

（キ）交友関係や電話を細かく監視される 
全体 850  0.8% 3.8% 89.6% 5.8% 
⼥性 521  1.0% 3.6% 89.6% 5.8% 
男性 325  0.6% 4.0% 89.8% 5.5% 

（ク）何を⾔っても無視される 
全体 850  2.4% 8.8% 83.2% 5.6% 
⼥性 521  2.5% 8.1% 83.9% 5.6% 
男性 325  2.2% 9.8% 82.5% 5.5% 

（ケ）「誰のおかげで⽣活できるんだ」「甲斐性なし」
「お前は⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な⼈間だ」な
どと⾔われる 

全体 850  2.2% 6.5% 85.6% 5.6% 
⼥性 521  2.9% 7.7% 83.7% 5.8% 
男性 325  1.2% 4.3% 88.9% 5.5% 

（コ）⼤声でどなられたり、脅されたりする 
全体 850  3.4% 8.2% 82.9% 5.4% 
⼥性 521  4.4% 8.8% 81.4% 5.4% 
男性 325  1.8% 6.8% 85.8% 5.5% 

（サ）⼦どもの⽬の前で、殴る、⼤声でどなるなど
の⾏為を受ける 

全体 850  0.5% 2.1% 91.8% 5.6% 
⼥性 521  0.8% 3.1% 90.6% 5.6% 
男性 325  - 0.6% 93.8% 5.5% 

 

配偶者やパートナーからの暴力の有無については、全項目で「まったくない」が８割以上を占めており、暴

力が『あった』（「何度もあった」と「１，２度あった」の合計）は、「（コ）大声でどなられたり、脅されたりする」で

11.6％、「（ク）何を言っても無視される」で 11.2％、「（ケ）『誰のおかげで生活できるんだ』『甲斐性なし』『お前

は馬鹿だ』『あなたは駄目な人間だ』などと言われる」で 8.7％と、他の項目に比べて高くなっている。 

性別にみると、男女ともに暴力が『あった』は「（ク）何を言っても無視される」で女性が 10.6％、男性が

12.0％と高くなっている。また、女性では暴力が『あった』は「（コ）大声でどなられたり、脅されたりする」で

13.2％、「（ケ）『誰のおかげで生活できるんだ』『甲斐性なし』『お前は馬鹿だ』『あなたは駄目な人間だ』などと

言われる」で 10.6％、「（エ）嫌がっているのに性的な行為を強要されたり、避妊に協力しない」で 9.2％、「（イ）

命に関わるほどではないが、殴る、蹴るなどの暴力を受ける」で 8.9％と高くなっている。 

「（キ）交友関係や電話を細かく監視される」「（ク）何を言っても無視される」以外は、女性の方が『あった』が

高くなっている。 
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【表15-2 年代別 配偶者やパートナーからの暴⼒の有無】 
  

 
(ア)命に関わるくらいのひどい

暴⼒を受ける 
(イ)命に関わるほどではない

が、殴る、蹴るなどの暴⼒
を受ける 

(ウ)お⾦を取り上げる、⽣活費
を渡さない、無理やり借⾦
させるなど、経済的に苦し
められる 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 850  0.6% 1.1% 92.8% 5.5% 0.8% 6.6% 86.9% 5.6% 1.8% 2.1% 90.6% 5.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 26  - - 100.0% - - 7.7% 92.3% - - 3.8% 96.2% - 
30 歳代 55  - 1.8% 98.2% - 1.8% 7.3% 90.9% - 3.6% 1.8% 94.5% - 
40 歳代 95  - - 100.0% - 1.1% 7.4% 91.6% - 2.1% 1.1% 96.8% - 
50 歳代 81  1.2% 1.2% 92.6% 4.9% 2.5% 7.4% 85.2% 4.9% 4.9% 3.7% 86.4% 4.9% 
60 歳代 89  1.1% 2.2% 91.0% 5.6% 1.1% 9.0% 83.1% 6.7% 3.4% 7.9% 83.1% 5.6% 
70 歳以上 189  1.6% 1.1% 87.3% 10.1% 0.5% 7.4% 82.0% 10.1% 1.6% 2.1% 86.2% 10.1% 

男
性 

10・20 歳代 12  - - 100.0% - 8.3% 8.3% 83.3% - - - 100.0% - 
30 歳代 28  - - 100.0% - 3.6% 7.1% 89.3% - - - 100.0% - 
40 歳代 46  - - 100.0% - - 10.9% 89.1% - 2.2% 2.2% 95.7% - 
50 歳代 71  - 1.4% 95.8% 2.8% - 7.0% 90.1% 2.8% - - 97.2% 2.8% 
60 歳代 52  - - 90.4% 9.6% - 1.9% 88.5% 9.6% - - 90.4% 9.6% 
70 歳以上 120  - 1.7% 89.2% 9.2% - 2.5% 88.3% 9.2% - - 90.8% 9.2% 

 
  

 
(エ)嫌がっているのに性的な⾏

為を強要されたり、避妊に
協⼒しない 

(オ)⾒たくないのに、ポルノビ
デオやポルノ雑誌を⾒せら
れる 

(カ)親や親戚の家に⾏かせな
い、友⼈と会わせないなど、
⾏動を制限される 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 850  1.4% 4.6% 88.6% 5.4% 0.1% 1.4% 92.7% 5.8% 1.1% 3.4% 90.0% 5.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 26  - 3.8% 96.2% - - - 100.0% - 3.8% - 96.2% - 
30 歳代 55  3.6% 5.5% 90.9% - - - 100.0% - 3.6% 1.8% 94.5% - 
40 歳代 95  5.3% 4.2% 90.5% - - 1.1% 98.9% - 1.1% 8.4% 90.5% - 
50 歳代 81  - 8.6% 86.4% 4.9% - 2.5% 92.6% 4.9% 1.2% 2.5% 91.4% 4.9% 
60 歳代 89  3.4% 10.1% 80.9% 5.6% 1.1% 2.2% 91.0% 5.6% 1.1% 4.5% 88.8% 5.6% 
70 歳以上 189  1.1% 6.3% 83.6% 9.0% - 2.6% 87.3% 10.1% - 2.1% 87.8% 10.1% 

男
性 

10・20 歳代 12  - - 100.0% - - - 100.0% - 8.3% 8.3% 83.3% - 
30 歳代 28  - - 100.0% - - - 100.0% - - 3.6% 96.4% - 
40 歳代 46  - - 100.0% - - - 100.0% - 2.2% 8.7% 89.1% - 
50 歳代 71  - 2.8% 94.4% 2.8% - - 97.2% 2.8% 1.4% 2.8% 93.0% 2.8% 
60 歳代 52  - - 90.4% 9.6% - - 90.4% 9.6% - - 90.4% 9.6% 
70 歳以上 120  - 0.8% 89.2% 10.0% - 1.7% 87.5% 10.8% - 1.7% 89.2% 9.2% 
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(キ)交友関係や電話を細かく監
視される 

(ク)何を⾔っても無視される (ケ)「誰のおかげで⽣活できる
んだ」「甲斐性なし」「お前
は⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な
⼈間だ」などと⾔われる 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 850  0.8% 3.8% 89.6% 5.8% 2.4% 8.8% 83.2% 5.6% 2.2% 6.5% 85.6% 5.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 26  3.8% - 96.2% - - - 100.0% - - 7.7% 92.3% - 
30 歳代 55  1.8% 3.6% 94.5% - 3.6% 5.5% 90.9% - 5.5% 9.1% 85.5% - 
40 歳代 95  1.1% 6.3% 92.6% - 5.3% 7.4% 87.4% - 4.2% 9.5% 86.3% - 
50 歳代 81  1.2% 3.7% 88.9% 6.2% 3.7% 8.6% 82.7% 4.9% 3.7% 6.2% 84.0% 6.2% 
60 歳代 89  1.1% 5.6% 87.6% 5.6% 2.2% 13.5% 78.7% 5.6% 5.6% 11.2% 77.5% 5.6% 
70 歳以上 189  - 1.6% 87.8% 10.6% 0.5% 6.9% 82.0% 10.6% - 5.3% 84.1% 10.6% 

男
性 

10・20 歳代 12  8.3% - 91.7% - - 16.7% 83.3% - - 8.3% 91.7% - 
30 歳代 28  - 3.6% 96.4% - - 3.6% 96.4% - - - 100.0% - 
40 歳代 46  2.2% 15.2% 82.6% - 4.3% 15.2% 80.4% - 2.2% 10.9% 87.0% - 
50 歳代 71  - 2.8% 94.4% 2.8% 4.2% 9.9% 83.1% 2.8% 2.8% 4.2% 90.1% 2.8% 
60 歳代 52  - 1.9% 88.5% 9.6% - 11.5% 78.8% 9.6% - 5.8% 84.6% 9.6% 
70 歳以上 120  0.8% 1.7% 88.3% 9.2% 1.7% 7.5% 81.7% 9.2% 0.8% 2.5% 87.5% 9.2% 

 
   (コ)⼤声でどなられたり、脅さ

れたりする 
(サ)⼦どもの⽬の前で、暴⼒を

ふるわれる 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 850  3.4% 8.2% 82.9% 5.4% 0.5% 2.1% 91.8% 5.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 26  3.8% 3.8% 92.3% - - - 100.0% - 
30 歳代 55  5.5% 10.9% 83.6% - 1.8% 3.6% 94.5% - 
40 歳代 95  8.4% 7.4% 84.2% - 1.1% 4.2% 94.7% - 
50 歳代 81  3.7% 14.8% 76.5% 4.9% 1.2% 1.2% 92.6% 4.9% 
60 歳代 89  6.7% 6.7% 80.9% 5.6% - 5.6% 88.8% 5.6% 
70 歳以上 189  1.1% 7.9% 81.0% 10.1% 0.5% 2.1% 86.8% 10.6% 

男
性 

10・20 歳代 12  - - 100.0% - - - 100.0% - 
30 歳代 28  - 3.6% 96.4% - - - 100.0% - 
40 歳代 46  6.5% 13.0% 80.4% - - - 100.0% - 
50 歳代 71  1.4% 9.9% 85.9% 2.8% - 1.4% 95.8% 2.8% 
60 歳代 52  - 5.8% 84.6% 9.6% - - 90.4% 9.6% 
70 歳以上 120  1.7% 4.2% 85.0% 9.2% - 0.8% 90.0% 9.2% 
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年代別にみると、暴力が『あった』は「（イ）命に関わるほどではないが、殴る、蹴るなどの暴力を受ける」では、

女性は年代による違いはあまりみられないが、男性は 40 歳代以下で高く 10・20 歳代で 16.6％と高くなってい

る。「（ウ）お金を取り上げる、生活費を渡さない、無理やり借金させるなど、経済的に苦しめられる」「（エ）嫌が

っているのに性的な行為を強要されたり、避妊に協力しない」では、女性の 60 歳代でそれぞれ 11.3％、

13.5％と高くなっている。 

「（カ）親や親戚の家に行かせない、友人と会わせないなど、行動を制限される」では、男性の 10・20 歳代で

16.6％と高くなっている。「（キ）交友関係や電話を細かく監視される」では、男性の40歳代で17.4％と高くなっ

ている。「（ク）何を言っても無視される」では、男性の 40 歳代で 19.5％と高くなっている。「（ケ）『誰のおかげで

生活できるんだ』『甲斐性なし』『お前は馬鹿だ』『あなたは駄目な人間だ』などと言われる」では、女性の 60 歳

代で 16.8％と高くなっている。「（コ）大声でどなられたり、脅されたりする」では、女性の 50 歳代で 18.5％、男

性の 40 歳代で 19.5％と高くなっている。 
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（ア）命に関わるくらいのひどい暴⼒を受ける

（ク）何を⾔っても無視される

（ケ）「誰のおかげで⽣活できるんだ」「甲斐性なし」
   「お前は⾺⿅だ」「あなたは駄⽬な⼈間だ」など
   と⾔われる

（コ）⼤声でどなられたり、脅されたりする

（イ）命に関わるほどではないが、殴る、蹴る
   などの暴⼒を受ける

（ウ）お⾦を取り上げる、⽣活費を渡さない、
   無理やり借⾦させるなど、経済的に苦しめられる

（エ）嫌がっているのに性的な⾏為を強要されたり、
   避妊に協⼒しない

（オ）⾒たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を
   ⾒せられる

（カ）親や親戚の家に⾏かせない、友⼈と会わせない
   など、⾏動を制限される

（キ）交友関係や電話を細かく監視される
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上段：令和3年度(n=521)
下段：平成22年度(n=451)
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上段：令和3年度(n=325)
下段：平成22年度(n=312)

 

【図15-2 経年⽐較 配偶者やパートナーからの暴⼒の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「(サ)子どもの目の前で、暴力をふるわれる」は令和 3年度調査のみの項目 

 

経年比較をみると、３ポイント以上の差があるのは、女性が「（ケ）「『誰のおかげで生活できるんだ』『甲斐性

なし』『お前は馬鹿だ』『あなたは駄目な人間だ』などと言われる」と「（コ）大声でどなられたり、脅されたりする」

で、それぞれ低くなっている。男性では「（ク）何を言っても無視される」が高くなっている。 
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19.7

18.8

2.8

2.3

2.3

1.8

0.9

0.5

0.5

0.0

0.0

0.5

57.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

友⼈・知⼈に相談した

家族・親戚に相談した

警察に連絡・相談した

市役所のＤＶ相談や
⼈権・男⼥共同参画課に相談した

弁護⼠に相談した

市役所のその他の部署に相談した

医療機関に相談した

⼤阪府⼥性相談センターに相談した

⼦ども家庭センターに相談した

⼈権擁護委員・法務局などに相談した

学校関係者に相談した

その他

どこにも相談しなかった

無回答

全体(n=  218、
回答総数=  234(107.3%))

22.2

22.9

3.3

2.0

2.6

2.0

0.7

0.7

0.7

0.0

0.0

0.7

50.3

8.5

14.3

9.5

1.6

3.2

1.6

1.6

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

74.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

⼥性(n=  153、
回答総数=  165(107.8%))

男性(n=   63、
回答総数=   68(107.9%))

《性別》

（３）配偶者やパートナーからの暴⼒の相談相⼿ 
《問 15 で「何度もあった」、「１，２度あった」に１つでも○をつけられた方におたずねします。》 

問 15-1 あなたは、そのことを誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○はいくつでも） 

 

【図15-3 性別 配偶者やパートナーからの暴⼒の相談相⼿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者やパートナーからの暴力の相談相手は、「どこにも相談しなかった」が 57.3％で最も高く、次いで「友

人・知人に相談した」が 19.7％、「家族・親戚に相談した」が 18.8％となっている。 

性別にみると、「どこにも相談しなかった」は女性で 50.3％、男性で 74.6％と高く、男性の方が 24.3 ポイント

高くなっている。女性では「友人・知人に相談した」「家族・親戚に相談した」が約２割となっており、男性より高

くなっている。 
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【表15-3 年代別 配偶者やパートナーからの暴⼒の相談相⼿】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

友
⼈
・
知
⼈
に
相
談
し

た 家
族
・
親
戚
に
相
談
し

た 警
察
に
連
絡
・
相
談
し

た 市
役
所
の
Ｄ
Ｖ
相
談

や
⼈
権
・
男
⼥
共
同
参

画
課
に
相
談
し
た 

弁
護
⼠
に
相
談
し
た 

市
役
所
の
そ
の
他
の

部
署
に
相
談
し
た 

医
療
機
関
に
相
談
し

た ⼤
阪
府
⼥
性
相
談
セ

ン
タ
ổ
に
相
談
し
た 

⼦
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ổ
に
相
談
し
た 

⼈
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
な
ど
に
相
談
し
た 

全体 218  19.7% 18.8% 2.8% 2.3% 2.3% 1.8% 0.9% 0.5% 0.5% - 

⼥
性 

10・20 歳代 4  50.0% - - - - 25.0% - - - - 
30 歳代 15  26.7% 33.3% 6.7% 13.3% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% - 
40 歳代 27  25.9% 33.3% 7.4% - 3.7% 3.7% - - - - 
50 歳代 23  17.4% 17.4% 4.3% - 4.3% - - - - - 
60 歳代 33  24.2% 24.2% 3.0% - - - - - - - 
70 歳以上 52  19.2% 17.3% - 1.9% 1.9% - - - - - 

男
性 

10・20 歳代 5  60.0% - - - - - - - - - 
30 歳代 3  - - - - - - - - - - 
40 歳代 17  17.6% - 5.9% 5.9% 5.9% - - - - - 
50 歳代 18  11.1% 27.8% - 5.6% - - - - - - 
60 歳代 7  14.3% - - - - - - - - - 
70 歳以上 15  6.7% 6.7% - - - 6.7% 6.7% - - - 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

学
校
関
係
者
に
相
談

し
た 

そ
の
他 

ど
こ
に
も
相
談
し
な

か
ỵ
た 

無
回
答 

全体 218  - 0.5% 57.3% 6.9% 

⼥
性 

10・20 歳代 4  - - 25.0% - 
30 歳代 15  - - 46.7% - 
40 歳代 27  - - 44.4% 7.4% 
50 歳代 23  - - 56.5% 4.3% 
60 歳代 33  - - 48.5% 6.1% 
70 歳以上 52  - 1.9% 53.8% 15.4% 

男
性 

10・20 歳代 5  - - 40.0% - 
30 歳代 3  - - 100.0% - 
40 歳代 17  - - 76.5% - 
50 歳代 18  - - 66.7% - 
60 歳代 7  - - 85.7% - 
70 歳以上 15  - - 80.0% 6.7% 

 

 

年代別にみると、女性の 30 歳代、40 歳代は「家族・親戚に相談した」が他の年代よりも高くなっている。男

性は女性に比べて、いずれの年代も「どこにも相談しなかった」が高くなっている。 
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14.3

9.5

1.6

3.2

1.6

1.6

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

74.6

1.6

8.7 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

2.2 

2.2 

71.7 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80%

令和3年度(n=   63、
回答総数=   68(107.9%))
平成22年度(n=   46、
回答総数=   41(89.1%))

《男性》

22.2

22.9

3.3

2.0

2.6

2.0

0.7

0.7

0.7

0.0

0.0

0.7

50.3

8.5

23.9 

26.9 

2.2 

3.7 

3.0 

0.7 

3.0 

2.2 

0.0 

0.0 

6.0 

45.5 

9.7 

0%20%40%60%80%

令和3年度(n=  153、
回答総数=  165(107.8%))
平成22年度(n=  134、
回答総数=  157(117.2%))

友⼈・知⼈に相談した

家族・親戚に相談した

警察に連絡・相談した

市役所のＤＶ相談や⼈権・
男⼥共同参画課に相談した

弁護⼠に相談した

市役所のその他の部署
に相談した

医療機関に相談した

⼤阪府⼥性相談センター
に相談した

⼦ども家庭センター
に相談した

⼈権擁護委員・法務局など
に相談した

学校関係者に相談した

その他

どこにも相談しなかった

無回答

《⼥性》

※１

※２

※３

※４

 

【図15-4 経年⽐較 配偶者やパートナーからの暴⼒の相談相⼿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「家族に相談した」 

※２ 平成 22 年度調査では「市役所の女性相談や男女共同参画課に相談した」 

※３ 平成 22 年度調査では「医者に相談した」 

※４ 令和 3 年度調査のみの項目 

 

経年比較をみると、男女とも「どこにも相談しなかった」がわずかに高くなっている。「友人・知人に相談した」

「家族・親戚に相談した」は、女性ではわずかに低くなっているが、男性では高くなっている。 
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（４）配偶者やパートナーからの暴⼒の相談先を知った⼿段 
《問 15-1 で「2」、「3」、「4」、「5」、「6」のいずれかに○をされた方におたずねします。》 

問 15-2 相談窓口をどのような手段で知りましたか。（○はいくつでも） 

 

【表15-4 性別 配偶者やパートナーからの暴⼒の相談先を知った⼿段】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

イ
ン
タ
ổ
ネ
ỿ
ト
︵
ホ

ổ
ム
ペ
ổ
ジ
︑
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
︶ 

市
の
広
報
誌 

書
籍
︑
雑
誌 

知
り
合
い
か
ら
の
紹

介 ポ
ス
タ
ổ 

パ
ン
フ
レ
ỿ
ト
︑
リ
ổ

フ
レ
ỿ
ト
︑
相
談
カ
ổ

ド テ
レ
ビ
︑
ラ
ジ
オ
︵
ニ

ἁ
ổ
ス
︑
テ
レ
ビ
番
組

等
︶ 

ケ
ổ
ブ
ル
テ
レ
ビ 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 9  5 ⼈ 2 ⼈ 1 ⼈ 1 ⼈ -  -  -  -  1 ⼈ -  

性
別 

⼥性 6  4 ⼈ 1 ⼈ -  -  -  -  -  -  1 ⼈ -  

男性 3  1 ⼈ 1 ⼈ 1 ⼈ 1 ⼈ -  -  -  -  -  -  

 

公的機関の相談窓口に相談した人９人がその相談窓口を知った手段は、「インターネット（ホームページ、

ＳＮＳなど）」が55.6％（５人）で最も高く、次いで「市の広報誌」が22.2％（２人）、「書籍、雑誌」「知り合いからの

紹介」「その他」がいずれも 11.1％（１人）となっている。 

性別にみると、女性では「インターネット（ホームページ、ＳＮＳなど）」が 66.7％（４人）、「市の広報誌」が

16.7％（１人）となっている。男性では「インターネット（ホームページ、ＳＮＳなど）」「市の広報誌」「書籍、雑誌」

「知り合いからの紹介」がいずれも 33.3％（１人）となっている。 
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54.4

28.0

22.4

22.4

10.4

10.4

8.8

8.8

8.0

3.2

1.6

1.6

4.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

相談するほどのことではないと思った

相談しても無駄だと思った

⾃分さえ我慢したら、何とか
このままやっていけると思った

⾃分にも悪いところがある

恥ずかしくて誰にも⾔えなかった

他⼈を巻き込みたくない

どこに（誰に）相談したら
よいのかわからなかった

そのことについて思い出したくない

世間体が悪い

相⼿の⾏為は愛情の表現だと思った

相談したことがわかると仕返しを受けたり、
もっとひどい暴⼒を受けると思った

担当者（相談相⼿）の⾔動により、
不快な思いをすると思った

その他

無回答 全体(n=  125、
回答総数=  230(184.0%))

51.9

28.6

26.0

19.5

13.0

10.4

13.0

10.4

7.8

5.2

2.6

2.6

5.2

0.0

59.6

27.7

17.0

27.7

6.4

10.6

2.1

6.4

8.5

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

⼥性(n=   77、
回答総数=  151(196.1%))

男性(n=   47、
回答総数=   79(168.1%))

《性別》

（５）配偶者やパートナーからの暴⼒を相談しなかった理由 
《問 15-1 で「13.どこにも相談しなかった」と答えられた方におたずねします。》 

問 15-3 相談しなかったのはなぜですか。（○はいくつでも） 

 

【図15-5 性別 配偶者やパートナーからの暴⼒を相談しなかった理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者やパートナーからの暴力を相談しなかった理由は、「相談するほどのことではないと思った」が

54.4％で最も高く、次いで「相談しても無駄だと思った」が 28.0％、「自分さえ我慢したら、何とかこのままやっ

ていけると思った」と「自分にも悪いところがある」がともに 22.4％となっている。 

性別にみると、「相談するほどのことではないと思った」は男性で 59.6％となっており、女性より 7.7 ポイント

高くなっている。「相談しても無駄だと思った」は男女で大きな違いはみられないが、「自分さえ我慢したら、何

とかこのままやっていけると思った」は女性が 9.0 ポイント、「自分にも悪いところがある」は男性が 8.2 ポイント

高くなっている。 
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【表15-5 年代別 配偶者やパートナーからの暴⼒を相談しなかった理由】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
と
思
ỵ
た 

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思

ỵ
た 

⾃
分
さ
え
我
慢
し
た
ら
︑

何
と
か
こ
の
ま
ま
や
ỵ
て

い
け
る
と
思
ỵ
た 

⾃
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
る 

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
⾔

え
な
か
ỵ
た 

他
⼈
を
巻
き
込
み
た
く
な

い ど
こ
に
︵
誰
に
︶
相
談
し

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

か
ỵ
た 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い

出
し
た
く
な
い 

世
間
体
が
悪
い 

相
⼿
の
⾏
為
は
愛
情
の
表

現
だ
と
思
ỵ
た 

全体 125  54.4% 28.0% 22.4% 22.4% 10.4% 10.4% 8.8% 8.8% 8.0% 3.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 1  - - 100.0% - - - 100.0% - - - 
30 歳代 7  71.4% 28.6% 28.6% 28.6% 14.3% 42.9% 14.3% - 28.6% 14.3% 
40 歳代 12  25.0% 50.0% 41.7% 16.7% 8.3% 8.3% 25.0% 16.7% 16.7% 8.3% 
50 歳代 13  61.5% 38.5% 30.8% 30.8% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7% 7.7% 7.7% 
60 歳代 16  25.0% 31.3% 37.5% 18.8% 18.8% 18.8% 12.5% 18.8% - - 
70 歳以上 28  71.4% 14.3% 7.1% 14.3% 10.7% - 3.6% 7.1% 3.6% 3.6% 

男
性 

10・20 歳代 2  100.0% - - - - - - - - 50.0% 
30 歳代 3  66.7% - 33.3% 33.3% - 33.3% - - 33.3% - 
40 歳代 13  38.5% 38.5% 15.4% 15.4% 7.7% - - - - - 
50 歳代 12  58.3% 41.7% 25.0% 33.3% 8.3% 25.0% - 25.0% - - 
60 歳代 6  83.3% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% - 16.7% - - - 
70 歳以上 12  66.7% 16.7% 8.3% 41.7% - 8.3% - - 25.0% - 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
仕

返
し
を
受
け
た
り
︑も
ỵ
と
ひ
ど

い
暴
⼒
を
受
け
る
と
思
ỵ
た 

担
当
者︵
相
談
相
⼿
︶の
⾔
動
に

よ
り
︑不
快
な
思
い
を
す
る
と
思

ỵ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 125  1.6% 1.6% 4.0% 0.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 1  - - - - 
30 歳代 7  - 14.3% 14.3% - 
40 歳代 12  8.3% 8.3% 8.3% - 
50 歳代 13  - - 7.7% - 
60 歳代 16  6.3% - 6.3% - 
70 歳以上 28  - - - - 

男
性 

10・20 歳代 2  - - - - 
30 歳代 3  - - - - 
40 歳代 13  - - 7.7% - 
50 歳代 12  - - - - 
60 歳代 6  - - - - 
70 歳以上 12  - - - - 

 

年代別にみると、女性の 40 歳代では「相談しても無駄だと思った」「自分さえ我慢したら、何とかこのままや

っていけると思った」の回答が他の年代に比べて高くなっている。男性では、40 歳代、50 歳代で「相談しても

無駄だと思った」が高くなっている。 
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84 

84.1

23.8

15.9

13.7

11.5

10.9

9.8

8.4

5.4

5.0

0.2

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察

市役所の⼈権・男⼥共同参画課

市役所のその他の部署

⼤阪府⼥性相談センター

法テラス

⺠間の機関（ＮＰＯ法⼈等）

医療機関

⼈権擁護委員・法務局など

内閣府のＤＶ相談＋（プラス）、ＤＶ相談ナビ

⼦ども家庭センター

その他

無回答 全体(n=1,023、
回答総数=1,930(188.7%))

85.0

20.6

16.6

18.6

10.1

11.6

9.6

6.5

5.4

5.1

0.0

6.9

84.2

28.3

15.3

6.1

13.3

10.2

10.2

11.5

5.4

4.8

0.5

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⼥性(n=  613、
回答総数=1,159(189.1%))

男性(n=  392、
回答総数=  744(189.8%))

《性別》

（６）配偶者から暴⼒を受けた場合の相談機関で知っているもの 
問 16 あなたは、配偶者・パートナーからの暴力を受けた場合の相談先として、どのような相談機関

を知っていますか。（○はいくつでも） 

 

【図16-1 性別 配偶者から暴⼒を受けた場合の相談機関で知っているもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者から暴力を受けた場合の相談機関で知っているものは、「警察」が 84.1％で最も高く、次いで「市役

所の人権・男女共同参画課」が 23.8％、「市役所のその他の部署」が 15.9％、「大阪府女性相談センター」が

13.7％、「法テラス」が11.5％、「民間の機関（ＮＰＯ法人等）」が10.9％、「医療機関」が9.8％となっており、「警

察」以外の認知は低い。 

性別にみると、男女ともに「警察」が女性で 85.0％、男性で 84.2％と高くなっている。次いで、女性では「市

役所の人権・男女共同参画課」が 20.6％、「大阪府女性相談センター」が 18.6％となっており、男性では「市

役所の人権・男女共同参画課」が28.3％、「市役所のその他の部署」が15.3％となっている。「市役所の人権・

男女共同参画課」「大阪府女性相談センター」でやや違いがみられる程度で、相談機関の認知状況に男女

の差はほとんどみられない。 
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【表16-1 年代別 配偶者から暴⼒を受けた場合の相談機関で知っているもの】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

警
察 

市
役
所
の
⼈
権
・
男
⼥

共
同
参
画
課 

市
役
所
の
そ
の
他
の

部
署 

⼤
阪
府
⼥
性
相
談
セ

ン
タ
ổ 

法
テ
ラ
ス 

⺠
間
の
機
関
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
⼈
等
︶ 

医
療
機
関 

⼈
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
な
ど 

内
閣
府
の
Ｄ
Ｖ
相
談

＋
︵
プ
ラ
ス
︶︑
Ｄ
Ｖ

相
談
ナ
ビ 

⼦
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ổ 

全体 1,023  84.1% 23.8% 15.9% 13.7% 11.5% 10.9% 9.8% 8.4% 5.4% 5.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  93.1% 19.8% 6.9% 14.7% 18.1% 19.8% 21.6% 7.8% 10.3% 9.5% 
30 歳代 68  94.1% 26.5% 11.8% 11.8% 11.8% 19.1% 14.7% 4.4% 5.9% 7.4% 
40 歳代 110  86.4% 15.5% 17.3% 20.0% 14.5% 9.1% 16.4% 3.6% 3.6% 7.3% 
50 歳代 94  92.6% 17.0% 22.3% 26.6% 12.8% 11.7% 9.6% 2.1% 8.5% 7.4% 
60 歳代 93  92.5% 24.7% 14.0% 26.9% 10.8% 9.7% 6.5% 6.5% 7.5% 3.2% 
70 歳以上 194  71.6% 20.1% 18.0% 12.9% 2.1% 8.2% 2.6% 10.3% 1.5% 1.0% 

男
性 

10・20 歳代 67  89.6% 25.4% 14.9% 7.5% 20.9% 20.9% 20.9% 7.5% 13.4% 7.5% 
30 歳代 35  91.4% 25.7% 11.4% 11.4% 20.0% 20.0% 14.3% 8.6% 2.9% 5.7% 
40 歳代 56  85.7% 32.1% 16.1% 7.1% 28.6% 12.5% 12.5% 7.1% 3.6% 1.8% 
50 歳代 83  91.6% 25.3% 14.5% 8.4% 13.3% 7.2% 10.8% 3.6% 9.6% 6.0% 
60 歳代 55  78.2% 30.9% 12.7% 7.3% 12.7% 9.1% 9.1% 16.4% 3.6% 5.5% 
70 歳以上 124  79.0% 28.2% 17.7% 2.4% 4.0% 5.6% 6.5% 18.5% 1.6% 3.2% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 7.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 0.9% 
30 歳代 68  - 2.9% 
40 歳代 110  - 1.8% 
50 歳代 94  - 2.1% 
60 歳代 93  - 2.2% 
70 歳以上 194  - 17.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 4.5% 
30 歳代 35  - - 
40 歳代 56  - 8.9% 
50 歳代 83  1.2% 4.8% 
60 歳代 55  1.8% 10.9% 
70 歳以上 124  - 10.5% 

 

年代別にみると、「警察」は女性の 70 歳以上と男性の 60 歳代以上で他の年齢層に比べて低く７割台となっ

ている。男女ともに「民間の機関（ＮＰＯ法人等）」は 30 歳代以下で高く、男女ともに年代が低くなるほど「医療

機関」が高くなる傾向となっている。男性の 40 歳代で「法テラス」が 28.6％と高くなっている。 
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84.2

28.3

15.3

6.1

13.3

10.2

10.2

11.5

5.4

4.8

0.5

7.9

65.9 

15.9 

9.7 

4.6 

23.8 

1.8 

7.2 

14.1 

20.3 

5.4 

2.6 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度(n=  392、
回答総数=  744(189.8%))

平成22年度(n=  390、
回答総数=  668(171.3%))

《男性》

85.0

20.6

16.6

18.6

10.1

11.6

9.6

6.5

5.4

5.1

0.0

6.9

63.4 

17.7 

6.2 

18.2 

15.8 

2.7 

7.5 

6.4 

31.3 

5.1 

2.4 

11.1 

0%20%40%60%80%100%

令和3年度(n=  613、
回答総数=1,159(189.1%))

平成22年度(n=  549、
回答総数=  970(176.7%))

警察

市役所の⼈権・
男⼥共同参画課

市役所のその他の部署

⼤阪府⼥性相談センター

法テラス

⺠間の機関（ＮＰＯ法⼈等）

医療機関

⼈権擁護委員・法務局など

内閣府のＤＶ相談＋
（プラス）、ＤＶ相談ナビ

⼦ども家庭センター

その他

無回答

《⼥性》

※１

※２

※３

※４

 

【図16-2 経年⽐較 配偶者から暴⼒を受けた場合の相談機関で知っているもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ 平成 22 年度調査では「市役所の女性相談や男女共同参画課」 

※２ 平成 22 年度調査では「弁護士」 

※３ 平成 22 年度調査では「医者」 

※４ 平成 22 年度調査では「ＤＶホットライン」 

 

経年比較をみると、男女ともに「警察」「市役所の人権・男女共同参画課」「市役所のその他の部署」「民間

の機関（ＮＰＯ法人等）」は前回調査と比べて高くなっており、「警察」は女性で 21.6 ポイント、男性で 18.3 ポイ

ントの増加となっている。前回調査と同一項目は概ね認知率が高くなっている。 

 

 

 

  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

87 

(n=1,023)

44.9

37.1

63.5

56.9

62.0

91.4

79.9

82.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どんな場合でも暴⼒だと思う

（ア）相⼿がどこで何をしているのか気になり、必要以上に
メール、ＳＮＳ、携帯電話で細かくチェックする

（イ）相⼿の都合や意⾒を聞かず、⼆⼈のことを何でも
⾃分で決める

（ウ）メールや通信履歴を勝⼿に⾒たり、メールアドレスを
勝⼿に消す

（エ）友⼈との付き合いに⼲渉する、他の⼈との付き合いを
させない

（オ）デート費⽤をいつも負担させる、
借りたお⾦を返さない

（カ）殴る、蹴る、髪の⽑を引っぱるなどする

（キ）無理やりキスをしたり、体をさわってくる

（ク）別れ話をしても、相⼿がしつこくつきまとったり、
不愉快な内容のメールや電話をしてくる

（７）デート DV の認識 
問 17 デートＤＶについてお聞きします。あなたは、次の（ア）～（ク）のようなことが、交際相手

に対して行われた場合、それを暴力だと思いますか。（各項目に○は１つ） 

 

【図17-1 デートDVの認識 − 「どんな場合でも暴⼒だと思う」割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表17-1 デートDVの認識】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
⼒
だ
と
思

う 場
合
に
よ
ỵ
て

は
暴
⼒
だ
と
思

う 暴
⼒
だ
と
は
思

わ
な
い 

無
回
答 

（ア）相⼿がどこで何をしているのか気になり、必要以上に
メール、ＳＮＳ、携帯電話で細かくチェックする 1,023  44.9% 43.7% 5.9% 5.6% 

（イ）相⼿の都合や意⾒を聞かず、⼆⼈のことを何でも⾃分
で決める 1,023  37.1% 47.0% 10.0% 5.9% 

（ウ）メールや通信履歴を勝⼿に⾒たり、メールアドレスを
勝⼿に消す 1,023  63.5% 27.4% 3.3% 5.8% 

（エ）友⼈との付き合いに⼲渉する、他の⼈との付き合いを
させない 1,023  56.9% 33.1% 4.2% 5.8% 

（オ）デート費⽤をいつも負担させる、借りたお⾦を返さな
い 1,023  62.0% 26.9% 5.1% 6.1% 

（カ）殴る、蹴る、髪の⽑を引っぱるなどする 1,023  91.4% 2.5% 0.5% 5.6% 

（キ）無理やりキスをしたり、体をさわってくる 1,023  79.9% 13.2% 1.2% 5.8% 

（ク）別れ話をしても、相⼿がしつこくつきまとったり、不
愉快な内容のメールや電話をしてくる 1,023  82.6% 10.6% 1.2% 5.7% 
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デートＤＶの認識が相対的に低い項目についてみると、「（イ）相手の都合や意見を聞かず、二人のことを何

でも自分で決める」は「場合によっては暴力だと思う」が 47.0％で最も高く、「暴力だとは思わない」が 10.0％で

他の項目より高くなっている。「（ア）相手がどこで何をしているのか気になり、必要以上にメール、ＳＮＳ、携帯

電話で細かくチェックする」は、「どんな場合でも暴力だと思う」と「場合によっては暴力だと思う」がほぼ同程度

である。「（ウ）メールや通信履歴を勝手に見たり、メールアドレスを勝手に消す」「（エ）友人との付き合いに干

渉する、他の人との付き合いをさせない」「（オ）デート費用をいつも負担させる、借りたお金を返さない」では、

「どんな場合でも暴力だと思う」が約６割、「場合によっては暴力だと思う」が約３割となっている。 

 

【表17-2 性別、年代別 デートDVの認識】 
  

 
(ア)相⼿がどこで何をしている

のか気になり、必要以上に
メール、ＳＮＳ、携帯電話
で細かくチェックする 

(イ)相⼿の都合や意⾒を聞か
ず、⼆⼈のことを何でも⾃
分で決める 

(ウ)メールや通信履歴を勝⼿に
⾒たり、メールアドレスを
勝⼿に消す 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  44.9% 43.7% 5.9% 5.6% 37.1% 47.0% 10.0% 5.9% 63.5% 27.4% 3.3% 5.8% 
性
別 

⼥性 613  45.4% 42.6% 5.9% 6.2% 37.0% 46.3% 10.1% 6.5% 64.3% 25.8% 3.8% 6.2% 
男性 392  44.4% 46.4% 5.6% 3.6% 37.2% 50.0% 9.2% 3.6% 63.3% 30.6% 2.3% 3.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  33.6% 52.6% 13.8% - 41.4% 44.0% 14.7% - 68.1% 26.7% 5.2% - 
30 歳代 68  33.8% 47.1% 19.1% - 27.9% 51.5% 20.6% - 52.9% 35.3% 11.8% - 
40 歳代 110  40.9% 51.8% 6.4% 0.9% 40.9% 50.0% 8.2% 0.9% 62.7% 30.9% 5.5% 0.9% 
50 歳代 94  58.5% 38.3% 2.1% 1.1% 44.7% 47.9% 6.4% 1.1% 79.8% 18.1% 2.1% - 
60 歳代 93  63.4% 33.3% - 3.2% 45.2% 44.1% 7.5% 3.2% 76.3% 19.4% - 4.3% 
70 歳以上 194  39.2% 40.2% 3.6% 17.0% 29.4% 42.8% 9.8% 18.0% 52.6% 27.3% 3.1% 17.0% 

男
性 

10・20 歳代 67  29.9% 59.7% 10.4% - 32.8% 53.7% 13.4% - 61.2% 31.3% 6.0% 1.5% 
30 歳代 35  28.6% 62.9% 8.6% - 34.3% 57.1% 8.6% - 68.6% 28.6% 2.9% - 
40 歳代 56  39.3% 50.0% 8.9% 1.8% 32.1% 57.1% 8.9% 1.8% 60.7% 33.9% 3.6% 1.8% 
50 歳代 83  36.1% 54.2% 8.4% 1.2% 32.5% 51.8% 14.5% 1.2% 59.0% 37.3% 2.4% 1.2% 
60 歳代 55  56.4% 38.2% - 5.5% 38.2% 54.5% 1.8% 5.5% 70.9% 21.8% 1.8% 5.5% 
70 歳以上 124  54.8% 33.1% 4.8% 7.3% 43.5% 40.3% 8.9% 7.3% 62.9% 28.2% 1.6% 7.3% 
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(エ)友⼈との付き合いに⼲渉す

る、他の⼈との付き合いを
させない 

(オ)デート費⽤をいつも負担さ
せる、借りたお⾦を返さな
い 

(カ)殴る、蹴る、髪の⽑を引っ
ぱるなどする 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  56.9% 33.1% 4.2% 5.8% 62.0% 26.9% 5.1% 6.1% 91.4% 2.5% 0.5% 5.6% 
性
別 

⼥性 613  60.8% 28.9% 3.9% 6.4% 63.3% 25.3% 4.6% 6.9% 91.4% 2.1% 0.5% 6.0% 
男性 392  51.3% 40.8% 4.3% 3.6% 60.7% 30.1% 5.6% 3.6% 93.1% 3.1% 0.3% 3.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  71.6% 25.9% 2.6% - 76.7% 18.1% 5.2% - 98.3% 0.9% 0.9% - 
30 歳代 68  54.4% 38.2% 7.4% - 63.2% 30.9% 5.9% - 98.5% 1.5% - - 
40 歳代 110  60.0% 36.4% 2.7% 0.9% 72.7% 23.6% 1.8% 1.8% 97.3% 1.8% - 0.9% 
50 歳代 94  75.5% 21.3% 2.1% 1.1% 78.7% 19.1% 1.1% 1.1% 100.0% - - - 
60 歳代 93  73.1% 20.4% 2.2% 4.3% 67.7% 26.9% 2.2% 3.2% 95.7% 1.1% - 3.2% 
70 歳以上 194  46.4% 31.4% 5.2% 17.0% 42.8% 30.4% 8.2% 18.6% 77.3% 4.6% 1.0% 17.0% 

男
性 

10・20 歳代 67  47.8% 41.8% 10.4% - 62.7% 28.4% 9.0% - 97.0% 3.0% - - 
30 歳代 35  57.1% 37.1% 5.7% - 62.9% 28.6% 8.6% - 91.4% 8.6% - - 
40 歳代 56  48.2% 44.6% 5.4% 1.8% 58.9% 32.1% 7.1% 1.8% 96.4% 1.8% - 1.8% 
50 歳代 83  42.2% 54.2% 2.4% 1.2% 59.0% 36.1% 3.6% 1.2% 96.4% 1.2% 1.2% 1.2% 
60 歳代 55  60.0% 30.9% 3.6% 5.5% 61.8% 29.1% 3.6% 5.5% 90.9% 3.6% - 5.5% 
70 歳以上 124  54.8% 34.7% 3.2% 7.3% 60.5% 28.2% 4.0% 7.3% 89.5% 3.2% - 7.3% 

 
  

 
(キ)無理やりキスをしたり、体

をさわってくる 
(ク)別れ話をしても、相⼿がし

つこくつきまとったり、不
愉快な内容のメールや電話
をしてくる 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
⼒
だ
と
思
う 

場
合
に
よ
ỵ
て
は 

暴
⼒
だ
と
思
う 

暴
⼒
だ
と
は 

思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  79.9% 13.2% 1.2% 5.8% 82.6% 10.6% 1.2% 5.7% 
性
別 

⼥性 613  79.3% 13.2% 1.1% 6.4% 83.7% 9.1% 1.0% 6.2% 
男性 392  82.1% 13.3% 1.0% 3.6% 82.4% 13.0% 1.0% 3.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  90.5% 8.6% 0.9% - 88.8% 9.5% 1.7% - 
30 歳代 68  83.8% 14.7% 1.5% - 82.4% 16.2% 1.5% - 
40 歳代 110  84.5% 14.5% - 0.9% 90.9% 8.2% - 0.9% 
50 歳代 94  89.4% 9.6% - 1.1% 95.7% 4.3% - - 
60 歳代 93  88.2% 8.6% - 3.2% 92.5% 4.3% - 3.2% 
70 歳以上 194  61.3% 18.6% 2.6% 17.5% 66.5% 13.9% 2.1% 17.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  89.6% 9.0% 1.5% - 79.1% 16.4% 4.5% - 
30 歳代 35  80.0% 20.0% - - 77.1% 22.9% - - 
40 歳代 56  85.7% 10.7% 1.8% 1.8% 85.7% 10.7% 1.8% 1.8% 
50 歳代 83  85.5% 12.0% 1.2% 1.2% 86.7% 10.8% 1.2% 1.2% 
60 歳代 55  83.6% 10.9% - 5.5% 83.6% 10.9% - 5.5% 
70 歳以上 124  76.6% 15.3% 0.8% 7.3% 78.2% 13.7% 0.8% 7.3% 

 

性別にみると、「（エ）友人との付き合いに干渉する、他の人との付き合いをさせない」では、「どんな場合で

も暴力だと思う」は女性が 9.5 ポイント、「場合によっては暴力だと思う」は男性が 11.9 ポイント高くなっており、

男女で認識の差がややみられる。他の項目では性別による違いはほとんどみられていない。 

年代別にみると、女性では 50 歳代は項目全般にわたって「どんな場合でも暴力だと思う」が高い傾向であり、

70 歳以上は低い傾向がみられている。男性は女性に比べて年代による差が小さい傾向である。 
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（ク）性的なうわさを流す

（ケ）「⼥のくせに」「男のくせに」
   といった発⾔をする

（ア）容姿や服装についてあれこれ⾔う

（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋⼈の
   有無等についてあれこれ⾔う

（ウ）性的なジョークや卑猥なことを⾔う

（エ）ヌード写真等を貼ったり、
   雑誌を⾒せる

（オ）体にさわる

（カ）酒席で横に座らせたり、お酌をさせる

（キ）⽴場を利⽤して性的な関係を迫る

0% 10% 20% 30%

《性別》

8.2
5.4

8.2
3.3

10.1
4.1

0.8

1.3

5.1

1.3

8.5

0.5
1.1

0.0
0.5

0.5

10.8
4.6

20.2
13.0

21.5
11.7

19.9
7.9

3.6
3.3

20.4
3.3

17.9

2.6

4.7

0.3

2.8

1.3

17.5
14.5

28.4
18.4

29.7
15.0

30.0
12.0

4.4
4.6

25.5
4.6

26.4
3.1

5.8
0.3

3.3
1.8

28.3
19.1

上段：⼥性(n=613)
下段：男性(n=392)

6.9

6.3

7.7

1.0

3.5

5.3

0.7

0.5

8.4

17.3

17.8

15.1

3.5

13.7

12.0

2.9

2.2

16.2

24.2

24.1

22.8

4.5

17.2

17.3

3.6

2.7

24.6

0% 10% 20% 30%

全体(n=1,023)

何度もあった 1，2度あった 合計

（８）受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント⾏為 
問 18 セクシュアル・ハラスメントについてお聞きします。あなたは、これまでに（ア）～（ケ）の

ような行為を受けたことがありますか。（各項目に○は１つ） 

 

【図18-1 性別 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント⾏為 − ⾏為があった割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

91 

 

【表18-1 性別 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント⾏為】 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐２
度
あ
ỵ
た

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

（ア）容姿や服装についてあれこれ⾔う 
全体 1,023  6.9% 17.3% 70.9% 4.9% 
⼥性 613  8.2% 20.2% 67.2% 4.4% 
男性 392  5.4% 13.0% 76.8% 4.8% 

（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋⼈の有無等につ
いてあれこれ⾔う 

全体 1,023  6.3% 17.8% 70.7% 5.3% 
⼥性 613  8.2% 21.5% 65.3% 5.1% 
男性 392  3.3% 11.7% 80.1% 4.8% 

（ウ）性的なジョークや卑猥なことを⾔う 
全体 1,023  7.7% 15.1% 72.2% 5.0% 
⼥性 613  10.1% 19.9% 65.6% 4.4% 
男性 392  4.1% 7.9% 82.9% 5.1% 

（エ）ヌード写真等を貼ったり、雑誌を⾒せる 
全体 1,023  1.0% 3.5% 90.6% 4.9% 
⼥性 613  0.8% 3.6% 91.2% 4.4% 
男性 392  1.3% 3.3% 90.6% 4.8% 

（オ）体にさわる 
全体 1,023  3.5% 13.7% 77.6% 5.2% 
⼥性 613  5.1% 20.4% 69.7% 4.9% 
男性 392  1.3% 3.3% 90.6% 4.8% 

（カ）酒席で横に座らせたり、お酌をさせる 
全体 1,023  5.3% 12.0% 77.5% 5.2% 
⼥性 613  8.5% 17.9% 68.7% 4.9% 
男性 392  0.5% 2.6% 92.1% 4.8% 

（キ）⽴場を利⽤して性的な関係を迫る 
全体 1,023  0.7% 2.9% 91.1% 5.3% 
⼥性 613  1.1% 4.7% 89.2% 4.9% 
男性 392  - 0.3% 94.6% 5.1% 

（ク）性的なうわさを流す 
全体 1,023  0.5% 2.2% 92.1% 5.3% 
⼥性 613  0.5% 2.8% 91.5% 5.2% 
男性 392  0.5% 1.3% 93.6% 4.6% 

（ケ）「⼥のくせに」「男のくせに」といった発⾔を
する 

全体 1,023  8.4% 16.2% 70.2% 5.2% 
⼥性 613  10.8% 17.5% 66.9% 4.9% 
男性 392  4.6% 14.5% 76.0% 4.8% 

 

受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント行為について、行為が『あった』（「何度もあった」と「１，２度あっ

た」の合計）は９項目中６項目で 15％以上を占めており、そのうち「（ケ）『女のくせに』『男のくせに』といった発

言をする」で 24.6％、「（ア）容姿や服装についてあれこれ言う」で 24.2％、「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋

人の有無等についてあれこれ言う」で 24.1％、「（ウ）性的なジョークや卑猥なことを言う」で 22.8％と、いずれも

２割台となっている。 

性別にみると、ほとんどの項目で行為が『あった』は女性の方が高くなっており、女性では「（ア）容姿や服装

についてあれこれ言う」「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋人の有無等についてあれこれ言う」「（ウ）性的なジョ

ークや卑猥なことを言う」「（ケ）『女のくせに』『男のくせに』といった発言をする」はいずれも３割近くと高く、また

「（オ）体にさわる」「（カ）酒席で横に座らせたり、お酌をさせる」も２割を超えている。男性では「（ケ）『女のくせ

に』『男のくせに』といった発言をする」「（ア）容姿や服装についてあれこれ言う」で行為が『あった』が約２割と

なっている。 
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【表18-2 年代別 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント⾏為】 
  

 
(ア)容姿や服装についてあれこ

れ⾔う 
(イ)未婚、結婚、離婚、妊娠、

恋⼈の有無等についてあれ
これ⾔う 

(ウ)性的なジョークや卑猥なこ
とを⾔う 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  6.9% 17.3% 70.9% 4.9% 6.3% 17.8% 70.7% 5.3% 7.7% 15.1% 72.2% 5.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  14.7% 25.0% 60.3% - 14.7% 24.1% 61.2% - 12.9% 20.7% 66.4% - 
30 歳代 68  10.3% 23.5% 66.2% - 13.2% 23.5% 63.2% - 14.7% 26.5% 58.8% - 
40 歳代 110  12.7% 28.2% 58.2% 0.9% 11.8% 33.6% 53.6% 0.9% 13.6% 28.2% 57.3% 0.9% 
50 歳代 94  12.8% 24.5% 62.8% - 12.8% 29.8% 57.4% - 17.0% 24.5% 58.5% - 
60 歳代 93  7.5% 20.4% 69.9% 2.2% 4.3% 19.4% 72.0% 4.3% 9.7% 23.7% 64.5% 2.2% 
70 歳以上 194  0.5% 12.4% 74.7% 12.4% 0.5% 9.3% 76.8% 13.4% 1.5% 8.2% 77.8% 12.4% 

男
性 

10・20 歳代 67  10.4% 20.9% 68.7% - 7.5% 13.4% 79.1% - 9.0% 11.9% 79.1% - 
30 歳代 35  8.6% 14.3% 77.1% - 8.6% 11.4% 80.0% - 5.7% 8.6% 85.7% - 
40 歳代 56  8.9% 16.1% 73.2% 1.8% 5.4% 23.2% 69.6% 1.8% 5.4% 12.5% 80.4% 1.8% 
50 歳代 83  9.6% 14.5% 74.7% 1.2% 3.6% 13.3% 81.9% 1.2% 7.2% 7.2% 83.1% 2.4% 
60 歳代 55  3.6% 9.1% 80.0% 7.3% 1.8% 7.3% 83.6% 7.3% 3.6% 3.6% 85.5% 7.3% 
70 歳以上 124  1.6% 10.5% 77.4% 10.5% 1.6% 6.5% 81.5% 10.5% 2.4% 7.3% 79.8% 10.5% 

 
   (エ)ヌード写真等を貼ったり、

雑誌を⾒せる 
(オ)体にさわる (カ)酒席で横に座らせたり、お

酌をさせる 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  1.0% 3.5% 90.6% 4.9% 3.5% 13.7% 77.6% 5.2% 5.3% 12.0% 77.5% 5.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  1.7% 1.7% 96.6% - 3.4% 24.1% 72.4% - 6.0% 9.5% 84.5% - 
30 歳代 68  1.5% 4.4% 94.1% - 8.8% 19.1% 72.1% - 7.4% 17.6% 75.0% - 
40 歳代 110  - 3.6% 95.5% 0.9% 4.5% 30.0% 64.5% 0.9% 12.7% 26.4% 60.0% 0.9% 
50 歳代 94  1.1% 5.3% 93.6% - 13.8% 27.7% 58.5% - 19.1% 24.5% 56.4% - 
60 歳代 93  - 7.5% 90.3% 2.2% 5.4% 19.4% 71.0% 4.3% 9.7% 21.5% 65.6% 3.2% 
70 歳以上 194  0.5% 1.0% 86.1% 12.4% 0.5% 12.9% 73.7% 12.9% 2.1% 10.3% 74.2% 13.4% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 3.0% 97.0% - 4.5% 4.5% 91.0% - 1.5% 3.0% 95.5% - 
30 歳代 35  2.9% - 97.1% - - 5.7% 94.3% - - - 100.0% - 
40 歳代 56  1.8% 5.4% 91.1% 1.8% 1.8% 1.8% 94.6% 1.8% 1.8% 7.1% 89.3% 1.8% 
50 歳代 83  1.2% 3.6% 94.0% 1.2% 2.4% 4.8% 91.6% 1.2% 1.2% 1.2% 96.4% 1.2% 
60 歳代 55  - - 92.7% 7.3% - 3.6% 89.1% 7.3% - 1.8% 90.9% 7.3% 
70 歳以上 124  1.6% 4.8% 83.1% 10.5% 1.6% 1.6% 86.3% 10.5% - 2.4% 87.1% 10.5% 
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   (キ)⽴場を利⽤して性的な関係
を迫る 

(ク)性的なうわさを流す (ケ)「⼥のくせに」「男のくせに」
といった発⾔をする 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

何
度
も
あ
ỵ
た 

１
︐
２
度
あ
ỵ
た 

ま
ỵ
た
く
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.7% 2.9% 91.1% 5.3% 0.5% 2.2% 92.1% 5.3% 8.4% 16.2% 70.2% 5.2% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - - 100.0% - - 3.4% 96.6% - 9.5% 11.2% 79.3% - 
30 歳代 68  2.9% 2.9% 94.1% - 1.5% 2.9% 95.6% - 7.4% 19.1% 73.5% - 
40 歳代 110  0.9% 8.2% 90.0% 0.9% - 4.5% 94.5% 0.9% 15.5% 23.6% 60.0% 0.9% 
50 歳代 94  2.1% 6.4% 90.4% 1.1% 1.1% 4.3% 93.6% 1.1% 23.4% 11.7% 63.8% 1.1% 
60 歳代 93  1.1% 7.5% 88.2% 3.2% 1.1% 2.2% 92.5% 4.3% 11.8% 19.4% 64.5% 4.3% 
70 歳以上 194  0.5% 2.6% 84.0% 12.9% - 1.0% 85.6% 13.4% 1.0% 17.0% 69.6% 12.4% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 100.0% - - 3.0% 97.0% - 9.0% 11.9% 79.1% - 
30 歳代 35  - 2.9% 97.1% - 2.9% - 97.1% - 8.6% 14.3% 77.1% - 
40 歳代 56  - - 96.4% 3.6% - 5.4% 92.9% 1.8% 7.1% 14.3% 76.8% 1.8% 
50 歳代 83  - - 98.8% 1.2% - 1.2% 97.6% 1.2% 2.4% 14.5% 81.9% 1.2% 
60 歳代 55  - - 92.7% 7.3% - - 92.7% 7.3% 1.8% 9.1% 81.8% 7.3% 
70 歳以上 124  - - 89.5% 10.5% 0.8% - 89.5% 9.7% 4.0% 16.9% 68.5% 10.5% 

 

年代別にみると、女性では行為が『あった』は 40～50 歳代で高い項目が多くみられ、「（ア）容姿や服装に

ついてあれこれ言う」は 40 歳代で 40.9％、「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋人の有無等についてあれこれ言

う」は 40 歳代で 45.4％、50 歳代で 42.6％、「（ウ）性的なジョークや卑猥なことを言う」は 40 歳代で 41.8％、50

歳代で 41.5％、「（オ）体にさわる」は 50 歳代で 41.5％、「（カ）酒席で横に座らせたり、お酌をさせる」は 50 歳

代で 43.6％と、いずれも４割台と高くなっている。男性では行為が『あった』は、「（ア）容姿や服装についてあ

れこれ言う」が 10・20 歳代で 31.3％、「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋人の有無等についてあれこれ言う」が

40 歳代で 28.6％と高くなっている。 
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18.4

15.0

12.0

4.6

4.6

3.1

0.3

1.8

19.1

4.4

4.1

2.6

0.3

1.8

1.3

0.3

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

令和3年度(n=  392)
平成22年度(n=  390)

《男性》

28.4

29.7

30.0

4.4

25.5

26.4

5.8

3.3

28.3

12.2

14.6

17.1

3.5

16.4

16.0

2.4

1.8

2.6

0%20%40%

令和3年度(n=  613)
平成22年度(n=  549)

（ア）容姿や服装について
あれこれ⾔う

（イ）未婚、結婚、離婚、
妊娠、恋⼈の有無等
についてあれこれ⾔う

（ウ）性的なジョークや卑猥
なことを⾔う

（エ）ヌード写真等を貼ったり、
雑誌を⾒せる

（オ）体にさわる

（カ）酒席で横に座らせたり、
お酌をさせる

（キ）⽴場を利⽤して性的な
関係を迫る

（ク）性的なうわさを流す

（ケ）「⼥のくせに」「男のくせ
に」といった発⾔をする

《⼥性》

【図18-2 経年⽐較 受けたことがあるセクシュアル・ハラスメント⾏為】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和 3年度調査の値は「何度もあった」と「1，2度あった」の計 

 

経年比較をみると、ほとんどの項目で平成 22 年度調査よりも割合が高くなっており、特に「（ケ）『女のくせに』

『男のくせに』といった発言をする」は女性で 25.7 ポイント、男性で 17.8 ポイント高くなっている。また、女性で

は「（ア）容姿や服装についてあれこれ言う」「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋人の有無等についてあれこれ

言う」「（ウ）性的なジョークや卑猥なことを言う」「（オ）体にさわる」「（カ）酒席で横に座らせたり、お酌をさせる」、

男性では「（ア）容姿や服装についてあれこれ言う」「（イ）未婚、結婚、離婚、妊娠、恋人の有無等についてあ

れこれ言う」「（ウ）性的なジョークや卑猥なことを言う」が平成22年度調査より約9～16ポイント高くなっている。 
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54.7

32.3

30.4

13.7

13.2

12.5

5.4

4.2

3.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80%

職場の上司

職場の同僚

家族・親戚

友⼈

上級⽣・同級⽣

取引先の社員、店の客など

近所の⼈、地域団体等の関係者

学校の教師、塾の講師など

その他

無回答
全体(n=  424、
回答総数=  721(170.0%))

62.8

29.1

28.7

8.1

10.8

15.9

6.8

4.4

4.1

3.7

35.5

39.7

33.9

27.3

19.0

3.3

1.7

3.3

2.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

⼥性(n=  296、
回答総数=  505(170.6%))

男性(n=  121、
回答総数=  201(166.1%))

《性別》

（９）セクシュアル・ハラスメントを受けた相⼿ 
《問 18 で「何度もあった」、「１，２度あった」に１つでも○をつけられた方におたずねします。》 

問 18-1 その行為を受けたのは誰からですか。（○はいくつでも） 

 

【図18-3 性別 セクシュアル・ハラスメントを受けた相⼿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントを受けた相手は、「職場の上司」が 54.7％で最も高く、次いで「職場の同僚」が

32.3％、「家族・親戚」が 30.4％となっている。 

性別にみると、女性では「職場の上司」が62.8％と最も高く、男性より27.3ポイント高くなっている。男性では

「職場の同僚」が 39.7％と最も高く、女性より 10.6 ポイント高くなっている。また、男性では「友人」「上級生・同

級生」がそれぞれ 27.3％、19.0％となっており、女性との差が目立つ。 
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【表18-3 年代別 セクシュアル・ハラスメントを受けた相⼿】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

職
場
の
上
司 

職
場
の
同
僚 

家
族
・
親
戚 

友
⼈ 

上
級
⽣
・
同
級
⽣ 

取
引
先
の
社
員
︑
店
の

客
な
ど 

近
所
の
⼈
︑
地
域
団
体

等
の
関
係
者 

学
校
の
教
師
︑
塾
の
講

師
な
ど 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 424  54.7% 32.3% 30.4% 13.7% 13.2% 12.5% 5.4% 4.2% 3.5% 3.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 69  56.5% 10.1% 29.0% 24.6% 24.6% 7.2% 2.9% 5.8% 10.1% 4.3% 
30 歳代 41  68.3% 22.0% 31.7% 7.3% 14.6% 22.0% 4.9% 4.9% 2.4% - 
40 歳代 66  72.7% 40.9% 18.2% 6.1% 7.6% 19.7% 6.1% 1.5% 1.5% - 
50 歳代 57  78.9% 33.3% 24.6% 12.3% 14.0% 24.6% 7.0% 10.5% 3.5% 1.8% 
60 歳代 44  56.8% 29.5% 34.1% 6.8% 6.8% 13.6% 9.1% 2.3% 4.5% - 
70 歳以上 57  40.4% 22.8% 35.1% - 5.3% 5.3% 8.8% 1.8% 3.5% 15.8% 

男
性 

10・20 歳代 28  32.1% 32.1% 17.9% 46.4% 42.9% 7.1% 3.6% 3.6% - - 
30 歳代 13  61.5% 30.8% 30.8% 7.7% 38.5% 7.7% 7.7% 7.7% - - 
40 歳代 26  38.5% 34.6% 30.8% 34.6% 15.4% 3.8% 3.8% 3.8% - 15.4% 
50 歳代 23  43.5% 56.5% 30.4% 17.4% 30.4% 4.3% - - 4.3% - 
60 歳代 12  41.7% 25.0% 66.7% 8.3% 8.3% - - 8.3% - - 
70 歳以上 35  17.1% 42.9% 34.3% 37.1% 5.7% 2.9% - 2.9% 5.7% - 

 

年代別にみると、女性では 40 歳代、50 歳代は「職場の上司」「職場の同僚」が他の年代に比べて高くなっ

ている。男性では 30 歳代は「職場の上司」、50 歳代は「職場の同僚」、10・20 歳代は「友人」が、それぞれ他の

年代に比べて高くなっている。 
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39.2

16.3

5.9

0.5

0.5

0.2

0.0

0.0

0.7

46.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

同僚・友⼈

家族・親戚

職場の上司

学校の教師、塾の講師

学校・職場の相談窓⼝

労働基準監督署

弁護⼠、法テラス

市役所の相談窓⼝

その他

誰にも話していない

無回答 全体(n=  424、
回答総数=  463(109.2%))

45.6

20.6

5.7

0.3

0.7

0.3

0.0

0.0

1.0

38.2

3.4

24.8

5.0

4.1

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

⼥性(n=  296、
回答総数=  333(112.5%))

男性(n=  121、
回答総数=  122(100.8%))

《性別》

（10）セクシュアル・ハラスメントを受けた際の相談相⼿ 
《問 18 で「何度もあった」、「１，２度あった」に１つでも○をつけられた方におたずねします。》 

問 18-2 あなたは、それを誰かに話したり相談したりしましたか。（○はいくつでも） 

 

【図18-4 性別 セクシュアル・ハラスメントを受けた際の相談相⼿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアル・ハラスメントを受けた際の相談相手は、「誰にも話していない」が 46.0％で最も高く、次いで

「同僚・友人」が 39.2％、「家族・親戚」が 16.3％となっている。 

性別にみると、女性では「同僚・友人」が 45.6％と最も高く、「家族・親戚」が 20.6％となっている。男性では

「同僚・友人」が 24.8％、「家族・親戚」が 5.0％となっている。「誰にも話していない」は女性で 38.2％、男性で

66.1％となっており、男性が 27.9 ポイント高くなっている。 
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【表18-4 年代別 セクシュアル・ハラスメントを受けた際の相談相⼿】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

同
僚
・
友
⼈ 

家
族
・
親
戚 

職
場
の
上
司 

学
校
の
教
師
︑
塾
の
講

師 学
校
・
職
場
の
相
談
窓

⼝ 労
働
基
準
監
督
署 

弁
護
⼠
︑
法
テ
ラ
ス 

市
役
所
の
相
談
窓
⼝ 

そ
の
他 

誰
に
も
話
し
て
い
な

い 無
回
答 

全体 424  39.2% 16.3% 5.9% 0.5% 0.5% 0.2% - - 0.7% 46.0% 4.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 69  39.1% 33.3% 10.1% - 2.9% - - - 1.4% 36.2% 4.3% 
30 歳代 41  56.1% 22.0% 9.8% - - 2.4% - - 2.4% 26.8% - 
40 歳代 66  45.5% 15.2% 1.5% 1.5% 1.5% - - - - 39.4% 3.0% 
50 歳代 57  56.1% 22.8% 5.3% - - - - - 1.8% 35.1% - 
60 歳代 44  43.2% 18.2% 4.5% - - - - - 2.3% 45.5% - 
70 歳以上 57  31.6% 15.8% 3.5% - - - - - - 45.6% 14.0% 

男
性 

10・20 歳代 28  25.0% 21.4% - 7.1% 3.6% - - - - 64.3% - 
30 歳代 13  46.2% - - 7.7% - - - - - 53.8% - 
40 歳代 26  19.2% - 7.7% - - - - - - 65.4% 11.5% 
50 歳代 23  30.4% 4.3% 4.3% - - - - - - 60.9% 4.3% 
60 歳代 12  8.3% 8.3% - - - - - - - 83.3% 8.3% 
70 歳以上 35  22.9% 8.6% 5.7% - - - - - - 65.7% 2.9% 

 

年代別にみると、女性では 30 歳代と 50 歳代は「同僚・友人」が他の年代に比べて高く、60 歳代以上は「誰

にも話していない」が高くなっている。男性では 30 歳代は「同僚・友人」が他の年代に比べて高く、10・20 歳代

は「家族・親戚」が高くなっている。 
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ある
37.2%

ない
57.9%

無回答
4.8%

男性(n=392)

37.3

40.0

39.3

54.2

41.8

21.0

59.7

51.4

57.1

45.8

52.7

71.0

3.0

8.6

3.6

0.0

5.5

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10・20歳代(n= 67)

30歳代(n= 35)

40歳代(n= 56)

50歳代(n= 83)

60歳代(n= 55)

70歳以上(n=124)

ある ない 無回答

（11）「男はつらい」と感じることの有無 
《次の質問は、男性の方のみにおたずねします。》 

問 19 あなたは、「男はつらい」と感じることはありますか。（○は１つ） 

 

【図19-1 「男はつらい」と感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男はつらい」と感じることの有無は、「ある」が 37.2％、「ない」が 57.9％となっており、３人に１人が「男はつ

らい」と感じることがあると回答している。 

 

 

【図19-2 年代別 「男はつらい」と感じることの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「ある」は 50 歳代が最も高く５割を超えており、70 歳以上で約２割と低くなっている。 
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41.8

38.4

37.0

32.9

29.5

12.3

11.6

8.2

6.8

0.7

0% 20% 40% 60%

仕事の責任が⼤きい、仕事が
できて当たり前だと⾔われる

妻⼦を養うのは男の責任だと⾔われる

男性が弱⾳を吐いたり、悩みを打ち明ける
のは恥ずかしいことと思われている

なにかにつけ「男だから」
「男のくせに」と⾔われる

⾃分のやりたい仕事を
⾃由に選べないことがある

家族とのコミュニケーション
がうまくいかない

男なのに酒が飲めないのかとからかわれる

⼒が弱い、運動が苦⼿だと⾺⿅にされる

その他

無回答 男性(n=  146、
回答総数=  319(218.5%))

（12）「男はつらい」と感じる内容 
《問 19 で「１」と答えられた方におたずねします。》 

問 19-1 それはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 

【図19-3 「男はつらい」と感じる内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「男はつらい」と感じる内容は、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」が 41.8％で最

も高く、次いで「妻子を養うのは男の責任だと言われる」が 38.4％、「男性が弱音を吐いたり、悩みを打ち明け

るのは恥ずかしいことと思われている」が 37.0％、「なにかにつけ『男だから』『男のくせに』と言われる」が

32.9％、「自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある」が 29.5％となっている。 
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【表19-1 年代別 「男はつらい」と感じる内容】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

仕
事
の
責
任
が
⼤
き
い
︑
仕
事

が
で
き
て
当
た
り
前
だ
と
⾔
わ

れ
る 

妻
⼦
を
養
う
の
は
男
の
責
任
だ

と
⾔
わ
れ
る 

男
性
が
弱
⾳
を
吐
い
た
り
︑
悩

み
を
打
ち
明
け
る
の
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
と
思
わ
れ
て
い
る 

な
に
か
に
つ
け
﹁
男
だ
か
ら
﹂

﹁
男
の
く
せ
に
﹂
と
⾔
わ
れ
る 

⾃
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
⾃
由

に
選
べ
な
い
こ
と
が
あ
る 

家
族
と
の
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ

ン
が
う
ま
く
い
か
な
い 

男
な
の
に
酒
が
飲
め
な
い
の
か

と
か
ら
か
わ
れ
る 

⼒
が
弱
い
︑
運
動
が
苦
⼿
だ
と

⾺
⿅
に
さ
れ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 146  41.8% 38.4% 37.0% 32.9% 29.5% 12.3% 11.6% 8.2% 6.8% 0.7% 

男
性 

10・20 歳代 25  40.0% 36.0% 48.0% 52.0% 40.0% 8.0% 16.0% 24.0% 8.0% - 
30 歳代 14  50.0% 64.3% 28.6% 35.7% 14.3% 7.1% 14.3% 14.3% 14.3% - 
40 歳代 22  36.4% 27.3% 27.3% 40.9% 36.4% 18.2% 13.6% 9.1% 22.7% - 
50 歳代 45  48.9% 31.1% 46.7% 24.4% 33.3% 6.7% 4.4% 8.9% 2.2% 2.2% 
60 歳代 23  34.8% 39.1% 39.1% 30.4% 17.4% 17.4% 8.7% - - - 
70 歳以上 26  46.2% 46.2% 30.8% 23.1% 23.1% 15.4% 15.4% 3.8% 3.8% - 

 

年代別にみると、10・20 歳代では「なにかにつけ『男だから』『男のくせに』と言われる」が 52.0％、「自分の

やりたい仕事を自由に選べないことがある」が 40.0％、「力が弱い、運動が苦手だと馬鹿にされる」が 24.0％と、

他の年齢層に比べて高くなっている。30 歳代では「妻子を養うのは男の責任だと言われる」が 64.3％であり、

６割以上ととびぬけて高くなっている。 
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(n=1,023)

18.8

47.2

72.6

39.0

17.9

45.0

62.1

50.9

34.5

38.7

23.5

37.7

38.8

43.9

30.5

32.1

20.4

6.2

1.0

12.4

23.2

4.8

3.3

8.2

23.8

6.2

0.8

8.2

17.7

3.1

1.5

6.3

2.5

1.8

2.2

2.6

2.4

3.2

2.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

（ア）仮設トイレを男⼥別に設置できないことが
あっても、やむを得ない

（イ）⼥性⽤トイレの数は、男性⽤トイレの数より
多く設置すべきだ

（ウ）着替えや授乳のための部屋を⽤意すべきだ

（エ）⼥性だけ（男性だけ）でくつろげる部屋も
⽤意すべきだ

（オ）洗濯物⼲し場を男⼥別に設置できなくても
やむを得ない

（カ）同性のアドバイザーに⼼配ごとなどを
相談できる窓⼝を設置すべきだ

（キ）避難所を運営するメンバーに男⼥が同じように
加わることは重要だ

（ク）性的な被害を受けないように⾃分で
気をつけるべきだ

８．防災・災害復興対策について 

（１）防災・災害復興対策に関する考え⽅ 
問 20 災害などの緊急時における避難所に関する、次のような意見や考え方をあなたはどう思います

か。（各項目に○は１つ） 

 

【図20-1 防災・災害復興対策に関する考え⽅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災・災害復興対策に関する考え方については、「（ウ）着替えや授乳のための部屋を用意すべきだ」「（キ）

避難所を運営するメンバーに男女が同じように加わることは重要だ」「（ク）性的な被害を受けないように自分で

気をつけるべきだ」では「そう思う」が過半数を占めている。『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）は「（ウ）着替えや授乳のための部屋を用意すべきだ」が最も高く、次いで「（キ）避難所を運営するメ

ンバーに男女が同じように加わることは重要だ」「（カ）同性のアドバイザーに心配ごとなどを相談できる窓口を

設置すべきだ」の順となっている。 

「（ア）仮設トイレを男女別に設置できないことがあっても、やむを得ない」と「（オ）洗濯物干し場を男女別に

設置できなくてもやむを得ない」は逆転項目であるが、『そう思う』は５割を超えており、『そう思わない』（「そう

思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計）よりも高くなっている。 

性別にみると、「（ア）仮設トイレを男女別に設置できないことがあっても、やむを得ない」「（オ）洗濯物干し

場を男女別に設置できなくてもやむを得ない」では、『そう思わない』は女性の方が上回っており、「（ア）仮設ト

イレを男女別に設置できないことがあっても、やむを得ない」は女性で 49.4％、男性で 36.7％と、女性が 12.7

ポイント高くなっている。 
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【表20-1 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（ア）仮設トイレを男⼥別に設置できないことがあっても、やむを得ない】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  18.8% 34.5% 20.4% 23.8% 2.5% 
性
別 

⼥性 613  15.0% 32.0% 23.0% 26.4% 3.6% 
男性 392  24.5% 38.3% 17.1% 19.6% 0.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  30.2% 37.1% 17.2% 15.5% - 
30 歳代 68  22.1% 29.4% 17.6% 27.9% 2.9% 
40 歳代 110  14.5% 32.7% 25.5% 26.4% 0.9% 
50 歳代 94  11.7% 33.0% 34.0% 20.2% 1.1% 
60 歳代 93  8.6% 23.7% 21.5% 46.2% - 
70 歳以上 194  13.4% 35.6% 19.6% 22.2% 9.3% 

男
性 

10・20 歳代 67  52.2% 25.4% 11.9% 10.4% - 
30 歳代 35  31.4% 51.4% 8.6% 8.6% - 
40 歳代 56  19.6% 51.8% 14.3% 14.3% - 
50 歳代 83  27.7% 28.9% 19.3% 24.1% - 
60 歳代 55  20.0% 43.6% 16.4% 18.2% 1.8% 
70 歳以上 124  16.9% 35.5% 22.6% 24.2% 0.8% 

 

年代別にみると、女性の 60 歳代で「そう思わない」が 46.2％と高く、男性の 10・20 歳代で「そう思う」が

52.2％と高くなっている。 

 

【表20-2 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（イ）⼥性⽤トイレの数は、男性⽤トイレの数より多く設置すべきだ】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  47.2% 38.7% 6.2% 6.2% 1.8% 
性
別 

⼥性 613  49.1% 39.0% 4.7% 5.1% 2.1% 
男性 392  45.9% 37.2% 8.4% 7.7% 0.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  32.8% 44.8% 9.5% 12.9% - 
30 歳代 68  39.7% 39.7% 5.9% 11.8% 2.9% 
40 歳代 110  46.4% 42.7% 5.5% 4.5% 0.9% 
50 歳代 94  54.3% 39.4% 3.2% 2.1% 1.1% 
60 歳代 93  60.2% 32.3% 4.3% 3.2% - 
70 歳以上 194  50.0% 38.1% 2.6% 4.6% 4.6% 

男
性 

10・20 歳代 67  28.4% 46.3% 13.4% 11.9% - 
30 歳代 35  51.4% 31.4% 8.6% 8.6% - 
40 歳代 56  39.3% 46.4% 3.6% 10.7% - 
50 歳代 83  44.6% 37.3% 10.8% 7.2% - 
60 歳代 55  43.6% 40.0% 9.1% 7.3% - 
70 歳以上 124  51.6% 33.1% 6.5% 6.5% 2.4% 

 

年代別にみると、男女ともに 10・20 歳代で『そう思わない』が２割台で他の年齢層に比べて高くなっている。
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【表20-3 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（ウ）着替えや授乳のための部屋を⽤意すべきだ】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  72.6% 23.5% 1.0% 0.8% 2.2% 
性
別 

⼥性 613  72.4% 23.8% 0.2% 0.7% 2.9% 
男性 392  73.5% 23.5% 1.8% 0.8% 0.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  81.9% 18.1% - - - 
30 歳代 68  69.1% 26.5% - 1.5% 2.9% 
40 歳代 110  66.4% 31.8% 0.9% - 0.9% 
50 歳代 94  86.2% 11.7% - 1.1% 1.1% 
60 歳代 93  79.6% 20.4% - - - 
70 歳以上 194  63.9% 27.8% - 1.0% 7.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  74.6% 22.4% 1.5% 1.5% - 
30 歳代 35  88.6% 11.4% - - - 
40 歳代 56  67.9% 30.4% 1.8% - - 
50 歳代 83  77.1% 22.9% - - - 
60 歳代 55  67.3% 30.9% 1.8% - - 
70 歳以上 124  72.6% 20.2% 3.2% 2.4% 1.6% 

 

年代別にみると、女性の 10・20 歳代、50 歳代、男性の 30 歳代で「そう思う」が８割以上と高くなっており、男

女ともいずれの年代も『そう思わない』は、ゼロか、ごくわずかである。 

 

【表20-4 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（エ）⼥性だけ（男性だけ）でくつろげる部屋も⽤意すべきだ】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  39.0% 37.7% 12.4% 8.2% 2.6% 
性
別 

⼥性 613  41.3% 37.4% 10.8% 7.2% 3.4% 
男性 392  35.5% 39.0% 15.1% 9.7% 0.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  50.0% 36.2% 9.5% 4.3% - 
30 歳代 68  39.7% 32.4% 10.3% 14.7% 2.9% 
40 歳代 110  46.4% 40.0% 9.1% 3.6% 0.9% 
50 歳代 94  43.6% 41.5% 7.4% 6.4% 1.1% 
60 歳代 93  46.2% 38.7% 7.5% 6.5% 1.1% 
70 歳以上 194  33.5% 35.6% 14.9% 7.7% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  38.8% 34.3% 13.4% 13.4% - 
30 歳代 35  48.6% 28.6% 17.1% 5.7% - 
40 歳代 56  37.5% 44.6% 14.3% 3.6% - 
50 歳代 83  44.6% 34.9% 14.5% 6.0% - 
60 歳代 55  34.5% 47.3% 10.9% 7.3% - 
70 歳以上 124  25.8% 37.9% 18.5% 15.3% 2.4% 

 

年代別にみると、女性では 30 歳代と 70 歳以上で『そう思う』がやや低くなっており、『そう思わない』が 30 歳

代で 25.0％、70 歳以上で 22.6％となっている。男性では 70 歳以上で『そう思う』が低くなっており、『そう思わ

ない』が 33.8％と高くなっている。  
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【表20-5 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（オ）洗濯物⼲し場を男⼥別に設置できなくてもやむを得ない】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  17.9% 38.8% 23.2% 17.7% 2.4% 
性
別 

⼥性 613  16.2% 38.0% 23.3% 19.2% 3.3% 
男性 392  19.9% 40.8% 23.5% 15.1% 0.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  18.1% 36.2% 25.9% 19.8% - 
30 歳代 68  14.7% 39.7% 22.1% 20.6% 2.9% 
40 歳代 110  10.9% 35.5% 30.9% 21.8% 0.9% 
50 歳代 94  10.6% 37.2% 25.5% 25.5% 1.1% 
60 歳代 93  9.7% 33.3% 24.7% 30.1% 2.2% 
70 歳以上 194  25.8% 40.7% 17.0% 9.3% 7.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  28.4% 31.3% 19.4% 20.9% - 
30 歳代 35  14.3% 37.1% 22.9% 25.7% - 
40 歳代 56  12.5% 51.8% 25.0% 10.7% - 
50 歳代 83  15.7% 36.1% 28.9% 19.3% - 
60 歳代 55  18.2% 56.4% 20.0% 5.5% - 
70 歳以上 124  24.2% 37.9% 21.8% 13.7% 2.4% 

 

年代別にみると、女性では 40 歳代から 60 歳代で『そう思わない』が５割を超えている。男性では 30 歳代と

50 歳代で『そう思う』と『そう思わない』がほぼ半々となっている。 

 

【表20-6 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（カ）同性のアドバイザーに⼼配ごとなどを相談できる窓⼝を設置すべきだ】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  45.0% 43.9% 4.8% 3.1% 3.2% 
性
別 

⼥性 613  47.8% 42.7% 3.1% 2.8% 3.6% 
男性 392  40.8% 46.4% 7.1% 3.6% 2.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  44.0% 46.6% 6.0% 3.4% - 
30 歳代 68  44.1% 45.6% 4.4% 2.9% 2.9% 
40 歳代 110  50.9% 42.7% 4.5% 0.9% 0.9% 
50 歳代 94  54.3% 41.5% 1.1% 1.1% 2.1% 
60 歳代 93  54.8% 39.8% 1.1% 3.2% 1.1% 
70 歳以上 194  40.7% 42.3% 4.1% 4.6% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  47.8% 43.3% 6.0% 3.0% - 
30 歳代 35  40.0% 54.3% - 5.7% - 
40 歳代 56  44.6% 44.6% 8.9% 1.8% - 
50 歳代 83  44.6% 49.4% 2.4% 3.6% - 
60 歳代 55  45.5% 41.8% 5.5% 3.6% 3.6% 
70 歳以上 124  33.1% 45.2% 12.9% 4.0% 4.8% 

 

年代別にみると、男女ともに 70 歳以上で『そう思う』が他の年齢層に比べて低くなっている。 
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【表20-7 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（キ）避難所を運営するメンバーに男⼥が同じように加わることは重要だ】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  62.1% 30.5% 3.3% 1.5% 2.6% 
性
別 

⼥性 613  65.3% 28.4% 2.0% 1.3% 3.1% 
男性 392  57.7% 34.2% 5.6% 1.5% 1.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  59.5% 32.8% 5.2% 2.6% - 
30 歳代 68  70.6% 25.0% - 1.5% 2.9% 
40 歳代 110  60.9% 31.8% 4.5% 1.8% 0.9% 
50 歳代 94  63.8% 31.9% - 1.1% 3.2% 
60 歳代 93  76.3% 21.5% 2.2% - - 
70 歳以上 194  61.3% 28.9% 1.0% 2.1% 6.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  65.7% 26.9% 6.0% 1.5% - 
30 歳代 35  68.6% 28.6% - 2.9% - 
40 歳代 56  53.6% 41.1% 3.6% 1.8% - 
50 歳代 83  53.0% 39.8% 6.0% 1.2% - 
60 歳代 55  50.9% 45.5% 3.6% - - 
70 歳以上 124  60.5% 25.8% 8.9% 1.6% 3.2% 

 

年代別にみると、女性では 30 歳代と 60 歳代では「そう思う」が高く７割を超えている。男女ともに 70 歳以上

では『そう思う』が他の年齢層に比べてやや低くなっている。 

 

 

【表20-8 性別、年代別 防災・災害復興対策に関する考え⽅ −  
（ク）性的な被害を受けないように⾃分で気をつけるべきだ】 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  50.9% 32.1% 8.2% 6.3% 2.5% 
性
別 

⼥性 613  55.8% 29.7% 6.7% 4.7% 3.1% 
男性 392  43.9% 35.5% 11.0% 8.4% 1.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  45.7% 36.2% 8.6% 9.5% - 
30 歳代 68  54.4% 29.4% 7.4% 5.9% 2.9% 
40 歳代 110  44.5% 41.8% 7.3% 4.5% 1.8% 
50 歳代 94  53.2% 34.0% 9.6% 1.1% 2.1% 
60 歳代 93  55.9% 30.1% 7.5% 6.5% - 
70 歳以上 194  68.6% 17.5% 3.6% 3.6% 6.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  38.8% 41.8% 10.4% 7.5% 1.5% 
30 歳代 35  45.7% 34.3% 11.4% 8.6% - 
40 歳代 56  48.2% 35.7% 8.9% 7.1% - 
50 歳代 83  30.1% 45.8% 14.5% 9.6% - 
60 歳代 55  43.6% 29.1% 12.7% 10.9% 3.6% 
70 歳以上 124  54.0% 29.0% 8.9% 6.5% 1.6% 

 

年代別にみると、女性の 70 歳以上では「そう思う」が 68.6％と高くなっている。男性の 50～60 歳代では『そ

う思わない』がそれぞれ 24.1％、23.6％とやや高くなっている。  
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32.6

23.7

14.4

13.9

10.7

10.4

9.1

6.1

4.2

3.5

3.2

1.3

30.3

9.3

0% 20% 40%

新聞の記事・テレビ番組

広報紙、パンフレット、冊⼦など

書籍、雑誌

職場研修

学校での男⼥共同参画教育

市ホームページ等、インターネットでの広報

市が主催する講演会、研修会など

市が主催する啓発イベント

各種公共施設、⽣涯学習サークルでの研修

⾃治会単位での研修会、懇談会

社会教育関係団体（ＰＴＡ等）での研修

その他

特にない

無回答

全体(n=1,023、
回答総数=1,670(163.2%))

30.8

23.5

13.1

10.3

10.4

8.8

8.6

5.7

4.2

3.8

3.9

1.1

32.1

10.1

36.5

24.0

16.8

20.2

11.2

13.0

9.2

6.4

4.1

3.3

2.3

1.3

28.1

6.6

0% 20% 40%

⼥性(n=  613、
回答総数=  959(156.4%))
男性(n=  392、
回答総数=  691(176.3%))

《性別》

９．男女共同参画社会の推進に向けて 

（１）男⼥共同参画社会に関する考え⽅や気づきに役⽴ったもの 
問 21 あなたが男女共同参画社会に関する考え方や、気づきに役立ったものはどれですか。（○はいく

つでも） 

 

【図21-1 性別 男⼥共同参画社会に関する考え⽅や気づきに役⽴ったもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会に関する考え方や気づきに役立ったものは、「新聞の記事･テレビ番組」が 32.6％で最

も高く、次いで「特にない」が 30.3％、「広報紙、パンフレット、冊子など」が 23.7％となっている。 

性別にみると、女性では「特にない」が 32.1％で最も高く、次いで「新聞の記事･テレビ番組」が 30.8％とな

っている。男性では「新聞の記事･テレビ番組」が 36.5％で最も高くなっている。多くの項目で男性の方が高く

なっており、「職場研修」で9.9ポイント、「新聞の記事･テレビ番組」で5.7ポイント、「市ホームページ等、インタ

ーネットでの広報」で 4.2 ポイント、女性より高くなっている。  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

108 

【表21-1 年代別 男⼥共同参画社会に関する考え⽅や気づきに役⽴ったもの】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

新
聞
の
記
事
・
テ
レ
ビ

番
組 

広
報
紙
︑
パ
ン
フ
レ
ỿ

ト
︑
冊
⼦
な
ど 

書
籍
︑
雑
誌 

職
場
研
修 

学
校
で
の
男
⼥
共
同

参
画
教
育 

市
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
等
︑

イ
ン
タ
ổ
ネ
ỿ
ト
で

の
広
報 

市
が
主
催
す
る
講
演

会
︑
研
修
会
な
ど 

市
が
主
催
す
る
啓
発

イ
ベ
ン
ト 

各
種
公
共
施
設
︑
⽣
涯

学
習
サ
ổ
ク
ル
で
の

研
修 

⾃
治
会
単
位
で
の
研

修
会
︑
懇
談
会 

全体 1,023  32.6% 23.7% 14.4% 13.9% 10.7% 10.4% 9.1% 6.1% 4.2% 3.5% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  15.5% 7.8% 6.0% 8.6% 40.5% 4.3% - - 1.7% - 
30 歳代 68  14.7% 14.7% 13.2% 17.6% 11.8% 8.8% 5.9% 2.9% - 1.5% 
40 歳代 110  21.8% 17.3% 10.9% 12.7% 9.1% 7.3% 6.4% 0.9% - 0.9% 
50 歳代 94  35.1% 18.1% 16.0% 9.6% 6.4% 7.4% 3.2% 1.1% 1.1% 2.1% 
60 歳代 93  46.2% 29.0% 12.9% 12.9% 6.5% 10.8% 12.9% 14.0% 6.5% 1.1% 
70 歳以上 194  36.1% 35.1% 12.9% 5.7% 7.2% 10.8% 13.9% 9.3% 8.8% 9.3% 

男
性 

10・20 歳代 67  23.9% 10.4% 14.9% 9.0% 32.8% 9.0% 1.5% 1.5% 1.5% 1.5% 
30 歳代 35  22.9% 22.9% 22.9% 17.1% 11.4% 14.3% 2.9% 2.9% - - 
40 歳代 56  23.2% 8.9% 10.7% 25.0% 7.1% 3.6% 7.1% 1.8% 1.8% 3.6% 
50 歳代 83  37.3% 16.9% 14.5% 36.1% 12.0% 20.5% 6.0% 7.2% 2.4% 1.2% 
60 歳代 55  43.6% 23.6% 20.0% 21.8% 9.1% 12.7% 9.1% 7.3% 5.5% 1.8% 
70 歳以上 124  44.4% 40.3% 19.4% 10.5% 7.3% 12.9% 16.1% 10.5% 7.3% 7.3% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

社
会
教
育
関
係
団
体

︵
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
︶
で
の
研

修 そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  3.2% 1.3% 30.3% 9.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  0.9% 4.3% 34.5% 7.8% 
30 歳代 68  2.9% - 48.5% 5.9% 
40 歳代 110  4.5% - 47.3% 9.1% 
50 歳代 94  6.4% 2.1% 40.4% 2.1% 
60 歳代 93  6.5% - 26.9% 3.2% 
70 歳以上 194  2.1% 0.5% 14.9% 20.1% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 4.5% 37.3% 4.5% 
30 歳代 35  2.9% 2.9% 37.1% 5.7% 
40 歳代 56  1.8% - 51.8% 1.8% 
50 歳代 83  2.4% - 24.1% 4.8% 
60 歳代 55  1.8% - 23.6% 10.9% 
70 歳以上 124  3.2% 0.8% 17.7% 8.9% 

 

年代別にみると、男女ともに10・20歳代では「学校での男女共同参画教育」が突出して高く、女性で40.5％、

男性で 32.8％となっている。男女ともに 50 歳代以上では「新聞の記事・テレビ番組」が高くなっており、女性で

は年代が上がるほど「広報紙、パンフレット、冊子など」が高くなっている。「職場研修」は男性の 50 歳代で

36.1％と高くなっている。一方、女性の 30～40 歳代、男性の 40 歳代では「特にない」が約５割を占めている。 
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(n=1,023)

0.3

0.7

7.4

4.2

34.2

27.6

5.8

6.2

33.4

4.8

23.6

2.4

35.3

30.6

30.3

29.7

42.8

28.4

49.3

52.0

42.8

39.4

43.3

26.2

36.5

15.5

31.9

26.7

64.7

64.4

44.4

61.7

12.0

15.7

45.9

48.2

18.2

62.9

34.4

76.4

27.7

37.3

4.7

5.2

5.4

5.7

4.5

4.7

5.5

6.3

5.1

6.2

5.6

5.6

5.2

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている ⾔葉を⾒たり聞いたりしたことはある まったく知らない 無回答

（ア）⾼槻市男⼥共同参画推進条例

（イ）⾼槻市男⼥共同参画計画

（ウ）男⼥共同参画社会

（エ）⼥⼦に対するあらゆる形態の差別の撤廃
に関する条約（⼥⼦差別撤廃条約）

（オ）男⼥雇⽤機会均等法

（カ）育児・介護休業法

（キ）⼥性活躍推進法

（ク）男⼥共同参画社会基本法

（ケ）ジェンダー

（コ）ポジティブ・アクション
（積極的改善措置）

（サ）ワーク・ライフ・バランス
（仕事と⽣活の調和）

（シ）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と⽣殖に関する健康と権利）

（ス）ＬＧＢＴ

（セ）ＳＤＧｓ

（２）⾒たり聞いたりしたことがある男⼥共同参画に関する⽤語 
問 22 あなたは次の（ア）～（セ）の項目についてご存知ですか。（各項目に○は１つ） 

 

【図22-1 ⾒たり聞いたりしたことがある男⼥共同参画に関する⽤語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たり聞いたりしたことがある男女共同参画に関する用語は、『知っている』（「内容まで知っている」と「言葉

を見たり聞いたりしたことはある」の合計）は、「（オ）男女雇用機会均等法」が 83.5％、「（カ）育児・介護休業法」

が 79.6％、「（ケ）ジェンダー」が 76.7％、「（ス）ＬＧＢＴ」が 67.2％と高くなっているが、いずれも「内容まで知っ

ている」は３割前後にとどまっている。「（シ）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」

では『知っている』が 17.9％と低くなっている。 
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【表22-1 性別、年代別 ⾒たり聞いたりしたことがある男⼥共同参画に関する⽤語】 
   (ア)⾼槻市男⼥共同参画推進条

例 
(イ)⾼槻市男⼥共同参画計画 (ウ)男⼥共同参画社会 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.3% 30.3% 64.7% 4.7% 0.7% 29.7% 64.4% 5.2% 7.4% 42.8% 44.4% 5.4% 
性
別 

⼥性 613  0.3% 32.0% 62.3% 5.4% 1.0% 30.7% 62.5% 5.9% 6.2% 41.6% 45.8% 6.4% 
男性 392  - 27.6% 69.1% 3.3% 0.3% 28.3% 68.1% 3.3% 8.9% 45.4% 42.1% 3.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  0.9% 23.3% 75.0% 0.9% 2.6% 28.4% 68.1% 0.9% 25.9% 50.0% 23.3% 0.9% 
30 歳代 68  - 14.7% 85.3% - - 14.7% 85.3% - 7.4% 33.8% 58.8% - 
40 歳代 110  - 35.5% 64.5% - - 33.6% 66.4% - 2.7% 41.8% 53.6% 1.8% 
50 歳代 94  1.1% 31.9% 67.0% - 1.1% 37.2% 61.7% - 2.1% 47.9% 50.0% - 
60 歳代 93  1.1% 44.1% 51.6% 3.2% 2.2% 41.9% 51.6% 4.3% 7.5% 55.9% 32.3% 4.3% 
70 歳以上 194  - 32.0% 53.1% 14.9% 0.5% 26.8% 56.7% 16.0% 1.5% 33.5% 48.5% 16.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 31.3% 68.7% - 1.5% 32.8% 65.7% - 37.3% 44.8% 17.9% - 
30 歳代 35  - 14.3% 85.7% - - 17.1% 82.9% - 8.6% 42.9% 48.6% - 
40 歳代 56  - 23.2% 76.8% - - 28.6% 71.4% - 3.6% 48.2% 48.2% - 
50 歳代 83  - 25.3% 72.3% 2.4% - 27.7% 69.9% 2.4% 9.6% 43.4% 44.6% 2.4% 
60 歳代 55  - 25.5% 69.1% 5.5% - 27.3% 67.3% 5.5% 7.3% 45.5% 41.8% 5.5% 
70 歳以上 124  - 34.7% 58.9% 6.5% 0.8% 32.3% 60.5% 6.5% 4.0% 46.0% 42.7% 7.3% 

 
  

 
(エ)⼥⼦に対するあらゆる形態

の差別の撤廃に関する条約
（⼥⼦差別撤廃条約） 

(オ)男⼥雇⽤機会均等法 (カ)育児・介護休業法 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  4.2% 28.4% 61.7% 5.7% 34.2% 49.3% 12.0% 4.5% 27.6% 52.0% 15.7% 4.7% 
性
別 

⼥性 613  3.4% 26.4% 63.5% 6.7% 32.6% 49.8% 12.6% 5.1% 28.7% 51.1% 14.7% 5.5% 
男性 392  4.8% 31.6% 59.9% 3.6% 37.0% 49.0% 11.0% 3.1% 26.0% 53.6% 17.6% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  14.7% 43.1% 41.4% 0.9% 41.4% 45.7% 12.1% 0.9% 37.1% 46.6% 15.5% 0.9% 
30 歳代 68  4.4% 19.1% 76.5% - 33.8% 52.9% 13.2% - 35.3% 44.1% 20.6% - 
40 歳代 110  2.7% 31.8% 65.5% - 32.7% 58.2% 9.1% - 34.5% 47.3% 18.2% - 
50 歳代 94  1.1% 23.4% 75.5% - 38.3% 53.2% 8.5% - 33.0% 62.8% 3.2% 1.1% 
60 歳代 93  3.2% 28.0% 63.4% 5.4% 43.0% 48.4% 5.4% 3.2% 31.2% 59.1% 6.5% 3.2% 
70 歳以上 194  1.0% 22.2% 58.8% 18.0% 20.1% 46.9% 19.1% 13.9% 14.9% 51.5% 18.6% 14.9% 

男
性 

10・20 歳代 67  22.4% 40.3% 37.3% - 46.3% 44.8% 9.0% - 29.9% 49.3% 20.9% - 
30 歳代 35  - 40.0% 60.0% - 40.0% 57.1% 2.9% - 28.6% 60.0% 11.4% - 
40 歳代 56  3.6% 25.0% 71.4% - 48.2% 44.6% 7.1% - 35.7% 39.3% 25.0% - 
50 歳代 83  4.8% 27.7% 65.1% 2.4% 42.2% 45.8% 10.8% 1.2% 28.9% 54.2% 15.7% 1.2% 
60 歳代 55  1.8% 25.5% 67.3% 5.5% 32.7% 50.9% 10.9% 5.5% 25.5% 54.5% 14.5% 5.5% 
70 歳以上 124  1.6% 33.9% 57.3% 7.3% 25.0% 52.4% 16.1% 6.5% 16.9% 58.9% 18.5% 5.6% 
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   (キ)⼥性活躍推進法 (ク)男⼥共同参画社会基本法 (ケ)ジェンダー 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  5.8% 42.8% 45.9% 5.5% 6.2% 39.4% 48.2% 6.3% 33.4% 43.3% 18.2% 5.1% 
性
別 

⼥性 613  5.1% 40.5% 48.1% 6.4% 4.1% 39.0% 49.6% 7.3% 35.2% 41.8% 17.1% 5.9% 
男性 392  6.9% 46.4% 43.1% 3.6% 9.2% 40.8% 46.2% 3.8% 30.6% 47.2% 18.9% 3.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  13.8% 51.7% 33.6% 0.9% 26.7% 50.9% 21.6% 0.9% 62.1% 30.2% 6.9% 0.9% 
30 歳代 68  8.8% 36.8% 54.4% - 4.4% 33.8% 61.8% - 42.6% 44.1% 13.2% - 
40 歳代 110  5.5% 45.5% 49.1% - 2.7% 41.8% 54.5% 0.9% 45.5% 44.5% 10.0% - 
50 歳代 94  1.1% 42.6% 55.3% 1.1% 1.1% 43.6% 55.3% - 51.1% 42.6% 6.4% - 
60 歳代 93  4.3% 50.5% 39.8% 5.4% - 45.2% 46.2% 8.6% 34.4% 54.8% 7.5% 3.2% 
70 歳以上 194  3.1% 32.0% 48.5% 16.5% 1.0% 32.0% 49.0% 18.0% 11.3% 38.1% 34.0% 16.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  14.9% 46.3% 38.8% - 35.8% 43.3% 20.9% - 61.2% 29.9% 9.0% - 
30 歳代 35  5.7% 51.4% 40.0% 2.9% 11.4% 42.9% 45.7% - 48.6% 45.7% 5.7% - 
40 歳代 56  7.1% 50.0% 42.9% - 5.4% 42.9% 51.8% - 28.6% 60.7% 10.7% - 
50 歳代 83  6.0% 53.0% 38.6% 2.4% 10.8% 33.7% 51.8% 3.6% 36.1% 43.4% 19.3% 1.2% 
60 歳代 55  9.1% 47.3% 38.2% 5.5% 7.3% 47.3% 40.0% 5.5% 25.5% 52.7% 16.4% 5.5% 
70 歳以上 124  2.4% 38.7% 52.4% 6.5% 2.4% 38.7% 51.6% 7.3% 12.1% 50.0% 30.6% 7.3% 

 
  

 
(コ)ポジティブ・アクション（積

極的改善措置） 
(サ)ワーク・ライフ・バランス

（仕事と⽣活の調和） 
(シ)リプロダクティブ・ヘルス

／ライツ（性と⽣殖に関す
る健康と権利） 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  4.8% 26.2% 62.9% 6.2% 23.6% 36.5% 34.4% 5.6% 2.4% 15.5% 76.4% 5.6% 
性
別 

⼥性 613  3.3% 26.6% 63.1% 7.0% 21.7% 35.6% 36.5% 6.2% 2.4% 13.7% 77.8% 6.0% 
男性 392  7.1% 26.5% 62.2% 4.1% 26.5% 38.3% 31.1% 4.1% 2.3% 17.9% 75.3% 4.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  8.6% 25.9% 64.7% 0.9% 53.4% 27.6% 18.1% 0.9% 10.3% 19.0% 69.8% 0.9% 
30 歳代 68  2.9% 17.6% 79.4% - 33.8% 29.4% 36.8% - 2.9% 17.6% 79.4% - 
40 歳代 110  3.6% 29.1% 67.3% - 27.3% 46.4% 26.4% - 2.7% 21.8% 75.5% - 
50 歳代 94  2.1% 30.9% 66.0% 1.1% 23.4% 35.1% 41.5% - 1.1% 12.8% 86.2% - 
60 歳代 93  6.5% 36.6% 50.5% 6.5% 18.3% 48.4% 29.0% 4.3% - 15.1% 80.6% 4.3% 
70 歳以上 194  1.5% 21.1% 59.3% 18.0% 4.1% 30.9% 47.9% 17.0% 1.0% 5.7% 76.8% 16.5% 

男
性 

10・20 歳代 67  13.4% 26.9% 58.2% 1.5% 49.3% 31.3% 19.4% - 7.5% 25.4% 65.7% 1.5% 
30 歳代 35  2.9% 40.0% 57.1% - 42.9% 40.0% 17.1% - 2.9% 22.9% 71.4% 2.9% 
40 歳代 56  8.9% 17.9% 73.2% - 33.9% 33.9% 32.1% - 3.6% 17.9% 78.6% - 
50 歳代 83  9.6% 26.5% 60.2% 3.6% 31.3% 41.0% 25.3% 2.4% - 20.5% 77.1% 2.4% 
60 歳代 55  9.1% 30.9% 54.5% 5.5% 27.3% 30.9% 34.5% 7.3% 1.8% 14.5% 74.5% 9.1% 
70 歳以上 124  1.6% 23.4% 66.9% 8.1% 7.3% 41.9% 42.7% 8.1% 0.8% 12.9% 78.2% 8.1% 
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   (ス)ＬＧＢＴ (セ)ＳＤＧｓ 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

内
容
ま
で
知
ỵ
て
い

る ⾔
葉
を
⾒
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
は
あ

る ま
ỵ
た
く
知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  35.3% 31.9% 27.7% 5.2% 30.6% 26.7% 37.3% 5.4% 
性
別 

⼥性 613  36.2% 29.9% 27.9% 6.0% 28.2% 25.8% 39.6% 6.4% 
男性 392  33.9% 36.0% 26.8% 3.3% 34.7% 29.1% 32.9% 3.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  64.7% 22.4% 12.1% 0.9% 56.0% 22.4% 20.7% 0.9% 
30 歳代 68  60.3% 27.9% 11.8% - 41.2% 27.9% 30.9% - 
40 歳代 110  50.0% 34.5% 15.5% - 40.0% 32.7% 27.3% - 
50 歳代 94  46.8% 38.3% 14.9% - 36.2% 33.0% 30.9% - 
60 歳代 93  30.1% 38.7% 28.0% 3.2% 22.6% 33.3% 39.8% 4.3% 
70 歳以上 194  9.3% 22.2% 52.1% 16.5% 7.7% 16.5% 58.8% 17.0% 

男
性 

10・20 歳代 67  73.1% 19.4% 7.5% - 56.7% 26.9% 16.4% - 
30 歳代 35  48.6% 37.1% 14.3% - 51.4% 34.3% 14.3% - 
40 歳代 56  33.9% 48.2% 17.9% - 37.5% 44.6% 17.9% - 
50 歳代 83  43.4% 31.3% 24.1% 1.2% 42.2% 28.9% 27.7% 1.2% 
60 歳代 55  27.3% 40.0% 27.3% 5.5% 32.7% 23.6% 38.2% 5.5% 
70 歳以上 124  14.5% 36.3% 41.9% 7.3% 16.9% 25.0% 50.8% 7.3% 

 

性別にみると、「内容まで知っている」はいずれの項目も男女で大きな差はみられないが、『知っている』は

大半の項目で男性の方が高く、「（セ）ＳＤＧｓ」は女性で 54.0％、男性で 63.8％と、男性が 9.8 ポイント高くなっ

ている。 

年代別にみると、10・20 歳代の男女は「（ウ）男女共同参画社会」「（エ）女子に対するあらゆる形態の差別

の撤廃に関する条約（女子差別撤廃条約）」「（ク）男女共同参画社会基本法」で『知っている』が他の年齢層

に比べて高くなっている。「（オ）男女雇用機会均等法」「（カ）育児・介護休業法」「（ケ）ジェンダー」では『知っ

ている』は 60 歳代以下では、いずれも約８割かそれ以上と高くなっている。男女とも「（ス）ＬＧＢＴ」「（セ）ＳＤＧ

ｓ」は、『知っている』が 50 歳代以下では７割以上で、60 歳代以上に比べて高くなっている。 

 

 

  



Ⅱ 市民意識調査の結果 

113 

（３）多様な⽣き⽅をしている⼈との関わりの程度 
問 23 次のような人は、あなたの身近にいますか。（各項目に○はいくつでも） 

 

【表23-1 性別、年代別 多様な⽣き⽅をしている⼈との関わりの程度】 
   (ア)別姓で暮らしている夫婦・カップル 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  0.7% 1.5% 2.5% 11.1% 81.4% 3.1% 
性
別 

⼥性 613  0.8% 1.3% 2.4% 10.6% 82.4% 2.8% 
男性 392  0.5% 1.8% 2.8% 12.2% 80.1% 3.1% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  1.7% 4.3% 6.9% 6.0% 80.2% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% - 4.4% 13.2% 80.9% - 
40 歳代 110  - 0.9% 1.8% 10.0% 87.3% - 
50 歳代 94  - 1.1% 4.3% 16.0% 79.8% - 
60 歳代 93  2.2% 2.2% - 11.8% 83.9% 1.1% 
70 歳以上 194  0.5% - 1.0% 7.7% 83.0% 7.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  1.5% 3.0% 3.0% 13.4% 79.1% - 
30 歳代 35  - 2.9% 5.7% 34.3% 60.0% - 
40 歳代 56  1.8% 1.8% 3.6% 19.6% 75.0% - 
50 歳代 83  - - 3.6% 13.3% 81.9% 1.2% 
60 歳代 55  - 3.6% 3.6% 7.3% 80.0% 5.5% 
70 歳以上 124  - 0.8% 0.8% 3.2% 88.7% 6.5% 

 
   (イ)1 か⽉以上の育児休業を取得した男性 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  0.1% 1.8% 1.9% 11.3% 81.9% 3.3% 
性
別 

⼥性 613  - 2.3% 2.0% 7.7% 85.3% 2.9% 
男性 392  0.3% 1.0% 1.8% 17.3% 77.3% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 2.6% 2.6% 14.7% 79.3% 0.9% 
30 歳代 68  - 2.9% 7.4% 20.6% 70.6% - 
40 歳代 110  - 0.9% 0.9% 9.1% 89.1% - 
50 歳代 94  - 1.1% 2.1% 7.4% 89.4% - 
60 歳代 93  - 7.5% 1.1% 6.5% 83.9% 1.1% 
70 歳以上 194  - - 0.5% 2.1% 89.2% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - 3.0% 11.9% 85.1% - 
30 歳代 35  2.9% 2.9% 2.9% 34.3% 60.0% - 
40 歳代 56  - 1.8% 5.4% 28.6% 66.1% - 
50 歳代 83  - - 1.2% 21.7% 75.9% 1.2% 
60 歳代 55  - - 1.8% 16.4% 78.2% 3.6% 
70 歳以上 124  - 1.6% - 6.5% 85.5% 6.5% 
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   (ウ)家事・育児・介護等を⾏う男性 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  4.3% 13.1% 4.9% 19.6% 56.7% 3.4% 
性
別 

⼥性 613  - 17.0% 3.6% 15.8% 61.5% 2.8% 
男性 392  11.2% 7.7% 6.9% 26.0% 49.0% 3.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 22.4% 4.3% 20.7% 51.7% 0.9% 
30 歳代 68  - 35.3% 10.3% 20.6% 36.8% - 
40 歳代 110  - 14.5% 2.7% 22.7% 60.9% - 
50 歳代 94  - 17.0% 6.4% 16.0% 60.6% - 
60 歳代 93  - 18.3% - 15.1% 66.7% 1.1% 
70 歳以上 194  - 8.8% 1.5% 9.8% 72.2% 7.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  6.0% 16.4% 4.5% 26.9% 46.3% - 
30 歳代 35  34.3% 11.4% 2.9% 28.6% 28.6% - 
40 歳代 56  23.2% 5.4% 19.6% 17.9% 48.2% - 
50 歳代 83  8.4% 4.8% 8.4% 32.5% 50.6% 1.2% 
60 歳代 55  9.1% 18.2% 5.5% 29.1% 34.5% 5.5% 
70 歳以上 124  3.2% 3.2% 2.4% 21.8% 62.1% 7.3% 

 
   (エ)⾥親として⼦どもを育てている夫婦・カップル 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  0.1% 1.1% 0.8% 3.9% 90.5% 3.6% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 1.1% 0.5% 3.9% 91.0% 3.3% 
男性 392  - 1.0% 1.3% 3.8% 90.8% 3.1% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - - 0.9% 4.3% 94.0% 0.9% 
30 歳代 68  - - - 7.4% 92.6% - 
40 歳代 110  0.9% 0.9% - 4.5% 92.7% 0.9% 
50 歳代 94  - 1.1% 2.1% 6.4% 90.4% - 
60 歳代 93  - 3.2% - 5.4% 90.3% 1.1% 
70 歳以上 194  - 1.0% - 0.5% 89.7% 8.8% 

男
性 

10・20 歳代 67  - - - 7.5% 92.5% - 
30 歳代 35  - - 2.9% 2.9% 94.3% - 
40 歳代 56  - 1.8% 3.6% 7.1% 87.5% - 
50 歳代 83  - 1.2% - 4.8% 92.8% 1.2% 
60 歳代 55  - - 1.8% - 92.7% 5.5% 
70 歳以上 124  - 1.6% 0.8% 1.6% 89.5% 6.5% 
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   (オ)セクシュアル・マイノリティ(性的少数者) 
 回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  0.5% 0.4% 2.2% 9.6% 84.3% 3.3% 
性
別 

⼥性 613  0.2% 0.7% 2.1% 10.0% 84.0% 3.1% 
男性 392  0.8% - 2.3% 8.9% 85.7% 2.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  3.4% - 7.8% 19.0% 71.6% 0.9% 
30 歳代 68  - 1.5% 8.8% 17.6% 72.1% - 
40 歳代 110  - 0.9% 2.7% 13.6% 82.7% - 
50 歳代 94  - 2.1% - 17.0% 80.9% - 
60 歳代 93  - - - 5.4% 93.5% 1.1% 
70 歳以上 194  - - - 0.5% 90.7% 8.8% 

男
性 

10・20 歳代 67  4.5% - 4.5% 14.9% 76.1% - 
30 歳代 35  2.9% - 2.9% 31.4% 62.9% - 
40 歳代 56  - - 3.6% 10.7% 87.5% - 
50 歳代 83  - - 2.4% 4.8% 91.6% 1.2% 
60 歳代 55  - - 1.8% 7.3% 87.3% 3.6% 
70 歳以上 124  - - 0.8% 2.4% 91.1% 5.6% 

 
   (カ)同性カップル 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

⾃
分
⾃
⾝
が
そ
う
で

あ
る 

家
族
や
親
戚
に
い
る 

親
し
い
友
⼈
に
い
る 

知
⼈
に
い
る 

い
な
い
︑
わ
か
ら
な

い 無
回
答 

全体 1,023  0.1% 0.7% 1.5% 4.7% 89.7% 3.6% 
性
別 

⼥性 613  - 1.1% 1.0% 5.2% 89.2% 3.4% 
男性 392  - - 2.0% 3.6% 91.8% 2.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  1.7% 0.9% 7.8% 12.1% 76.7% 0.9% 
30 歳代 68  - 1.5% 2.9% 13.2% 82.4% - 
40 歳代 110  - 0.9% - 5.5% 93.6% - 
50 歳代 94  - 3.2% - 6.4% 90.4% - 
60 歳代 93  - 1.1% - 1.1% 96.8% 1.1% 
70 歳以上 194  - - - - 90.2% 9.8% 

男
性 

10・20 歳代 67  1.5% - 1.5% 3.0% 94.0% - 
30 歳代 35  - - 8.6% 17.1% 74.3% - 
40 歳代 56  - - 3.6% 5.4% 92.9% - 
50 歳代 83  - - 1.2% 1.2% 96.4% 1.2% 
60 歳代 55  - - 1.8% 1.8% 92.7% 3.6% 
70 歳以上 124  - - 0.8% 0.8% 91.9% 6.5% 

 

多様な生き方をしている人との関わりの程度は、「（ウ）家事・育児・介護等を行う男性」を除いて「いない、わ

からない」が８割以上となっており、「（ア）別姓で暮らしている夫婦・カップル」「（イ）1 か月以上の育児休業を

取得した男性」「（オ）セクシュアル・マイノリティ(性的少数者)」で「知人にいる」が約１割となっている。「（ウ）家

事・育児・介護等を行う男性」では、「知人にいる」が 19.6％、「家族や親戚にいる」が 13.1％となっている。 

性別にみると、男性では「（イ）1 か月以上の育児休業を取得した男性」「（ウ）家事・育児・介護等を行う男性」

で「知人にいる」がそれぞれ 17.3％、26.0％と高くなっている。女性では「（ウ）家事・育児・介護等を行う男性」

で「家族や親戚にいる」が 17.0％と高くなっている。 

年代別にみると、男女とも概ね若い年代の方が、多様な生き方をしている人が身近にいる割合が高い傾向

がみられている。  
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【表23-2 多様な⽣き⽅をしている⼈との関わりの程度別 
結婚や家族に関する意⾒や考え⽅に対する『そう思う』の割合】 

   回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

結
婚
は
個
⼈
の
⾃
由
で
あ
る
か
ら
︑結
婚

し
て
も
し
な
く
て
も
︑ど
ち
ら
で
も
よ
い

結
婚
し
て
も
︑必
ず
し
も
⼦
ど
も
を
も
つ

必
要
は
な
い 

結
婚
し
た
ら
︑夫
婦
は
同
じ
姓
を
名
乗
る

べ
き
だ 

⼦
ど
も
が
３
歳
く
ら
い
ま
で
は
︑⺟
親
が

育
児
に
専
念
し
た
ほ
う
が
よ
い 

夫
は
外
で
働
き
︑妻
は
家
庭
を
守
る
ほ
う

が
よ
い 

妻
が
働
き
に
出
る
場
合
は
︑フ
ル
タ
イ
ム

の
仕
事
を
避
け
︑パ
ổ
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
に
と
ど
め
る
べ
き
だ 

妻
が
働
い
て
い
な
く
て
も
︑夫
は
家
事
・

育
児
を
す
る
ほ
う
が
よ
い 

⾃
分
の
家
族
や
親
戚
が
未
婚
の
ま
ま
⼦

ど
も
を
産
む
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い 

男
同
⼠
︑⼥
同
⼠
の
結
婚
を
認
め
る
べ
き

だ ⾃
分
の
家
族
や
親
戚
に
同
性
愛
者
は
い

て
ほ
し
く
な
い 

(ア)別姓で暮らし 
ている夫婦・ 
カップル 

『親しい友⼈等にいる』 40  92.5% 87.5% 45.0% 37.5% 15.0% 10.0% 85.0% 45.0% 75.0% 25.0% 
知⼈にいる 111  82.0% 72.0% 37.8% 44.1% 17.1% 14.4% 88.2% 62.1% 62.1% 36.9% 
いない、わからない 833  83.0% 70.4% 53.0% 52.4% 25.6% 21.5% 73.4% 61.1% 41.0% 47.2% 

(イ)1 か⽉以上の 
育児休業を 
取得した男性 

『親しい友⼈等にいる』 37  91.9% 75.7% 40.5% 32.4% 13.5% 13.5% 86.5% 59.4% 72.9% 32.4% 
知⼈にいる 113  88.5% 77.0% 41.6% 43.3% 16.8% 15.1% 80.6% 58.4% 56.7% 44.2% 
いない、わからない 838  82.3% 70.3% 52.5% 52.8% 25.7% 21.4% 74.5% 61.1% 41.8% 45.5% 

(ウ)家事・育児・ 
介護等を⾏う 
男性 

家族や親戚にいる 130  89.2% 76.2% 32.3% 37.6% 16.9% 15.4% 85.4% 52.3% 58.5% 31.6% 
親しい友⼈にいる 42  92.9% 88.1% 38.1% 35.7% 23.8% 14.3% 83.4% 54.8% 66.6% 28.6% 
知⼈にいる 192  84.9% 72.4% 54.7% 51.1% 19.8% 12.5% 77.6% 62.0% 52.6% 44.8% 
いない、わからない 580  80.8% 68.4% 55.8% 55.6% 28.2% 25.2% 72.8% 62.0% 38.0% 49.3% 

(エ)⾥親として⼦ど
もを育てている
夫婦・カップル 

『⾝近にいる』 59  84.7% 79.6% 45.7% 49.1% 13.6% 20.3% 78.0% 66.1% 50.8% 37.2% 
いない、わからない 926  83.3% 70.7% 51.3% 51.0% 24.8% 20.3% 75.6% 60.6% 44.4% 45.3% 

(オ)セクシュアル・ 
マイノリティ 
(性的少数者) 

『親しい友⼈等にいる』 26  92.3% 92.3% 26.9% 30.8% 11.5% 7.7% 80.7% 34.6% 80.8% 15.3% 
知⼈にいる 96  93.7% 82.3% 25.0% 34.4% 6.2% 4.1% 86.4% 53.2% 71.9% 18.7% 
いない、わからない 862  81.9% 69.2% 54.6% 53.6% 26.3% 22.3% 74.3% 62.8% 40.3% 49.0% 

(カ)同性カップル 
『⾝近にいる』 67  92.5% 86.5% 29.8% 38.8% 9.0% 9.0% 86.6% 46.2% 82.1% 16.4% 
いない、わからない 918  82.9% 70.2% 52.4% 51.9% 25.0% 21.0% 74.9% 61.9% 41.9% 46.9% 

 

多様な生き方をしている人との関わりの程度に関する問 23 では、項目によって「自分自身がそうである」｢家

族や親戚にいる｣｢親しい友人にいる｣｢知人にいる｣、それぞれの回答数が非常に少なかった。そのため、数

の少ない項目のクロス集計では、「家族や親戚にいる」と「親しい友人にいる」を合わせて『親しい友人等にい

る』としたり、「家族や親戚にいる」「親しい友人にいる」「知人にいる」の3つを合わせて『身近にいる』とした。な

お、「自分自身がそうである」については、回答数が少なかったため、クロス集計は行っていない。 

多様な生き方をしている人との関わりの程度別に問１の結婚や家族に関する意見や考え方に対する『そう

思う』（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計）割合をみると、関わりの程度が高いほど、多様な家族の

あり方を肯定したり、性別役割分業には否定的で、同性愛者に対する忌避意識が弱いという回答傾向がみら

れる場合が多いといえる。特に「（ア）別姓で暮らしている夫婦・カップル」や「（オ）セクシュアル・マイノリティ

（性的少数者）」が『親しい友人等にいる』という人と、「（カ）同性カップル」が『身近にいる』という人に、上記の

傾向がより強くみられる。 
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【表23-3 多様な⽣き⽅をしている⼈との関わりの程度別 
⼦どもに受けさせたい教育について『四年制⼤学卒業以上』と回答した割合】 

   回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

男の⼦ 
の場合 
（ａ） 

⼥の⼦ 
の場合 
（ｂ） 

ａ−ｂ 

(ア)別姓で暮らし 
ている夫婦・ 
カップル 

『親しい友⼈等にいる』 40  82.5% 70.0% 12.5 
知⼈にいる 111  88.3% 76.6% 11.7 
いない、わからない 833  86.1% 66.9% 19.2 

(イ)1 か⽉以上の 
育児休業を 
取得した男性 

『親しい友⼈等にいる』 37  91.9% 81.1% 10.8 
知⼈にいる 113  90.3% 85.0% 5.3 
いない、わからない 838  85.2% 65.2% 20.0 

(ウ)家事・育児・ 
介護等を⾏う 
男性 

家族や親戚にいる 130  82.3% 70.8% 11.5 
親しい友⼈にいる 42  85.7% 78.6% 7.1 
知⼈にいる 192  86.4% 70.3% 16.1 
いない、わからない 580  86.8% 65.0% 21.8 

(エ)⾥親として⼦ど
もを育てている
夫婦・カップル 

『⾝近にいる』 59  84.8% 74.6% 10.2 
いない、わからない 926  86.1% 67.8% 18.3 

(オ)セクシュアル・ 
マイノリティ 
(性的少数者) 

『親しい友⼈等にいる』 26  73.0% 73.1% -0.1 
知⼈にいる 96  85.4% 80.2% 5.2 
いない、わからない 862  86.5% 66.6% 19.9 

(カ)同性カップル 
『⾝近にいる』 67  79.1% 74.7% 4.4 
いない、わからない 918  86.4% 67.6% 18.8 

 

多様な生き方をしている人との関わりの程度別に問６の子どもに受けさせたい教育について『四年制大学

卒業以上』と回答した割合をみると、男の子の場合の割合から女の子の場合の割合を差し引いた正の値（女

の子よりも男の子の方により高い学歴をつけさせたいという希望）は、多様な生き方をしている人が自分の周り

にいなかったり、わからないと回答した人よりも、家族や親戚、親しい友人、知人にいるという人の方が小さくな

っている。とりわけ、「（オ）セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」が『親しい友人等にいる』という人では、こ

の差がマイナス 0.1 となっている。 
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利⽤したことがある
0.7%

知っているが、利⽤したことはない
19.8%

知らない
75.8%

無回答
3.7%

(n=1,023)

（４）⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの認知度 
問 24 あなたは、高槻市立男女共同参画センターをご存知ですか。（○は１つ） 

 

【図24-1 ⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高槻市立男女共同参画センターの認知度は、「知らない」が 75.8％で最も高く、次いで「知っているが、利

用したことはない」が 19.8％、「利用したことがある」が 0.7％となっており、『知っている』（「利用したことがある」

と「知っているが、利用したことはない」の合計）は 20.5％である。 

 

【表24-1 性別、年代別 ⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの認知度】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

利
⽤
し
た
こ
と
が
あ

る 知
ỵ
て
い
る
が
︑
利
⽤

し
た
こ
と
は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.7% 19.8% 75.8% 3.7% 
性
別 

⼥性 613  0.8% 18.9% 76.8% 3.4% 
男性 392  0.5% 21.4% 74.7% 3.3% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 19.8% 77.6% 2.6% 
30 歳代 68  - 14.7% 85.3% - 
40 歳代 110  - 22.7% 76.4% 0.9% 
50 歳代 94  - 21.3% 77.7% 1.1% 
60 歳代 93  4.3% 21.5% 73.1% 1.1% 
70 歳以上 194  0.5% 17.0% 74.7% 7.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  3.0% 26.9% 70.1% - 
30 歳代 35  - 11.4% 88.6% - 
40 歳代 56  - 23.2% 76.8% - 
50 歳代 83  1.2% 19.3% 77.1% 2.4% 
60 歳代 55  - 27.3% 69.1% 3.6% 
70 歳以上 124  - 17.7% 75.0% 7.3% 

 

性別にみると、『知っている』は男性、「知らない」は女性がわずかに高くなっているが、男女で大きな違いは

みられない。 

年代別にみると、女性の 60 歳代と男性の 10・20 歳代で「利用したことがある」がそれぞれ 4.3％、3.0％みら

れ、『知っている』が女性の 60 歳代で 25.8％、男性の 10・20 歳代で 29.9％と他の年齢層に比べてやや高くな

っている。男女ともに 30 歳代で「知らない」が 85％以上と高くなっている。  
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(n=1,023)

（ア）⾼槻市の⼈権相談

（イ）⾼槻市の⼥性相談

（ウ）⾼槻市のＤＶ相談

（エ）⼤阪府の男性相談

0.2

0.2

0.2

0.1

41.5

27.1

30.7

11.7

55.5

69.2

65.5

84.6

2.7

3.5

3.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利⽤したことがある 知っているが、利⽤したことはない 知らない 無回答

（５）相談窓⼝の認知度 
問 25 あなたは、次の相談窓口をご存知ですか。（各項目に○は１つ） 

 

【図25-1 相談窓⼝の認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口の認知度は、いずれの相談窓口も「知らない」が過半数を占めており、「（エ）大阪府の男性相談」

では 84.6％となっている。いずれの相談窓口も「利用したことがある」は１％以下となっており、「知っているが、

利用したことはない」は、「（ア）高槻市の人権相談」が 41.5％と他の相談窓口と比べて認知度が高くなってい

る。 
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【表25-1 性別、年代別 相談窓⼝の認知度】 
   (ア)⾼槻市の⼈権相談 (イ)⾼槻市の⼥性相談 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

利
⽤
し
た
こ
と
が
あ

る 知
ỵ
て
い
る
が
︑
利

⽤
し
た
こ
と
は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

利
⽤
し
た
こ
と
が
あ

る 知
ỵ
て
い
る
が
︑
利

⽤
し
た
こ
と
は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 41.5% 55.5% 2.7% 0.2% 27.1% 69.2% 3.5% 
性
別 

⼥性 613  0.3% 41.8% 55.5% 2.4% 0.3% 29.2% 67.5% 2.9% 
男性 392  - 41.1% 56.4% 2.6% - 24.5% 71.9% 3.6% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  - 29.3% 69.8% 0.9% - 25.0% 74.1% 0.9% 
30 歳代 68  - 29.4% 70.6% - - 25.0% 75.0% - 
40 歳代 110  - 33.6% 66.4% - - 29.1% 70.9% - 
50 歳代 94  1.1% 39.4% 59.6% - - 30.9% 69.1% - 
60 歳代 93  1.1% 53.8% 44.1% 1.1% 1.1% 37.6% 60.2% 1.1% 
70 歳以上 194  - 51.0% 42.3% 6.7% 0.5% 28.4% 62.9% 8.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  1.5% 35.8% 62.7% - - 29.9% 70.1% - 
30 歳代 35  - 28.6% 71.4% - - 20.0% 80.0% - 
40 歳代 56  - 32.1% 67.9% - - 21.4% 78.6% - 
50 歳代 83  - 43.4% 55.4% 1.2% - 24.1% 74.7% 1.2% 
60 歳代 55  - 47.3% 49.1% 3.6% - 23.6% 70.9% 5.5% 
70 歳以上 124  - 45.2% 49.2% 5.6% - 26.6% 65.3% 8.1% 

 
   (ウ)⾼槻市のＤＶ相談 (エ)⼤阪府の男性相談 

 回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

利
⽤
し
た
こ
と
が
あ

る 知
ỵ
て
い
る
が
︑
利

⽤
し
た
こ
と
は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

利
⽤
し
た
こ
と
が
あ

る 知
ỵ
て
い
る
が
︑
利

⽤
し
た
こ
と
は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 1,023  0.2% 30.7% 65.5% 3.6% 0.1% 11.7% 84.6% 3.6% 
性
別 

⼥性 613  0.3% 31.6% 64.4% 3.6% 0.2% 10.1% 86.3% 3.4% 
男性 392  - 29.8% 67.3% 2.8% - 14.0% 82.9% 3.1% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  0.9% 28.4% 69.0% 1.7% - 12.1% 87.1% 0.9% 
30 歳代 68  1.5% 27.9% 70.6% - - 2.9% 97.1% - 
40 歳代 110  - 30.9% 69.1% - - 10.9% 89.1% - 
50 歳代 94  - 36.2% 63.8% - - 9.6% 89.4% 1.1% 
60 歳代 93  1.1% 45.2% 51.6% 2.2% 1.1% 17.2% 80.6% 1.1% 
70 歳以上 194  - 27.3% 63.4% 9.3% - 9.8% 80.9% 9.3% 

男
性 

10・20 歳代 67  - 31.3% 68.7% - - 19.4% 80.6% - 
30 歳代 35  - 22.9% 77.1% - - 14.3% 85.7% - 
40 歳代 56  - 28.6% 71.4% - - 14.3% 85.7% - 
50 歳代 83  - 31.3% 67.5% 1.2% - 8.4% 90.4% 1.2% 
60 歳代 55  - 30.9% 65.5% 3.6% - 10.9% 85.5% 3.6% 
70 歳以上 124  - 30.6% 62.9% 6.5% - 17.7% 75.0% 7.3% 

 

性別にみると、『知っている』は、「（イ）高槻市の女性相談」は女性の方が 5.0 ポイント高く、「（エ）大阪府の

男性相談」は男性の方が 3.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「（ア）高槻市の人権相談」は男女ともに 50 歳代以上で『知っている』が高くなっており、女

性の 60 歳代以上では５割を超えている。女性の 60 歳代では「（ウ）高槻市のＤＶ相談」で『知っている』が

46.3％と高くなっている。 
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29.9

23.6

20.3

18.9

16.3

15.6

13.9

13.8

10.0

8.8

8.7

5.2

5.2

4.8

0.2

27.0

0% 20% 40%

誰でも⽴ち寄れる交流の場

男性の料理、家事⼀般、介護、⼦育て教室など
男性を対象とする実践的な講座

個⼈やグループ活動の場として利⽤できる
オープンスペース（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰﾅｰ）の提供

⼦育て中、介護中の⼥性や男性の交流の場

就職・再就職を⽬指す⼥性のための講座

ワーク・ライフ・バランスや
働き⽅改⾰に関する講座

⼥性がビジネススキルを学べる実践的な講座

中学⽣、⾼校⽣を対象にした、性別に
とらわれずに幅広い分野の進路を考える講座

起業を⽬指す⼥性のための講座

男⼥共同参画、ジェンダー、
⼥性の⼈権に関する講座

ＬＧＢＴなど、性の多様性に関する講座

起業家や就業している⼥性の交流の場

男⼥共同参画や⼥性に関する
情報・書籍などの収集と提供

デートＤⅤやＤⅤ、性暴⼒防⽌に関する講座

その他

無回答

全体(n=1,023、
回答総数=1,996(195.1%))

30.0

16.2

20.7

22.5

21.2

15.2

19.6

13.9

13.1

9.0

7.8

6.0

4.9

5.4

0.3

25.4

29.8

35.2

20.4

13.5

8.9

16.6

5.4

13.8

5.4

8.2

9.7

3.6

5.9

3.6

0.0

27.8

0% 20% 40%

⼥性(n=  613、
回答総数=1,261(205.7%))

男性(n=  392、
回答総数=  705(179.8%))

《性別》

（６）関⼼のある⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの事業 
問 26 高槻市立男女共同参画センターで次のような事業をしていますが、関心のある講座やサービス

はありますか。（○はいくつでも） 

 

【図26-1 性別 関⼼のある⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心のある高槻市立男女共同参画センターの事業は、「誰でも立ち寄れる交流の場」が 29.9％で最も高く、

次いで「男性の料理、家事一般、介護、子育て教室など男性を対象とする実践的な講座」が 23.6％となって

いる。 

性別にみると、女性では「誰でも立ち寄れる交流の場」の次に「子育て中、介護中の女性や男性の交流の

場」が高くなっており、男性では「男性の料理、家事一般、介護、子育て教室など男性を対象とする実践的な

講座」が最も高く 35.2％となっている。 
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【表26-1 年代別 関⼼のある⾼槻市⽴男⼥共同参画センターの事業】 
  回

答
者
数
︵
ｎ
︶ 

誰
で
も
⽴
ち
寄
れ
る
交
流
の
場 

男
性
の
料
理
︑
家
事
⼀
般
︑
介
護
︑
⼦

育
て
教
室
な
ど
男
性
を
対
象
と
す
る
実

践
的
な
講
座 

個
⼈
や
グ
ル
ổ
プ
活
動
の
場
と
し
て
利

⽤
で
き
る
オ
ổ
プ
ン
ス
ペ
ổ
ス
︵
コ
ミ

ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
コ
ổ
ナ
ổ
︶
の
提
供 

⼦
育
て
中
︑
介
護
中
の
⼥
性
や
男
性
の

交
流
の
場 

就
職
・
再
就
職
を
⽬
指
す
⼥
性
の
た
め

の
講
座 

ワ
ổ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
働
き

⽅
改
⾰
に
関
す
る
講
座 

⼥
性
が
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
学
べ
る
実

践
的
な
講
座 

中
学
⽣
︑
⾼
校
⽣
を
対
象
に
し
た
︑
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
幅
広
い
分
野
の
進

路
を
考
え
る
講
座 

起
業
を
⽬
指
す
⼥
性
の
た
め
の
講
座 

男
⼥
共
同
参
画
︑
ジ
ỽ
ン
ダ
ổ
︑
⼥
性

の
⼈
権
に
関
す
る
講
座 

全体 1,023  29.9% 23.6% 20.3% 18.9% 16.3% 15.6% 13.9% 13.8% 10.0% 8.8% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  25.0% 21.6% 20.7% 32.8% 33.6% 18.1% 33.6% 23.3% 21.6% 17.2% 
30 歳代 68  26.5% 19.1% 14.7% 36.8% 38.2% 26.5% 32.4% 26.5% 23.5% 5.9% 
40 歳代 110  20.0% 13.6% 16.4% 26.4% 26.4% 22.7% 26.4% 18.2% 17.3% 11.8% 
50 歳代 94  24.5% 16.0% 25.5% 21.3% 24.5% 20.2% 22.3% 11.7% 14.9% 7.4% 
60 歳代 93  40.9% 19.4% 24.7% 28.0% 16.1% 12.9% 17.2% 10.8% 9.7% 10.8% 
70 歳以上 194  35.6% 13.4% 20.1% 11.3% 7.7% 3.6% 5.2% 5.7% 5.2% 5.2% 

男
性 

10・20 歳代 67  25.4% 40.3% 23.9% 20.9% 9.0% 25.4% 7.5% 19.4% 7.5% 16.4% 
30 歳代 35  25.7% 54.3% 22.9% 25.7% 11.4% 14.3% 2.9% 20.0% 11.4% 11.4% 
40 歳代 56  26.8% 32.1% 26.8% 10.7% 5.4% 17.9% 10.7% 21.4% 12.5% 5.4% 
50 歳代 83  22.9% 30.1% 15.7% 9.6% 12.0% 30.1% 4.8% 12.0% 1.2% 4.8% 
60 歳代 55  45.5% 38.2% 20.0% 14.5% 7.3% 10.9% 5.5% 12.7% 3.6% 9.1% 
70 歳以上 124  31.5% 32.3% 19.4% 10.5% 7.3% 8.1% 3.2% 8.1% 3.2% 8.1% 

 

  回
答
者
数
︵
ｎ
︶ 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
︑
性
の
多
様

性
に
関
す
る
講
座 

起
業
家
や
就
業
し
て
い
る
⼥

性
の
交
流
の
場 

男
⼥
共
同
参
画
や
⼥
性
に
関

す
る
情
報
・
書
籍
な
ど
の
収

集
と
提
供 

デ
ổ
ト
Ｄ
Ⅴ
や
Ｄ
Ⅴ
︑
性
暴

⼒
防
⽌
に
関
す
る
講
座 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1,023  8.7% 5.2% 5.2% 4.8% 0.2% 27.0% 

⼥
性 

10・20 歳代 116  25.9% 10.3% 4.3% 14.7% - 9.5% 
30 歳代 68  13.2% 11.8% 5.9% 7.4% - 13.2% 
40 歳代 110  9.1% 6.4% 1.8% 5.5% - 21.8% 
50 歳代 94  7.4% 5.3% 6.4% 5.3% - 21.3% 
60 歳代 93  5.4% 5.4% 5.4% 4.3% - 18.3% 
70 歳以上 194  1.0% 2.6% 5.2% 2.1% 1.0% 40.7% 

男
性 

10・20 歳代 67  28.4% 7.5% 9.0% 6.0% - 16.4% 
30 歳代 35  14.3% 8.6% 5.7% 2.9% - 11.4% 
40 歳代 56  7.1% 7.1% 3.6% 3.6% - 35.7% 
50 歳代 83  9.6% - 4.8% 2.4% - 25.3% 
60 歳代 55  9.1% 3.6% 9.1% 1.8% - 18.2% 
70 歳以上 124  4.0% 1.6% 5.6% 4.8% - 36.3% 

 

年代別にみると、「誰でも立ち寄れる交流の場」は男女ともに 60 歳代で高く４割を超えている。「男性の料理、

家事一般、介護、子育て教室など男性を対象とする実践的な講座」は男性の 30 歳代で高く５割を超えている。

講座関係の事業は男女とも概ね若年層で高くなっている中で、「ワーク・ライフ・バランスや働き方改革に関す

る講座」は男性の 50 歳代で 30.1％と高くなっている。男女ともに 10・20 歳代では「ＬＧＢＴなど、性の多様性に

関する講座」が高くなっている。 
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10．自由記述 

最後に男女共同参画社会に関して、ご意見やご感想がございましたらご自由にお書きください。 

 

自由記述意見の回答は 130 人(11.6％)で、意見は延べ 150 件である。 

 

分類番号 項⽬ 件数 
1 男⼥平等について 23 
2 家庭⽣活について 3 
3 ⼦育てや教育について 6 
4 仕事について 3 
5 ワーク・ライフ・バランス（仕事と⽣活の調和）について 3 
6 男⼥の⼈権について 8 
7 男⼥共同参画社会の推進に向けて 33 
8 アンケートについて 39 
9 その他 32 
 計 150 

 

自由記述については、その内容から 9 のグループに大分類し、さらにそれぞれのグループ内で分類を行い、

取りまとめた。また、漢字表記や用語などに関しては統一した。 

 

1 男⼥平等について …… 23 件 
・男性と女性は違うのだから全てが平等である必要はないと思う（5） 

・男性、女性の性差を認め、それぞれ個人として尊重されるのがよい（4） 

・男性、高齢者の意識改革が必要である（3） 

・性別による固定観念を無くすべき（2） 

・昔に比べ男女平等である場面が増えてきた（2） 

・女性が男女平等を都合よく利用している（2） 

・男女の役割の不平等を是正すべき（1） 

・男性だから女性だからにこだわる必要はない（1） 

・過度な男女平等意識がかえって男女平等を遠ざける（1） 

・女性の活躍によって、男性が取り残されるという認識がある（1） 

・男女で格差があることを知らなかった（1） 
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2 家庭⽣活について …… 3 件 
・家庭での役割は、各家庭の事情で流動的であってよい（1） 

・男性の家庭での役割を増やすべき（1） 

・男性は育児教室に参加し、妊娠や育児について理解すべき（1） 

 

3 ⼦育てや教育について …… 6 件 
・学校教育でジェンダー・LGBT・性暴力などの問題を教えるべき（5） 

・学校教育で男子にも生理について教えるべき（1） 

 
4 仕事について …… 3 件 
・職場で女性がもっと活躍できる時代を望む（1） 

・企業と協力して女性労働者が子育てしやすい環境を整備すべき（1） 

・女性ばかりの職場でも人間関係の悩みはある（1） 

 
5 ワーク・ライフ・バランス（仕事と⽣活の調和）について …… 3 件 
・男性が育児休暇や子どもの看護休暇を取りやすくする施策が必要である（2） 

・ワーク・ライフ・バランスの推進のためには政府主導で会社の協力が不可欠である（1） 

 
6 男⼥の⼈権について …… 8 件 
・高槻市で DV 電話相談窓口を設置して欲しい（1） 

・男性の相談窓口が不足している（1） 

・あらゆる暴力について、ひどいものは犯罪として処罰すべき（1） 

・人によってセクハラやパワハラの受け取り方は違う（1） 

・DV 相談において、相談者の話のみを根拠に DV 支援が行われることに疑問を感じる（1） 

・男尊女卑の考えから、女性に対する暴力について自覚と認識がない男性が実際にいる（1） 

・DV 等を市に相談できることを知れた（1） 

・調査を通じて DV が存在することに心が痛んだ（1） 

 
7 男⼥共同参画社会の推進に向けて …… 33 件 
・男女共同参画社会の実現を望む（8） 

・「男女共同参画」の情報発信に工夫が必要である（5） 

・政治の場で積極的に女性を登用するべき（3） 

・用語や事業の内容等がよくわからない（3） 

・政治家の男女共同参画に関する認識不足を感じる（2） 

・民間企業等と共に男女共同参画社会を実現する必要がある（2） 

・子育て中の女性支援制度の充実が必要である（2） 

・多様な生き方を容認すべき（2） 

・「男女共同参画」政策の策定に工夫が必要（1） 

・男女共同参画社会の実現の場としての自治会の育成が必要（1） 

・ひとり親家庭への支援制度の充実が必要である（1） 
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・女性が自分のことを主張できる社会になって欲しい（1） 

・男女共同参画社会の男性のメリットや理解が必要（1） 

・「男女共同参画」や夫婦別姓を必要以上に問題にしている（1） 

 
8 アンケートについて …… 39 件 
・男女共同参画について知り、考えるきっかけとなった（15） 

・質問項目、用語に違和感がある（13） 

・高齢者や障がい者であるため回答が困難（6） 

・質問項目が多すぎる（2） 

・調査方法に工夫が必要（2） 

・調査を続けるべき（1） 

 
9 その他 …… 32 件 
・他施策に関すること（11） 

・特になし（6） 

・自分自身のこと（3） 

・その他（12） 

 

 

 


